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データベース構築促進及び技術開発に関する報告書

気候情報データベースの構築

平 成4年3月

財団法人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

委 託 先 株式会社エムテーエス雪氷研究所





序

デー タベースは 、わが国の情報化 の進展上 、重要な役割を果たす ものと期待 されている。

今後 、データベースの普及 により、わが国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 さ

れる。さらに海外 に対 して提供可能 なデータベースの整 備は 、国際的な情報化への貢献 お

よび 自由な情報流通の確保 の観点か らも必要である 。しか しなが ら、現在わが国で流通 し

ているデータベースの中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国デー

タベースサー ビスひいてはバ ランスあ る情報産業の健全 な発展 を図るため には、わが国独

自のデー タベースの構築お よびデー タベース関連技術の研究開発 を強力 に促進 し、デー タ

ベー スの拡充 を図る必要が ある。

このよ うな要請 に応 えるため 、(財)デ ー タベース振興セ ンターでは日本 自転車振興会

か ら機械工業振興資金 の交付 を受けて 、デー タベースの構築および技術開発 について民間

企業 、団体等 に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は 、社会的、経済的 、国

際的 に重要で 、また地域お よび産業の発展の促進に寄与す ると考え られているデー タベー

スの構築 とデータベース作成の効率化 、流通の促進 、利用の円滑化 ・容易化などに関係 し

た ソフ トウェア技術 ・ハー ドウ ェア技術である。

本事業 の推進 に当 って 、当財団 に学識経験者の方 々で構成 されるデー タベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学 院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「気候情報データベースの構 築」は平成3年 度のデー タベ ースの構築促進および技

術開発促進事業 と して 、当財団が株式会社エムテーエス雪氷研究所 に対 して委託実施 した

課題の一 つである。この成果が 、デー タベースに興味をお持ちの方々や諸 分野の皆様方 の

お役 に立 てば幸 いである 。

なお 、平成3年 度デー タベースの構築促進および技術 開発促進 事業で実施 した課題は次

表の とお りである。

平成4年3月

財団法人 デー タベー ス振興セ ンター





平成3年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学的コメン トを含む病理データベースのプロ ト (株)エ ス ・ピ ー ・オー

タイプ作成

2交 通事故調査データベースのプロ トタイプの作成 (財)日本 自動車研究所

3シ ルバーエイジの医療と福祉情報の実際的な活用を 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

目的としたデータベース構築 館

4気 候情報データベースの構築 (株)エムテーエス雪氷研究所

社 会 5地 下水情報データベースシステムの構築のための調 (株)パスコ

査研究

6フ ァジィに関する文献データベースシステムの開発 (財)日本情報処理開発協会

7大 学におけるデータベース利用教育システムに関す 口外アソシエーツ(株)

る調査研究

8マ ルチメデ ィア型社会科用データベースの開発 (株)新学社

9異 分野研究のための知的オリエンテーション ・デー (株)けいはんな

夕べースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築 (株)中国新聞社

11記 事データベースアクセス用パイロットシステム構 (株)河北新報社

中小企業振興 築

地域活性化 12商 業調整支援データベースの構築 (株)日本統計センター

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築に関す (社)日 本ボランタリー ・チ ェー

る研究 ン協会

14情 報源検索データベースのプロ トタイプ作成 セ ントラル開発(株)

情報図書館RUKIT
P

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換ソフ ト開発 と英訳 コムラインインターナショナル

辞書作成 (株)

16海 外の主要国際 ・国家規格データベースの構築 日本電子計算(株)

海 外 17ア ジア太平洋交流データベースの研究一プロ トタイ (株)西日本新聞社

プ作成一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書データベ 科学技術情報研究所(株)
一ス化の調査研究

19書 誌デー タベ ース用ダイナ ミックシソーラス ・エ ン (株)紀伊國屋書店

ジンの構築と自然言語検索システムへの応用

技 術 20知 的ハイパーメデ ィアを活用 したデータベース構築 (株)新世代システムセ ンター

に関する調査研究

21CD-ROMに よる光学材料データベースの構築 (株)リアライズ社
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■.デ ー タ ベ ー ス 構 築 に あ た っ て

■.■ 構 築 の 背 景

気 候情 報 は 、 従 来 よ り産 業 気 象 情 報 、 設 計 気 象 値 、 サ ー ビ ス 気 象 情 報 な ど と し

て 多 方 面 に わ た り利 用 され て い る。

一 方
、 近 年 大 き な 問 題 と して 取 り上 げ ら れ る よ う に な っ た 地 球 環 境 の 変 化 は、

人 々 の 生 活 環 境 だ け で な く産 業 界 に与 え る 影 響 も計 り知 れ な い。 そ の 地 球 環 境 の

研 究 は、 様 々 な 機 関 にお い て 実 施 さ れ て お り、 多 種 多 様 な 変 化 傾 向 を 探 る た め に

は 、 や は り気 候 情 報 が 必 要 で あ る。 何 れ の 利 用 形 態 に せ よ 、 多 種 多 用 か つ 長 期 に

わ た る 基 礎 デ ー タ の 収 集 と そ の 分 析 が 必 要 で あ る。 こ の よ う な 状 況 の も と 気 候 情

報 は 各 種 産 業 の 進 展 に と っ て 不 可 欠 で あ る と と も に 政 治 及 び 国 民 生 活 の あ らゆ る

分 野 に わ た っ て グ ロ ー バ ル な 気 候 情 報 を 抜 き に地 球 の 将 来 を 語 る こ とは で き な く

な って き て い る。 これ ら の こ と は 気 候 情 報 へ の ニ ー ズ の 増 大 と捕 え る こ とが 出 来

る と 考 え る(図1.1-1参 照)。

地球規模での環境変化
オゾン層の破壊,地 球 温 暖化 等

地球 大 気状 況 の変化傾 向の研究
の必要性

地球環境変化 による新たな
展開への対応

広範 囲な気象データと,そ の統 計 等の 加工 処 理 の 必要

気象 情報へのニーズ増大

図 ■.■ ■ 気 候 情 報 の ニ ー ズ
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以 上 の よ う な 気 候 情 報 の 利 用 形 態 に基 づ き,ニ ー ズ を 大 別 す る と 表1.1-i1

の よ う に生 情 報 と、 加 工 情 報 に 分 け ら れ る。 こ れ ら気 候 情 報 の 入 手 は 現 在 で は マ

ス コ ミ に よ る も の を 除 き 入 手 可 能 な 情 報 は 限 定 され 、 か っ 時 間 と費 用 が か か る。

ま た 、 こ れ らの ニ ー ズ に対 応 す る 気 象 ・気 候 関 連 の デ ー タベ ー ス は 無 い。

こ の よ う な 現 状 にお い て 、 気 象 ・気 候 情 報 を 迅 速 か っ 廉 価 で 提 供 し得 るデ ー タ

ベ ー ス を構 築 す る こ とは 必 須 の 課 題 で あ る と考 え られ る(図1.1-2参 照)。

表 ■.■ ■ 気 候 情 報 ニ ー ズ の 分 類

情 報 内 容 生/加 工 情報 の別

L天 気,気 温,降 水 量 な ど の 観 測 デ ー タ 生情報 原デー タ

2,観 測 値 の 各 種 統 計 値 加工情報

3.観 測 値,統 計 値 の 複 合,未 観 測 地 点 推 定 情 報 加工情報

入 手 方 法 問 題 点

1.新 聞 、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ な ど の マ ス コ

ミを 通 じて の 入 手

1入 手可能な情報が限定 され る1

2一 方的な提供1

2.気 象項 目(現 況 また は 予測)を 特 定
し契約 を結 び 一定 期 間送 付 を受 け る 3.費 用がかか る1

3.気 象庁 資料 室 に行 き、 膨大 な 資料 の

中か らほぼ 手 作業 で 収 集す る

4.気 象庁 に出 向 く必要 有 り1

5加 工に膨大 な手間がかかる1
4.気 象 関 連 コ ンサ ル タ ン ト会 社 等 に必

要デ ー タの 収集 及 び加 工 を委 託 し報
告書 と して 入手

6.即 応性がない1
＼ ＼N

7単 発の要求に応えられなし、 1

継続を必要 としない気候情報 など,迅 速かつ廉価で提供 で きる
気候情報データベースが必要とされる

図 ■.■-2気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 必 要 性
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■.2 構 築 の 基 本 計 画 と 本 年 度 の 課 題

気 候 情 報 デ ー タベ ー ス の 開 発 工 程 の 概 要 を 図1.1-3に 示 す 。 昭 和63年 度

よ り基 本 構 想 の 策 定 に 着 手 し た。 平 成 元 年 度 は、 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー の 委

託 に よ り1300メ ガ バ イ ト相 当 の 気 象 デ ー タ を磁 気 デ ィス ク に 収 録 し、 さ ら に

自 社 資 金 に て ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(ws)を 購 入 、 設 備 し、 気 候 情 報 デ ー タベ ー

ス の 基 本 モ デ ル を 完 成 した 。

平 成2年 度 は、 前 年 度 に 引 き続 き デ ー タベ ー ス を 本 格 的 に 稼 動 させ る た め、 高

層 気 象 デ ー タ と、 高 次 加 工 デ ー タ を 抽 出 し収 録 す る と と も に、 ユ ー ザ ー イ ン タ フ

ェ ー ス の 向 上 を は か った 。

本 平 成3年 度 は 過 年 度 に お け る 過 去 デ ー タ を収 録 した デ ー タベ ー ス か ら、 需 要

の 多 い リア ル タ イ ム 加 工 処 理 デ ー タ を も 収 録 した デ ー タベ ー ス へ と、 デ ー タベ ー

ス と シ ス テ ム の さ ら な る 拡 充 を め ざ した 。

1昭 和63年 度1

気 候 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 構 想

気 候 デ ー タベ ー ス の 基 本 設 計 開 始

プ ロ トタ イ プ(東 北 地 方 限 定PC版)作 成

1

1平 成 元年 度1

気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 基 本 モ デ ル 構 築

気 候 情 報 デ ー タベ ー ス の 基 本 設 計

全 国 デ ー タ の 収 集

デ ー タ ベ ー ス の(WS版)作 成

1

1平 成2年 度1

気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 本 格 構 築

高 次 加 工 デ ー タ の 検 討 収 録

ユ ー ザ ー イ ン ター フェイ ス の 向 上 検 討

高 層 気 象 デ ー タ等 の 収 集 お よ び 収 録

1989年 デ ー タ の 追 加 収 録

図1.1-3気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス 開 発 工 程
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2.受 信 及 び 入 力 シ ス テ ム の 検 討

2-■ 国 内 、 国 外 の 各 種 リ ア ル タ イ ム

気 象 情 報 の 受 信 可 能 性 調 査 と 情 報

項 目 の 横 言寸

(1)気 象 観 測機 関(デ ー タソー ス)

国 内 にお ける主 要 な気象 観 測 実施機関は以下の通 りである。各機関の観測 目的

は、表2.1-1に 示す 通 りで あ る。

・気象 庁

・建設 省、地方 自治体の河川 ・ダム管理部局

・地方 自治体の消防関連部局

・小,中,高 等 学 校

・道路 公団,建 設 省 及 び地 方 自治体 の道 路 関連部局

・JR各 社

・電 力 会社

・環 境庁 大 気保 全 局
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気象観測機関 と観測の目的

 

11表2.

機関名 観測の 目的 備考

気象庁 気 象 業 務 法(昭 和27年 施 工)に よ り以 下 情報の入手処理 は
の よ う に 規 定 さ れ て い る。 気 象 庁 が 実 施 。 外
(気 象 長 官 の 任 務) 部機関への提供は
第三条 気 象 長 官 は 、 第 一 条 の 目的 を 達 成 気象庁及び(財)
す る た め 、 左 に掲 げ る事 項 を 行 う よ う に 気象協会その他気
努 め な け れ ば な ら な い 。 象業務法に基づ く

一 気象、地震及 び火山現象に関す る観測 許可を受けた機関
網 を 確 立 し、 及 び 維 持 す る こ と。 が 実 施 。
二 気象、津波及 び高潮の予報及び警報の
中 枢 組 織 を 確 立 し、 及 び 維 持 す る こ と。
三 気象の観測、予報及び警報 に関する情
報を迅速 に交換す る組織を確立 し、及び
維 持 す る こ と。
四 地 震及び火山現象の観測の成果 を迅速
に交換す る組織 を確立 し、及び維持す る
こ と 。

五 気象の観測の方法及びその成果の発表
の 方 法 に っ い て 統 一 を 計 る こ と。

六 気象観測の成果、気象予報及び警報並
びに気象に関する調査及び研究の成果の
産業、交通その他 の社会活動に対す る利
用 を 促 進 す る こ と。
(昭 三 一 法 一 四 四 ・昭 五 三 法 二 九 ・一 部 改
正)

建 設 省 、 地 水害等の防災活動並び に水の高度利用、 リ 情報の収集 と外部
方 自治体の フ レー シ ョ ン活 動 へ の 有 効 利 用 機 関への提供 は
河 川 ・ダ ム (財)河 川 情 報 セ
管理部局 ン タ ー が 実 施 。

地方 自治体 災害 の消防活動への有効利用 外部への情報提供
の消防関連 は な い 。

部局

小 、 中 、 高 教育活動への有効利用 同上
等学校

道 路 公 団 、 道路 交通の安全確保 に有効利用 同上
建設省及び
地方 自治体
の道路 関連
部局

JR各 社 他 鉄道輸 送の安全確保 に有効利用 同上

電力各社 電力の安全供給確保 に有効利用 同上

環境庁大気 全国の大 気質の監視 同上
保全局
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(2)観 測 項 目 、 地 点

わ が 国 で 最 大 の 観 測 網 を有 す る 気 象 庁 の 観 測 網 の 種 類 は 以 下 の 通 り で あ る 。 地

点数 を 表2.1-2に 、 観 測 項 目 を 表2.1-3に 、'地 点 位 置 を 図2.1-1に

示 す 。'気 象 庁 の オ ン ラ イ ン デ ー タ シ ス テ ム で 扱 っ て い る デ ー タ量 は 、 毎 日2億 字

近 い 量 と 言 わ れ て い る 。 こ れ ら の 観 測 項 目 は、 気 象 業 務 法(資 料1)に 従 い 運 輸

省 令 第101号 気 象 業 務 法 施 行 規 則(資 料2)に よ り定 め られ て い る 。

建 設 省 、 地 方 自治 体 の 河 川 ・ダ ム 関 連 部 局 の 観 測 所 の 種 類 は 、 以 下 の 通 りで あ

る。 地 点 数 は、 表2.1-4及 び 図2.1-2に 示 す 。

1)テ レメ ー タ 観 測 所 量

位

質

他の

雨

水

水

そ

2)雨 量 レ ー ダ ー ネ ッ トワ ー ク
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表2.1-2気 象庁の気象観測網の種類 と地点数:気 象業務関連法令集(平 成2年 度版)よ り

べ

ー

観 測 網 細 目 数 地 点 名

外国の気象機関等
一 一

船舶、航空機等
一 一

宇宙からの気象観測 静止気象衛星 ひまわり 一
極軌道気象衛星 ノア 害

高層気象観測 気象 ロケ ット 1地 点 略
レー ウ ィンゾ ンデ 等(地 上) 24地 点 略
同上(海 洋気象観測船) 3隻 略
定期航空機 一

気象レーダ観測 地上気象レーダ 20地 点 略

海洋気象観測測船レーダ 2隻 一

気象台 管区気象台 6地点 札幌 、仙 台、東 京 、大 阪、福島 、沖縄(気 象台)

(計63地 点) 海洋気象台 4地 点 函館 、神戸 、長 崎 、舞 鶴

地方気象台 51地 点 札幌 管内6、 仙 台管 内5、 東京管 内16、 大 阪管 内14、 福 岡 管内7、 沖縄3

地上気象観測 航空地方気象台 2地点 新東京、東京

測候所 測候所 99地 点 札幌 管 内16、 仙 台管 内11、 東 京 管内29、 大 阪管 内18、 福 岡管内21、 沖 縄4

(計109地 点) 航空測候所 10地 点 新千歳 、仙 台、新潟 、名古屋 、大阪、広島 、福 岡、長崎 、鹿 児島、那覇

地域雨量観測所 477地 点 略
アメ ダス 地域気象観測所 840地 点 略

自動積雪深観測所 205地 点 略

海洋気象観測船 6隻
一

海洋気象観測 海洋気象ブイロボット 4基 一

沿岸波浪計 11ヶ 所
一

一般船舶 一 一



表2.1-3(1)気 象 庁 の 観 測 項 目

地球電気

水 象

1)気 圧

2)気 温

3)湿 球 温 度

4)蒸 気 圧

5)露 点 温 度

6)相 対 湿 度

7)風

8)降 水 量

9)積 雪

10)雲

12)大 気 の 透 明 度

13)蒸 発 量

14)日 照 時 間

15)日 射 量

16)降 水 現 象

17)凝 結 及 び 凍 結 現 象

18)光 象 、

19)音 象

20)大 気 の 微 量 成 分

(測 定 方 法 測 定 単 位 は 、 以 下 省 略)

11)雲 の 表 面 の 温 度 分 布 及 び 状 態

・大 気 放 射 能

・大 気 オ ゾ ン

・大 気 二 酸 化 炭 素

・大 気 フ ロ ン

・大 気 メ タ ン

・大 気 一 酸 化 炭 素

21)降 水 の 化 学 成 分

22)降 下 じん の 化 学 成 分

23)そ の 他 の 現 象(目 視 に よ る)

〈 省 略 〉

〈 省 略 〉

〈 省 略 〉
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表2.1-3(2)デ ー タの利用が可能な衛星 とセンサーの特徴

衛 星 名 搭載セ ンサー 観測波長域 分解能 観 測 幅 主な利用分野

GMS VISSR 0.5～0.75μm 1.25km 5つ の静止衛 雪 風 晴天放射
(ひまわ り) (Visible 星で全球をカ 地表海面温度
高度:約35,800km andInfrared バー 積雪,氷
観測周期:1日 SpinScan 10.5～12.5μm 5.Okm

静止衛星 Radiometer) 0.5K 70。E～140。W

LANDSAT-4,5 TM α45～0.52μm 水質積雪 植生
(Thematic 0.52～0.60μm 土地利用 地表地質

高度:約705km Mapper) 0.63～0.69μm 火山,環境 地図
0.75～0.90μm 30m 水資源 湖沼,雪

観測周期:16日 1.55～1.75μm 185km 雲観測
2.08～2.35μm 土壌 地質調査

10.40～12.5μm 120m 地表海面温度

MSS 0.5～0.6μm 水質 植生分布
(MultiSpectral 0.6～0,7μm 80m 185km 土地利用,地表構造
Scanner) 0.7～0.8μm 植生活力度

極軌道衛星 0.8～1.1μm

SPOT-1 HRV マMスへ。クトラルモードxs 水質積雪 植生
(High 0.50～0.59μm 20m 60km×2 土地利用,地表地質

高度:約832km Resolution 0.61～0.68μm 火山,環境 地図
Visible) 0.79～0.89μm ポ インティング: 水資源 湖沼

観測周期:26日 左右視 ±27。
ハ。ンクロマチックモードPA 10m 0.60ピ ッチ 高分解形状判別

極軌道衛星 0.51～0.73μm 立体視

MOS-1 MESSR α51～0.59μm 水質積雪植生
(可視近赤外線 0.61～0.69μm 50m 100km×2 土地利用,地表地質

高度:約909km 放射計) 0.72～0.80μm 火山,環境 地図
0.80～1.10μm 水資源 湖沼

観測周期:17日 VTIR 0.5～0.7μm 0.9km 積雪,水 雲
(可視熱赤外線 水蒸気
放射計) 6～7μm 1,500km 海流

10.5～11.5μm 27km 地表海面温度
11.5～12.5μm

MSR 23.8GHz 31km 水蒸気 降雨 積雪
(マイクロ波 317km 水 雲水量

極軌道衛星 放射計) 31.4GHz 22km

NOAA AVHRR 0.58～0.68μm 大気温 晴天放射
(AdvancedVer 1.1km 2,700km 水蒸気 雲

高度:約850km HighResolution 0.725～1.10μm 海面風
Radiometer) 地ii長海面温度

観測周期:12時 間 および 355～3.93μm 1FOV FOV
AVHRR/2 1.3mrad ±55.4。

(新型高分解能 10.30～11。30μm

極軌道衛星 放射計)
11.50～12.50μm 0.12K

表2.1-3(3)気 象庁による高層気象観測要素と観測時刻

観測要素 使 用 測 器 観 測 時 刻 観測地点数

風向風速
気 温
湿 度
気 圧

レーウィンD

サー ミスター温度計
カーボン湿度計

アネロイ ド気圧計

1日4回(03,09,15,21時)

1日2回(09,21時)

同 上

同 上

全国24カ 所2)
全国18カ 所

同 上

同 上

1)電波を発射する送信器 と断続式気圧計を組み合わせたもの 。気球 に吊るして飛揚

し、時々刻々の方位角と高度角を測定することによ り、風向 ・風速を求める 。
2)定められた上昇速度を与えた小型気球を用いて上空の風を測る 。ハイボール観測

地点6カ 所を含む

表2.1-3(4)地 上気象観測(気 象官署)に おける主な観狽腰 素

*高 層気象観測で用

いられるラジオゾンデは 、

気圧,気 温,湿 度の3

要素を損掟 する。高層
の風向 ・風速は 、ゾンデ

からの電波を追跡 し、

高度角と方位角を記録
することによ り計算さ

れる 。気圧,気 温,湿

度 と風向 ・風速を測定

するゾンデをレーウィンゾンデ
と呼ぶ 。

観測要素 使 用 測 器 単 位 観 測 時 刻 と 回 数

気 圧 円筒振動式気圧計 0.1mb 03,09,15,21h(4回)

風 向 風車型風向風速計 16方 位 03,06,09,12,15,18,21,24h(8回)

風 速 風車型風向風速計 0.1m/s 03,06,09,12,15,18,21,24h(8回)

気 温 白金抵抗温度計 0.1℃ 03,06,09,12,15,18,21,24h(8回)

相対 湿度 塩化リチウム露点計 1% 03,09,15,21h(4回)

降 水 量 転倒ます型雨量計 0.5mm 毎時(24回)

積雪の深さ 雪 尺 1cm 09,15,21h(3回)

表2.1-3(5)ア メダスの観測施設と観損腰 素

観 測 所 観 測 施 設 観測要素と使用測器 単 位 観測回数 地 点 数
(時刻)

降 水 量(転 倒ます型雨量計) 1mm

風 向(風 車型風向風速計) 16方位 毎正時

有線ロボット気象計 風 速(風 車型風向風速計) 1m/s 1日24回

地域気象観測所 気 温(白 金抵抗温度計) 0、1℃ 全国
日照時間(太 陽電池式日照計) 0.1h 約840カ 所

地上気象観測装置 同 上 同 上 同 上
(気 象 官 署)

有線ロボット雨量計 降 水 量(転 倒ます型雨量計) 1mm 同 上
地域雨量観測所 全国

無線ロボット雨量計 降 水 量(転 倒ます型雨量計) 1mm 同 上 約480カ 所
※山岳地帯 暖候期のみ

積雪の 有線ロボット 積雪の深さ(超 音波式積雪深計) 1cm 同 上 全国
観測 積雪深計 ※寒候期のみ 約200カ 所

雪尺,雪 板 積雪の深さ(目 視観測) 1cm 1日1回

※委託観測,寒候期のみ 09時

農業気象学会関東支部編(1988)よ り一部改変
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図2.1-1(1)気 象庁の気象観測網の位置(8)
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▲釧路

。.伊 ・・
屋久島

議奏臼 界
徳之島、

●沖永良部

伊江島 ■与論粟国

・竃'膓,
那覇.南 大東

下地島
▲ ▲宮古

図2.1-1(2)気 象庁の気象観測網の位置(8)
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表2.1-4〈 テ レ メ ー タ ー.観 測 所 数 〉

(河 川 ・ダム管理 用)

,

雨

量

水

位

水

質
あ
他
計

北海道 163 139 7 309

東 北 180 173 19 2 374

関 東 167 247 30 34 478

北 陸 75 104
'
8 13 200

中 部 187 135 8 6 336

近 畿 129 137 6 39 311

中 国 130 137 13 22 302

四 国 92 60 3 . 9. 164

九 州 197 153 12 7 369

沖 縄 10 7 17

全国計 1,3301,292106 ユ32 21860

「

1

(昭和58年3月 末現在)

図2.1-2全 国雨量 レーダーネ ッ トワー ク(27)
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(3)観 測 機 関 の デ ー タ収 集 、 処 理 シ ス デ ム

気 象 庁 に は 、全 国 予 報 中 枢 に 気 象 資 料 総 合 処 理 シ ス テ ム(COSMETS)と 称 され る

大 型 コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム が 設 置 され て い る(図2.1-3参 照)。 こ の コ ンピ

ュ ー タ は 、 海 底 ケ ー ブ ル や 通 信 衛 星 を 利 用 した 気 象 用 回 線 に よ り ア ジ ア 各 国 や ア

メ リカ、 オ ー ス トラ リ ア等 の 外 国 の 気 象 機 関 と結 び 、 膨 大 な 各 種 の 気 象 デ ー タの

交 換 を き わ め て 迅 速 に 行 っ て い る(図2.1-4参 照)。

ま た、 国 内 につ い て は 、 全 国 を6ブ ロ ッ ク に 分 け、 各 ブ ロ ッ クの 地 方 予 報 中 枢

に ロ ー カ ル ・ア デ ス(L-ADESS)と 称 す る 中 型 コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム を 置 き 、気 象

資 料 総 合 処 理 シ ス テ ム 、 隣 接 ロ ー カル ・ア デ ス お よ び 地 域 内 の 気 象 官 署 と 通 信 回

線 で 接 続 し、 デ ー タ 通 信 網 を 構 築 して い る(そ の 総 体 を 気 象 資 料 伝 送 網 と呼 ぶ)。

こ う した 通 信 系 の 他 、 全 国 予 報 中 枢 と地 方 予 報 中 枢 間 、 地 方 予 報 中 枢 相 互 間 及

び 、 これ ら と地 域 内 の 気 象 官 署 と に無 線 通 信 網 を構 成 して お り、 平 常 時 の 気 象 通

信 の 他 、 非 常 災 害 時 に 置 け る 気 象 通 信 の 確 保 を 行 っ て い る。

建 設 省 及 び 地 方 自治 体 の 河 川 ・ダ ム 管 理 部 局 に お け る 河 川 関 連 デ ー タの 収 集 処

理 シ ス テ ム の 詳 細 は 不 明 で あ る が 、 そ れ ら の デ ー タ は(財)河 川 情 報 セ ン タ ー で

表2.1-5に 示 す よ う な 加 工 処 理 が な さ れ て い る。
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ら1

外国の気象機関等

船舶 ・航空機等

』宇宙 か らの気象観測網

静 止気象衛 星(ひ まわ り)

極 軌 道気 象衛」il!.(ノ ア)

気 象 資 料 総 合 処 理 シ ス テ ム(COSMETS)

(ComputerSystemforMeteorologicalServices)

高層気象観測網

気 象 ロケ ッ ト

レー ウ ィンゾ ンデ悠

海 洋気象観測船 の

レ～ ウインゾ ンデ

定 期航空機

1地 点

24地 点

3度

鱈i気象 レー ダー観 測 網

地.}:の 気 象 レーーダー2◎ 地点

海洋気象 観測船 の レー ダー2隻

地上気象観測網

気象官 署

気象台(管 区 ・海洋 ・地方)57か 所

減 債減 等105か 所

計16肋 噺

づ'パ1"tL'

機縁z蒲 江観測網

海洋気象観測網

13131也 ノi～《

海洋気象観測船6隻

海洋気象ブイロボ ット4基

沿岸波浪計Hか 声i斤
一般船舶

予 報 解 析 中 枢 電 子 計 算 機(NAPS)

(NumericalAnalysisandPredictionSystem)

気 象 資料 自動編 集中継 装置(C-ADESS)か ら送 られてくる世界

の観測データを基 に、スーパーコン ピュータを用いて、地球上の

大気の状態 を把握(客 観解析)し 、 将来の大気の状態を予想(数

値予報)し ます。地球上の大気の状 態 を8日 先 まで、日本付近の

よ り細かい大気の状態を2日 先 まで、毎日計算 しています。

また、 レーダー,とアメダスのデー タを基 に、 レーダー ・アメダ

ス合成、降水3時 間予想 の計算を毎 時行っています。そのほかに、

波浪予想 の計算、気候資料の作城 な ど、気象に関係する様 々な情

報 を処理 してい ます。

全 国 中 枢 気 象 資 料 自動 編 集 噌 継 装 置(C-ADESS)

(CentralAutomatedDataEdi鵬iingandSwitchingSystem

国 内は もとより世界中か ら各種気 象データが交換 され、1日 当

た り約3億5,000万 文 字のデータが入 出力されます。入力 したデー

タは同時にNAPSに 送 り込み ます。

また、自動編集 整理 したデータや レーダーエコー合成図、各種

天気図等の画像情報を、国内外の気 象機関等 に通信回線や無線通

報で提供 しています。

地 方 中 枢 気 象 資 料 自動 編 集 中 継 装 置(L-ADESS)

(L◎calAutomatedDataEdit《ingandSwitchingSystem

管区 気象台等に設置 し、地域的扉 気象観測データを集 めて(;・A

DESS・ 送 ると共・・、C-ADESSか 箋 送 られて くる各種天気図の画

像情報、数値予報資料等の各種予想 資料のデータを、即時 に地方

気象台等 に送 ります。

は必 ず しも

はな りません。

そこで 予報窟 は、各種資料

支援装 置 とい う小型 コンピュ

された予報作業

本庁からの指

方の気象特性 に応 じた添報 を参考 に して、金1司を11に 分{

撫 寸勧 肱 ます.こ の繰 を地茅葺 ≒讃岐 援資料とし珊 鰺

報 中枢 に送 ります。

また、地 方天気予報 など、地方に る苦 報や情報 を発表します。

lr締県予報中枢(地 金
F
天気の変化 は激 しく 数 うだ けで 、気象

状 態が大 き く変わ るこ ともしば1

・予報 宮は、担当 してい る府県 を十分調査 し、L.ADE

SS・:接 継 れたヂ 処 理端
.。 溺 哩 ⇔ ビュータを使

って、現 在の気象状態 を常 に把握 購 選 り詳細 な検討 剖 厄 ます。

そ して、 これ らを総合的に判断Lだ 繕果 を、ヲξ気予i報や注 意報 ・

警報 として発 表 します。

データ処理端末装置による出力図の例

1弓]

…

i

図2.1・-3気 象庁の気象情報処理システム(9)
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国際気象通信網 国内気象通イ回線接続図

国内の観測
国内の監視

入電資料の整理

各種天気図作成

総観及 び数値解析

予想天気図作成

(コ スメス※)

船舶,航 空 管制,

鉄 道,電 力等

国 内調査 ・研 え機 関

天気の判断

予報又作成

注意報,警 報

報道機関
公共機関

(注)一 握 供 先

※ コ ス メ ス:ComputerSystemforMeteorologicalService

情報提供の流れ

一 国内幹線

一 隣接中枢回線

中枢 システ'ム

気象官署(地 方気象台、測候所等)

航空官署(地 方気象台、測候所、空港出張所)9

'⑨
ko4

石垣島

昭 和4.10.24

昭 和33.3.11

日召和j36.1 .10

ll"不1144 .3.25

日召和54-61ζ ド∫文

目～{有163.2.16

習

9

外国 気象放送の受信開始

気象無線模写通報を開始

東京～ニューデ リーの国際

固定気象通信回線開通(以

後、順次他の国 とも開通)

全国中枢気象資料 自動編 集

中継装澱の運用開始

気象資料伝送網 を整備

気象資料総合処理 システム

の運用開始

図2-■-4 気 象 庁 の情 報 通 信 シス テ ム (8)

国内無線回線接 続図

■本 庁VHF回 線

e各 管 区及 び 沖縄気 象台 一 …・UHF回 線

● 地 方 通 信 中 枢 ・・・…HF回 線

・無 線 局 また は 中 継 所 … ・・SHF回 線

・衛 星 回 線

＼

f、 ・

●気象放送

気象庁 船舶気象無線通報(JMC)

国 内 ・国外の船舶 を対象 とす る東 アジア ・

北太平洋西部および これ ら周辺の地域の警報

並びに概況報 ・観測成果等の無線モール ス放

送

気象庁国際地区気象無線通報(JMG)

国 内 ・国外の気象業務を行 う機関 を対象 と

す る東 アジア ・北太平洋西部および これ ら周

辺の地域の観測成果 ・警報並びに概況報等の

無線 テレタイプ放送

気象庁気象無線模写通報(JMH、JMJ)

国 内 ・国外の気 象業務を行 う機関および船

舶等を対象 とす る各種天気図 ・海況図等g)無

線 模写放送

東京ポルメッ ト無線電話通報(と うき ょう)

国 内 ・国外の航 空機 を対象 とす る日本 およ

びその周辺の飛行場の観測成果等の無線電話

放送
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表2.1-5河 川 情 報 セ ン タ ー に よ る 情 報 処 理 内 容(昭 和61年6月 東 京 センター)

デ ー タ の 種 類 加 工 処 理 提 供 形 態

レー ダ ー 雨 量 情 報

〔15分 間 隔更 新オ ンラ イ ン 〕

1)全 国 雨 量 分 布

2)全 国4ブ ロック別 雨 量 分 布

3)地 域 別 雨 量 分 布

4)県 別 雨 量 分 布

5)地 区 別 雨 量 分 布

6)雨 域 移 動 図

7)累 加 等 雨 量 線 図

地 図

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

テ レメ 一 夕 雨 量 情 報

〔1時 間 更新オ ンラ イ ン 〕

1)毎 時雨 量 一覧

2)水 系別 毎 時雨 量

3)観 測所 別 毎時 雨量

4)累 加雨 量 比較 図

5)地 域 雨 量 分布 図

6)流 域 平 均雨 量表

表

〃

〃

グラフ

地 図

表

テ レ メ ー タ水 位 情 報

〔1時 間 更 新オ ンラ イ ン 〕

1)毎 時 水位 一 覧表

2)水 系別毎 時 水位

3)観 測 所別 毎 時水 位

4)水 系別 水位 状況 図

5)地 点 水位 状 況図

6)出 水 比較 図

表
〃

表 、 グ ラ フ

図

〃

グ ラ フ

東京都向け情報

〔10分 更新オ ンラ イ ン 〕

1)雨 量 現 況 図

2)雨 量 記 録 集 計 表

3)水 位 記 録 集 計 表

図

表

〃

警 報 1)水 防 警 報

2)洪 水 警 報

3)ダ ム 放 流 警 報

4)警 報 状 況 図 図

ダ ム 情 報(オ フライン) 1)ダ ム 放 流 量 表

2)低 水 時 ダ ム 諸 畳 表

3)ダ ム 群 貯 留 量 図

水 質 、 水 温 情 報 1)河 川 別 水 温 一 覧

2)観 測 所 別 水 温

3)河 川 別 水 質 状 況 表

4)水 質 事 故 情 報 図

(た だ し即 時 性 の な い も の は 除 い た)

一15一



(4)

気 象 庁 観 測 デ ー タ を 気 象 庁 か ら リ ア ル タ イ ム で 直 接 受 信 す る 方 法 と して は 、 以

下 の5種 が あ る。

① 各 種 無 線 テ レ タ イプ

② 気 象FAX

③ 衛 星 画 像 受 信 機

④ 専 用 回 線(気 象 庁 と接 続)

⑤ 気 象 業 務 法 認 可 機 関 経 由(間 接 的 受 信)

前 出 図2.1-3に 示 した 観 測 網 と上 記 受 信 手 段 と の 関 連 を 表2.1-6に 示

す 。

表2.1-6気 象庁 の観 測網 と観測 デ ー タの受信手 段 の関係

気 象 庁 観 測 網 受 信 手 段

1

2

3

4

5

6

7

8

9

外国の気象機関等

船舶,航 空機
の観 測網

高層気象観測網

気 象 レー ダ観 測網

鵠籍騨網

艦 籍 墾鞠 船,

①各種無線 テ レタイプ

②気象FAX

③衛 星画 像 受 信機

④専用 回線(気 象庁 と接続)

⑤気象業 務法 認 可 機関 経 由

一16一



方 法 の ① ～ ③ は、 後 述 す る 各 種 機 器 等 を 設 置 す れ ば 誰 で も 直 ち に 可 能 で あ る。

④ は 、 情 報 の 種 類 並 び に 量 が 最 も 多 く、 電 算 機 に接 続 で き る こ と か ら処 理 が しや

す く、 か っ 無 料 で あ る 。 多 量 の 観 測 生 デ ー タ を リ アル タ イ ム で 受 信 ・処 理 す る 必

要 が あ る場 合 に は こ の ④ の 方 法 以 外 で は 実 際 上 不 可 能 で あ る。 気 象 庁 と 専 用 回 線

を敷 設 す る この 方 法 は 、 以 下 の3種 の 合 計22～23機 関 に対 し現 在 実 施 さ れ て い る。

(1)地 方 自治 体 防 災 目 的

(2)航 空 会 社 航 空 機 運 行 の 安 全 性 確 保 目的

(3)民 間 気 象 予 報 会 社 … … … 気 象 業 務 法 認 可 法 人 の 気 象 予 報 サ ー ビ ス 目的

この 専 用 回 線 は 電 算 機 と電 算 機 と を結 ぶ た め、 気 象 庁 側 の 電 算 機 の 容 量 上 の 限

界 に よ り増 設 が で き な い との 理 由 に よ って 、 少 な く と も近 年5ヶ 年 間 は 気 象 業 務

法 の 認 可 が 行 わ れ な か っ た。 こ の た め ⑤ の 気 象 業 務 法 の 認 可 機 関(例(財)日 本

気 象 協 会)か ら有 料 で 購 入 す る 他 は な く、 そ の 結 果 と して 民 間 の 気 象 情 報 ビ ジ ネ

ス に お け る 公 正 な 競 争 原 理 の 確 立 と新 規 参 入 が 実 質 上 妨 げ られ て い た。

気 象 庁 の 電 算 機 の 大 型 化 が 実 現 した 現 在 、 気 象 業 務 法 認 可 を 妨 げ る 客 観 的 理 由

は な くな った こ とか ら 、 当 社 で は 認 可 を 受 け るべ き 申 請 手 続 業 務 を 開 始 す る 事 に

した。

一 方
、 近 年 に な り気 象 情 報 ビ ジ ネ ス の 多 様 化 と市 場 拡 大 が 著 し く、 気 象 庁 観 測

デ ー タ の 民 間 機 関 へ の 提 供 サ ー ビ ス の 向上 を 求 め る 声 が 大 き くな っ た。 こ れ に 対

して 気 象 庁 は 、 平 成3年3月7日 に気 象 審 議 会 に、 「社 会 の 高 度 情 報 化 に適 合 す

る 気 象 サ ー ビ ス の あ り 方 」 につ い て 諮 問 し た。 平 成4年3月23日 に 答 申(答 申

第18号)が 提 出 さ れ た の で 、 そ の 全 文 を 資 料3に 添 付 した 。 こ の 答 申 は 、 気 象

庁 、 関 係 機 関 、 民 間 気 象 事 業 者 と の 間 の 役 割 分 担 と連 帯 ・協 力 に よ り、 時 代 の 要

請 に 適 合 した 気 象 情 報 サ ー ビ ス の 高 度 化 を 図 る た め の 指 針 を 示 し た も の と な って

い る。

答 申 の 概 要 は 以 下 の 通 りで あ る 。

(1)こ れ か らの 気 象 情 報 サ ー ビ ス

国 民 か ら気 象 情 報 に 関 し寄 せ られ る 多 用 な 要 望 に 対 処 し気 象 情 報 サ ー ビ ス を

高 度 イヒす る た め に は 、 そ の 基 礎 と して 晴 れ 、 雨 等 の 天 気 に 直 接 結 び つ い た メ ソ

(中 規 模)気 象 現 象 に っ い て の 量 的 な 予 測 技 術 を 開 発 す る 必 要 が あ る。 こ の 予
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測 デ ー ダ と各 種 関 連 情 報 を総 合 的 に 活 用 す る こ と で 、 利 用 者 の 個 別 な 目 的 に 答

え る よ う な 付 加 価 値 情 報 サ ー ビ ス の 発 展 が 期 待 さ れ る。 こ れ らの 情 報 の 提 供 に

当 た って は 各 種 情 報 ネ ッ トワ ー ク等 の 活 用 を 図 り 「欲 しい と き に 欲 しい 情 報 」

の 提 供 を 求 め る 国 民 の 要 望 に 応 え て い く こ とが 課 題 と な る。

(2)官 ・民 の 役 割 分 担 に よ る 気 象 情 報 サ ー ビ ス の 推 進

気 象 庁 は 、 防 災 気 象 情 報 及 び 一 般 向 け の 天 気 予 報 の 発 表 を 担 う。 前 述 の メ ン

ス ケ ー ル 気 象 現 象 の 量 的 な 予 測 技 術 を 開 発 し、 分 布 図 等 画 像 情 報 も 活 用 して こ

れ ら の 情 報 の 拡 充 を 図 る こ と とす る 。 一 方 、 民 間 気 象 事 業 者 は 局 地 的 な 天 気 予

測 や 様 々 な 付 加 価 値 情 報 の 加 工 あ る い は 情 報 メ デ ィア を 活 用 した 情 報 提 供 を 受

け 持 ち、 上 記 デ ー タ を活 用 して 国 民 の 高 度 化 ・多 様 化 す る 要 望 に 応 え る こ と と

す る。

な お 、 民 間 気 象 事 業 者 の 提 供 す る 気 象 情 報 を 広 く 国 民 の 利 用 に供 す る た め に

は、 混 乱 の 防 止 、 情 報 の 質 の 確 保 等 が 必 要 に な る。 この た め 、 米 国 で 実 績 の あ

る 技 能 検 定 制 度 の 活 用 を 図 る こ と とす る。

(3)防 災 情 報 に 関 す る 関 係 機 関 と の 連 携 ・協 力 の 強 化

気 象 官 署 と防 災 関 係 機 関 の 情 報 シ ス テ ム を オ ン ラ イ ンで 結 ぶ こ と に よ り、 情

報 提 供 の 迅 速 化 、 相 互 の デ ー タ交 換 等 の 推 進 を 図 り、 防 災 業 務 の 一 層 の 高 度 化

を 図 る こ とが 望 ま しい 。

上 記 答 申 に 基 づ く気 象 庁 側 の 対 応 に つ い て ヒヤ リ ング を 行 い 、 以 下 の 回 答 を

得 た。

① 答 申 の 気 象 庁 内 部 で の 検 討 と 具 体 化 は、 今 後2ヶ 年 を め ど に 行 う。

② 気 象 業 務 法 につ い て は、 そ の 条 文 変 更 は 考 え な い。

③ 気 象 業 務 法 認 可 機 関 へ の 気 象 情 報 の 提 供 に係 わ る 業 務 は、 気 象 庁 以 外 の 機

関 に よ る 一 元 的 管 理 とす る 方 向 で 検 討 す る。
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2.2 受 信 方 法 、 必 要 機 器 、

お よ び 問 題 点 の 検 討

費 用

各 種 リ ア ル タ イ ム 気 象 情 報 の 受 信 お よ び 入 力 にお い て は、

エー ズ に つ い て 検 討 した 。

表2.2-1の 各 フ

表2.2-1受 信 に 関 わ る検 討 事 項

フ ェ ー ズ 検討事項

1 情報発信元 との接 1)発 信 元 の デ ー タ種 類 、 量

続 2)発 信 回 数 、 イ ン タ ー バ ル

3)デ ー タ料 金 等(情 報 料)

2 情報伝達経路 1)伝 達 経路 の種 類 と特 徴

2)回 線 等使 用料 金 等

3 気象情報の要求 レ 1)必 要 な リ ア ル タ イ ム 気 象 情 報 項 目

ベル検討 2)要 求 され る気象 情報 の鮮 度(観 測 間 隔等)

3)事 前 の 加 工 度(生 デ ー タ、 予 報 値 、 警 報 等 の 別)

4 情報 ハード ウェア部 1)物 理 レベ ル の プ ロ トコ ル

2)必 要 機材 とそ の仕様 お よび 金額

の

ソフトウェア部 1)通 信(デ ー タ転 送)レ ベ ル の プ ロ トコル

入 口 2)必 要 と な る ソ フ トウ ェア の 種 類 とそ の 仕 様

3)ソ フ トウ ェ ア の 導 入 、 保 守 費 用

5 受 信 デ ー タ の 1)必 要 と な る 処 理 項 目(解 読 、 冗 長 性 の 除 去 等)

一 次 処 理 2)必 要 と な る ソ フ トウ ェ ア の 種 類 とそ の 仕 様

3)ソ フ トウ ェ ア の 導 入 、 保 守 費 用

4)運 用 体 制 等
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(1)気 象 庁 の 提 供 して い る 気 象 情 報 の 受 信

気 象 庁 の 提 供 して い る 気 象 情 報 は 、 観 測 結 果 で あ る 資 料 の 発 表 と して 気 象 業 務

法 の 第4章 無 線 通 信 に よ る 資 料 の 発 表(第25条)に 、 ま た 前 述 運 輸 省 令 に よ り

表2.2-2の 様 に規 定 さ れ て い る。

表2. .2-2気 象 庁 の 発 表 す べ き 気 象 情 報

規定事項 対 象 事 項

1

発表の項 目 1)国 内及 び 国外 の 観測 の成 果

(業 務 法 に よ る) 2)国 内及 び 国外 の予報 事項 及 び警 報 事項

3)そ の他 関 連情 報

4)上 記 を総 合 して作成 され る資料

1

送信対象 1)気 象 業 務 を 行 う 機 関

(業 務 法 に よ る) 2)船 舶 、 航 空 機

送信方法 1)気 象 庁 国際 地 区 気象無 線 通 報(規 則)

(省 令 に よ る) 2)気 象 庁 船舶 気 象無 線 通報(規 則)

3)東 京 ボ ル メ ツ ト無 線 電 話 通 報(規 則)

4)気 象 庁 気象 無 線模 写通 報(規 則)

5)気 象 庁 気象 衛 星無 線 通報(規 則)

こ れ らの 各 種 気 象 情 報 を受 信 す る 方 法 を整 理 し、 表2.

信 に 必 要 な 機 材 は 表2.2-4に 示 す と お りで あ る。

2-3に 示 す 。 ま た 受
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表2.2-3気 象庁の気象観測デ ー タの リアル タイム受 信

ー

曽

ー

観 測 網 数 受 信 方 法(表2.2-4参 照)

① ② ③ ④ ⑤ その他

外国の気象機関等 一 ○ ○ ○

船舶、航空機等 一 ○

宇宙からの気象観測 静止気象衛星

極軌道気象衛星

ひまわ り ○

ノア チーフ。購 入

高層気象観測 気象 ロケ ッ ト

き覇嬬 議 蹴 上)

1地 点
24地 点
3隻

○ ○ ○ ○

気象 レー ダ観 測 地上気象レーダ
海洋気象観測船レーダ

20地 点
2隻

○ ○ ○

地上気象観測 管区気象 台
(計63地 点) 海洋気象台

纏 醗 §象台

6地 点
4地 点
51地 点
2地 点

○ ○ ○

測候所
(計109地 点

測候所
航空測候所

99地 点
10地 点

○ ○ ○

アメ ダス 地域雨量観測所
地域気象観測所
自動積雪深測候所

477地 点
840地 点
205地 点

○ ○ ○

海洋気象観測
麟 鷺9糟 ボ。ト
沿岸波浪計
一般船舶

6隻
4基
11ヶ 所
一

○ ○ ○

天気図 、海 況図等 一 ○ ○ ○



表2.2-4必 要機材 と問題点

ー

e

ー

受 信 方 法 必 要 機 材 費 用. 問 題 点

① JMG放 送等 の ・受信機 150,000～ ・電 波の状態 によ り情報 がみ だれ る等受 信不安定 。

テレタイプ。に よ る受 信 ・アンテナ等 150,000～ ・アメダ ステ㌧ タは 信 用 で き な い 。
・テレタイプ.信 号 解 析 機 100,000～. ・ソフトウェアは基 本 的 に 自作 で あ る 。
・ハ㌧ ソナルコンピ ュ一夕等 一 式 700,000～ ・速 報性が高 い(30分 程 度 で入手 可能)。

・ソフトウェア作 成 一

・ランニング コスト 電気代等のみ

② JMH放 送等 ・アンテナ等 150,000～ ・FAX画 像 のた め 基 本 的 に 白 黒 八一ドコヒ。一の み とな る。

(無線 気象FAX) ・気象FAX受 信 機 450,000～ ・画 像 のみ の受信可能 であ る 。

③ GMH(ひ まわ り画像) ・アンテナ等 受 信 装 置 1,000,000～ ・受信解像 度が低い ものの み 。

・ハ㌧ ソナルコンピ ュ汐 一 式 700,000～ ・基 本 的 に画像テ㌧ タのみで あ る。

・JMH放 送 による② に同 じ 一 ・JMHに よ る も の は 、FAX画 像 の た め 基 本 的 に は 白黒 ハード コピ ーとな る

極 軌道静止衛星(ノア) ・受信方 法無 し ・リアルタイムは 不 可 能

画 像 テ㌧ タの 場 合 は コンピ ュータ、ソフトウェアが 必 要 で あ る 。
・写 真

●

・磁 気 チーフ。 10,000～

・フロッヒ。一等

④ 気象庁より専用回線 ・回線接 続(専 用) 不 明 ・気象 業務法認可 と専用 回路 の敷 設が 必要 となる 。

による直接受信 ・受 信 システム

⑤ 気象業務法認可機関経 ・回 線(公 衆) 70,000～

一

・配信 先の事情等 に よ り情報 に制限が あ る場 合が ある。

由による受 信 (専用) 100,000～ ・情報 料 またはシステム利用料 金 がかか り、料金 大系が不 明瞭で ある。
・モデ ム等 200,000～ ・入 手 テ㌧ タ量 に 比例 して ランニング コストが 高 くな る 。

・ハ㌧ ソナルコンピ ュ汐 等 一 式 700,000～

・ソフトウェア等 初 度 費 300,000～

・ランニング コスト(回 線) 利用 による

(併設)(情 報) 250,000～
一



(2)建 設 省 の 提 供 して い る 気 象 情 報

建 設 省 の 実 施 して い る 気 象 観 測 結 果 等 の 入 手 は 、 直 接 民 間 や 一 般 が 入 手 す る こ

と は 、 基 本 的 に は 不 可 能 で あ る が 、 後 述 す る よ う に(財)河 川 情 報 セ ン ター の 各

種 シ ス テ ム に よ り入 手 可 能 で あ る。

(財)河 川 情 報 セ ン タ ー よ り 入 手 可 能 な 気 象 関 連 情 報 は、 前 出 表2.1-5に 示

した 通 りで あ る が 、 提 供 形 態 は 表2.2-5に 示 す とお りで あ る。

表2.2-5 河川情報セ ンター システムの提供形態

項 目 条 件 等

1)回 線 専 用 回 線 を 必 要 とす る。

2)端 末 専 用 端 末 を 必 要 と す る。

3)'デ 一 躍 囲 前6時 間 ま で ・全 国 レ ー ダ ー 、

・ブ ロ ッ ク 別 レ ー ダ ー

・地 域 別

・そ の 他

前24時 間 ま で ・テ レ メ ー タ 雨 量 情 報

4)情 報 の 転 用 不可能

5)利 用 料 金 等 有 償
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2.3 受 信 シ ス テ ム の 検 討

現 時 点 に お い て 直 ち に受 信 可 能 な 以 下 の 気 象 情 報 項 目 につ い て 詳 細 な 検 討 を 行

う こ と と した 。

1)気 象 無 線 放 送 に よ る 気 象 デ ー一夕

2)気 象 模 写 放 送(FAX)に よ る 気 象 デ ー タ

3)気 象 衛 星 ひ ま わ り に よ る 気 象 デ ー タ

上 記 気 象 デ ー タ の 収 集 は 、 図2.

す る 。

3-1に 示 す 構 成 の シ ス テ ム で 受 信 す る 事 と

各 種 ア ン テ ナ

気象無線放送
受信機

気象模写放送
(FAX)
受 信機

テ レタ イプ 解 読器

RS-232C

衛 星 画 像 受 信 画 像

(ひ まわ りLR-FAX)

ハ ー ド コ ピ ー

コ ン ピ ュ ー タ

モデム等 プ リ ン タ CRT ハ ー ドデ ィス ク

図2.3-1気 象 デ ー タ の 受 信 シ ス テ ム
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3.受 信 デ ー タ の 編 集 、 加 工 処 理

に つ い て の 検 討

3.■ 編 集 及 び 加 工 処 理 プ ロ グ ラ ム
及 び 収 録 形 態 の 検 討

気 象 庁 で 実 施 さ れ て い る 各 種 気 象 デ ー タ の 処 理 は 膨 大 な 数 に上 る。 そ の う ち 地

上 気 象 の 統 計 業 務 に っ い て 実 施 さ れ て い る 概 要 を 図3.1-1に 示 す 。 ま た 、 集

積 さ れ た 気 象 デ ー タ よ り定 め られ た 気 象 資 料 を 作 成 す る 過 程 を 図3.1-2に 示

す 。 こ れ ら 気 象 デ ー タ の 収 録 フ ォー マ ッ トは、 資 料4に 収 録 した。

前 章 まで に検 討 さ れ た 受 信 シ ス テ ム で 受 信 可 能 な 気 象 デ ー タ の 種 類 は 、 表3.

1-1の 通 りで あ る 。 ま た、JMH、JMJの 放 送 ス ケ ジ ュ ー ル を 表3.1-2

に示 す 。

受 信 され た 気 象 デ ー タの う ちJMG関 連 の 文 字 デ ー タ は 、 上 記 フ ォ ー マ ッ トに

基 づ い て1次 編 集 す る プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る こ と とす る。 プ ロ グ ラ ム の 概 要 を 図

3.1-3に 示 す 。 編 集 さ れ た デ ー タ は 、1次 収 録 フ ァイ ル と して 利 用 す る こ と

とす る。
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図3.1 1 地 上 気 象 観 測 デ ー 『タ 処 理 の 流 れ (3)



気 象 報'通'報 フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク 郵 送

↓
編 集 処 理 司

.

訂 正 処 理鴫

▼

▲

A.Q.C.点 検 疑 問 値 照 会

▼

資 料 分 銅 永 年 気 候 観 謂 資 料. 資 料 保 存

▼

一

一

レ

〉

レ

地 上 気 象 観 測 資 料

r

時 日 フ ァ イ ル の 作 成

(1か 月 分)

旬 月 フ ァ イ ル の 作 成

(1か 月 分)

}
気 象 庁 月 報 原 稿 作 成 ・ 地方官署支援資料の作成

▼

●

}一
資 料 蓄 積 本 庁 資 料 作 成

↓
時 日 フ ァ イ ル の 作 成

(1年 分)
レ 旬 月 フ ァ イ ル の 作 成

(1年 分)

1

▼

気 象 庁年 報 原稿 作成 地 方官署支援資料作成レ レ

1▼
資 料 保 存 本 庁 資 料 作 成

図3.1-2各 種 統 計 資 料 作 成 の 流 れ(3)
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表3.1-1受 信 可 能 な 気 象 情 報 一 覧

気象情報名

・地 上 気 象 実 況 報(AAXX)

・海 上 気 象 実 況 報(BBXX)

・高 層 風 実 況 報(PPAA ,

・高 層 気 象 実 況 報(TTAA)

・機 上 観 測 実 況 報

・気 候 実 況 報

・警 報 及 び 概 況 報

・臨 時 警 報

・地 上 気 象 解 析 報

・レ ー ダー 報(FFAA)

・操 縦 士 報 告

・気 象 衛 星 軌 道 予 告 報

・通 報 変 更 そ の 他

・台 風 予 報 図(WTFEO2)

・地 上 解 析 図(ASAS)

・高 層 解 析 図(AUSA')

・静 止 気 象 衛 星 写 真(GMS)

・そ の 他 ぶ
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表3.1-2(i)JMH(第1気 象無線模写通報)ス ケジ ュール(18)

3622.5

7305
'

1器CkH,'.気 象 庁 予 報 部
18220

22770田{弄 日63%1:3月11ヨ 現 在

F

、

1 1020.304050

''"]''"層'"1'''''""1''"{'"・,'"層1''"
,''"1・ …}・ …

Z

'

、

00
103WTFEO2

〔12)台 風予 報

20ASAS{12}3⑨

地上解 析

49AU∧S70

700mb高 度, 15

01
{12108

気 但解 析,湿 数

10ASAS{12}29

地上解析{再 送}

303[WTFEO2

ほ5}台 風予報

40AUAS50"2}59

500mb高 慮:.気 但解 析 16

02
AU∧S85(12)18

850mb高 度.気 偲 解析,湿 数

20AUFE50(12}

AXFE78

.31F1」FE502{12}

FSFEO2

-
42F)(FE572〈12[

FXFE782

53FUFE5(B

FSF正)03 17

03
{12) 04FXFE訂3U2}15

Fり(FEフ83

-
30∧UAS30(12)49

300mb高 直,気6さ 解析 18

04
10曾 ↑止気象衛星寓写真(18}29

〔GMS) .

30AUXN50(12142

500Mn高 度.気 品

」.
49FSASO4

地上気圧
19

05
(12)08

降 水口48時 間

10FXAS504{12)29

500rnb高 度,斑 〔48時 間

30FXAS784【12)

850mb気 品 夙,700mb上 昇流48時 間

49FSASO7

地上気圧 20

06
U2}08

降水口72時 間

103)WTFEO2

{1田 台風予報

20ASAS(18}39

地上解析

49FXAS507

500mb高 直, 21

07
{12)08

敵72時 間

10FXAS787(12)29

850mb気 胞 風,700mb上 昇 債72時 間

303WTFEO2
.

(21)台 風予 報

40.

22

08
07AUFE50(12)

AXFE78(再 送)

18FUFE502{12}29

FSFEO2{再 送}

30ASAS〔18}・ ・

地 上解 析{再 送}

49FXFE572{12160

FXFE782(再 送}
23

09
02AUAS85{12}

(再 送)

214}FEAS509{12)

FE冶SO9

334}FEン ～S512(12}

FE"S12
」

454FEAS514(12}57
　 FE

AS14' 00

10
03

テス トナヤー ト

10静 止気象衛星買写真{00}29

{GMS}

304}FEAS516(12}
'FE込S16

42UFEン 、S519(12)
「FEAS19

54AZXN50
01

11 (12}06
091}電 波 予報 20FOPN1,COPN.SOJP,

COPA,SOPN{再 送)

39

2}全般 季節予 報 資料'

5359
.

MANんM
02

12
1031WTFEO2

(0倒 台風予報

20ASAS(00)39

地上解析

…[三1蕊
£

]灌 蕊一

ヨ
51FUFE503(00)

03

13
(00)08

気 温解 析,醒 数

-

10ASAS(00)29

地上解析(再 送}

・ 一'.

3031WTF .EO2

(03矯 風 丁鮒

層 一　 ,一一

40AUAS50{00[

500rnb鴻 」iβ:,気aλ解 任1 04
.

0514
AUAS85(00}

850mb高 度.気 塩解 析.虚 数

18AUFE50(00}

AXFE78

29FUFE502{00)

FSFEO2 一

40FXFE572{00)

FXFE782

15
02AWPN{00}

外洋鼓浪解析

21AWJP(00}

沿岸波浪実況

・.,「

40FSAS{00)

地上24時 間

59
06

16
FXFE573{00)

FXFE783

10静1L気 象得i星雲写真(06}

(GMS}

29FWPN〔00)48

外ぴ籏浪24時 間

FX∧S504(00)48

伽48庄 間

.}

－A

49AUAS30
,

300mh高 浪.,
⌒一 ‥一一 一 ● ・ラー9-一 ーー 一

49FWJP(00⊃

商;`薮 蘭24時 間

07

17
100}08

気品解 析

10FSASO4(00)

地」ヒ負U〕E・降水 量48時 間

一.-

29

500mb高 度、

一ー一

〇8

18
08 10訓WTFEO2

(06)台 風 『F報

20ASAS(06〕

地上 解析

(00}19

降水田72時 間

ASAS(06)

地上解析(.再送)

29 30コ}W,TFEO2

(09)台 風 予柑

20
s[STPN

梅氷(結 氷期} 北。太=㌫ 。ぽ 子堕'一

39引FEFE1949FSASO7
09週間解説予想 地上気圧

,

"器1蕊
1蕊 二… コ1・

GIFOPN2

句平均両面水田偏差予想

46.マ,COPN,B)SOJP

9,SOPN.'GCOPA 11

21
05 10ロ)CUXN50

半句平均500mb高 度偏差

22
0310静 止気象衛星霞写真{12)

テストチャート(GMS}

29

29`りCUXN10

半 句『F均100mb高 度 四差

48
12

30切CSXN1

月.Ψ・均 気}丘,偏 差

4912)CUXN51
13月 『FL均500

mb高'ffO・ ↓,Y,i

23
09

14

1. 10 20 30 40 50 Z

放 送 日

1)毎 月20日 及び21日

2)毎 月10日,20日 及び末8

3)白 鳳角

4)毎 週月限 日及び木■日

5)毎 週火■ 日及び金曜日

6)旬 月gB,19日 及び29日(平 年の

場合,2月29日 分`ま2月28日).

再放送:翌 日0220(FOPN1の み).

7)毎 月2日,12日 及び22日

再放送:翌 日0220.

8)毎 月6B,10日,16日,20日,26日

及び308(2月 最終分は3月1日).

.再放送:ff日0220.

9)毎 月7日,17日 及び27日

再放送:翌 日0220.
「約)侮 月4旦1`日 及び24日

.

胃歓遇:翌 日0220・

ll)放 送の有無`鳥 餌日のMANAM(0253}

で通知する.

tZ)毎 月4日

間岸 間係図 の内 容

COPN北 西太平洋句平tJma面 永凪

SOJP.日 本近両面1直

STPN梅 氷(結 氷期)

SOPN北 西太平洋 表層(100mの 傑 さ)木 組

COPA太 平洋9戸lz均南面水風 向似絵

庄)褒 中の()内 の 日付及 び叫 餌は,〆 り=プf標 準時(Z)に よる.

各回UL300Htで 白黒交互の信号b:10秒1"L続 い て位相信号が30秒 間返信 された後に放送 される'.な お,図 の夢 りにlt',誤 了信号が15秒 間 送信 され る.

南洋関係以外の図の内容は.真 面台網◆ ・
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表3.1"2(2)'JMJ・(第2気 象無線模写通報)ス ケジ ュール

t「 3365,5405,9438,14692.S18130kll7.

(18)

気 象 庁 予 報 部

昭和63年3月1日 現在
一

1 1020304050 z
'　 'い'"1右'"い'"1・ ・"い … 十 ◆ ・・ い ・ ・'1'"◆1"　 '1"　 い'"

00

、A・ 」－L

15

01
'

1ρ

02 」7

「、

一 一

03 、 18

04
「

35AUPA25(12) 54 】9

250mb高 度,気 温,風 200mb

05 AUPA20(】2) 14FUPA502(12)

一.
33FUPA252(12) 52FBAS 2イ〕

高度,気 清,風,圏 界面 簸 高度,気 遣,風2糊 間 25〔㎞高 度,気 温,閉24時 間 悪天子堕.

06 (12) llFBPN(12)30

「-

21

24時間 悪天予想24釈}間

07 00F340(12) 19F390(12) 38F300(12) 57 22
F領 域FL340患,気 溜24時 間 F領 埠IFし390用,気 書2249き間 F;日 域 「し300月a,気i島24日 尋問

08 G340(12) 16G390(12)
、■

35G300(】2) 5i
L-,-

23

G領 域Fし340風,気}5249奇 問 C領 域Fし拍0夙.気 ↑22qg奇問 G領`まFL300風,気i昌248斤 問

09 」340(12) 131390(12)'
.

321300(12) 51FXAS

■一 「　 .

0∩

F 1領 域Fし3犯 風気温24時 間 1領 壊Fし390用,痴 昌2憤 筒 1領 授FL期 田,気i221θ キ問 50(㎞b高 度,

10 502(12) 10 .FXAS782(12) 29FSASO2(12) 48D 54

一 一

〇1
. 渦度24時 間 8850■b気温,風.7〔 ㎞b上 昇ば24時 間 地上気圧,峰 ぴ鼠24時間 MANAM

rl 0010 23FBAS(12)42 〔,三

テス トチャー パ (再 送)

12 oコ
A

13

一・

o畠

、
一.

1.4 05

15
'

06、

.

E

16 :. 35AUPA25(00) 54 07
「 .

4
、

250剛b高 度,気 温,風 200頃b

17 AUP戸 、20(OO) 14FUPA502(00) 33FUPA252(00) 52FBAS' 08

高度,気 ほ,用,圏 界面 50伽 高度,気 温,凪24時 間 250而高度,気 温,租2旧 聞 思天子恒

18 (OO) nFBPN(OO)'30; 09
, 24時間 悪天予想24時 間

、

,

19 00F340(00) 19F390(00) 38F300(00) 5了 10
,

・F領 域Fし340閲,気i224時 間 F領 域Fし390風,寛 治24時 間 F領 域Fし300風,気 温24時 間
'→ 一

20 G340(00) 16G390(00) 35G300(00) 54 11

F

C領 域Fし340艇,気 澹24時 間 C領 域Fし蜘 風.気}224時 間 C顎 だ三FL300風,気i呂248尋 問

21 1340(00)
'

|31390(00) 321300(OO) 5|FXAS 12
1領 域Fし340風 気椙2偶 問 1領 塚F㎝ 風',気i昌24時間 1領 域Fじ300爪,気 ほ24時 間 ㎞b高 度1

.'

22 502・(00)・ 10、.FXAS782(00) 29FSASO2(00)48 '. 13

渦度24時 間 8‖350ロb儂(」昌,風,7006b上 昇7駕248寺 問 地上班.・ 降水量24時 間
4,.

23 .F、 、

ρ 14

,.

・ …1・ … 卜 …1....1._い...1....1....卜_い_」 … 中 …
.

Z 1020304050 Z

1)

注)

必要時のみ放送.

.表中の()内 嚇 刻は・グリニ・チa1eq(z)に よる・.、,. .'....

各国は,300Hzで 白黒交互のt8号 が10秒 間,続 いて位相信号が30秒 間送1言された後に放送される.な お,図 のS1り には,

路了tg号hS15秒 間送信される.
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デ ー タ種 別 分 類

要素項 目分割

収 録 フ ォー マ ッ ト編 集

受 信 デ ー タの ダ ンプ フ ァイル

不正値

プ リン トア ウ ト

各種気象観測データフ ァイルに収録

(1次 収録 フ ァイル)

図3.■-3■ 次 編 集 プ ロ グ ラ ム の 概 要
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3.2 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス の 更 新

6こ 関 す る 横 言寸

リ ア ル タ イ ム 気 象 情 報 は、 現 行 気 象 情 報 デ ー タベ ー ス に 収 録 さ れ て い る 情 報 の

最 新 の もの の 一 部 で あ る。 しか し、 受 信 さ れ た 気 象 情 報 は 、 受 信 状 態 に よ り、 ま

た 、 送 信 後'の修 正 に よ り変 更 し な け れ ば な ら な い 場 合 が あ る 。 ま た 、 統 計 値 、 高

次 加 工 を 施 す た め に は 、 原 デ ー タ が 非 常 に 信 頼 の お け る 状 態 に な け れ ば な ら な い。

そ こで 、 リ ア ル タ イ ム 気 象 情 報 は 、 現 行 デ ー タ ベ ー ス の 一 部 と して 利 用 す る こ

とは で き るが 、 現 行 マ ス タ ー デ ー タベ ー ス と は 分 離 した 状 態 の 速 報 デ ー タ ベ ー ス

と して 利 用 に 供 す る 事 にす る 。 現 行 マ ス タ ー デ ー タベ ー ス は 、 別 途 気 象 庁 よ り発

表 さ れ る 気 象 デ ー タ を基 に 更 新 す る 事 に す る 。 こ れ ら を 図3.2-1に 示 す 。
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リア ル タ イ ムデ ー タ

1次 収 録 フ ァイ ル

'リ ア ル タ イ ム デ ー タ

1次 収 録 フ ァ イ ル

現 行 気 候 情 報 デ ー タベ ー ス と 同一 フ ォー マ ッ トの

速 報 デ ー タベ ー ス 作 成

速 報 デ ー タベ ー ス は 逐 次 バ ッチ 処 理 に よ り更 新

マ ス ター デ ー タ ベ ー ス に

含 ま れ る デ ー タ は 削 除 す る

気 象 庁 公 表 デ ー タ に よ る

マ ス ター デ ー タベ ー ス の 更 新

(平 成2年 度 報 告 参 照)

新 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス

デ ー タベ ー ス の 利 用 へ

図3.2-1速 報 デ ー タ ベ ー ス とマ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス の 更 新
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3.3リ ア ル タ イ ム デ ー タ の 高 次 加 工

処 理 に 関 す る 検 討

平 成2年 度 報 告 書 で 示 さ れ た 高 次 加 工 デ ー タ項 目を 表3.3-1に 示 す 。 これ

ら高 次 加 工 デ ー タ項 目の う ち リ ア ル タ イ ム 気 象 デ ー タの 収 録 に よ り影 響 を 大 き く

受 け る項 目を 表3.3-2に 示 す 。 この 表3.3-2に 示 さ れ た 項 目 に 関 して リ

ア ル タ イ ム 気 象 デ ー ダ よ り計 算 し高 次 加 工 デ ー タ を 作 成 す る 事 にす る。
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表3.3-1収 録 対象 高 次加工デ ー ター 覧(そ の1)

加 工 デ ー タ 名 使用デー タ 加 工 内 容

☆

☆

☆

☆

☆

☆

真 夏 日(日)

真 冬 日(日)

夏 日(日)

冬 日(日)

積算暖度(℃ ・日)

積算寒度(℃ ・日)

10年 再現確率 日最高気温

30〃

50〃

10年 再現確率 日最 低気温

30〃

50〃

気 温

〃

〃

〃

11

〃

12

〃

12

〃

〃

〃

日最高気温≧30℃ の 日数

日最高気温く0℃ の 日数

日最高気温≧25℃ の 日数

日最低気温く0℃ の日数

プラスの日平均気温の積算値

マイナスの 〃

10年 間に1度 の出現確率 日最高気温

30〃

50〃

10年 間に1度 の出現確率 日最低気温

30〃

50〃

10年 再現確率 日最 大降雪深

30〃

50〃 ・ ・

〃

〃

〃

10年 間に1度 の出現確率 日最大降雪深

30〃

50〃

10年 再現確率1時 間最大降水

30〃

50〃

〃

〃

〃

10年 間に1度 の出現確率 日最大降水量

30〃

50〃

日最大積雪重量(g/cm2)降 雪

10年 再現確率積雪 深 〃

30〃 〃

50〃 〃

10年 再現 確率積 雪重量(g/cm2)〃

30〃 〃

50〃 〃

積雪深×積雪密度推定値

10年 間に1度 の出現確率 日最大積雪深

30〃

50〃

10年 間に1度 の出現確率日最大積雪重量

30〃

50〃

☆

☆

☆

☆

月毎の最多風向

年間 〃

月毎の日最大風速時最多風向

年間 〃

月間風速階級別風向度数分布

年間 〃

10年 再現確率日最大風速

30〃

50〃

風 向 出現頻度最多の風向(月 間)

〃 〃(年 間)

〃 日最大風速出現時の最多の風向(月 間)

〃 〃

風速 ・風向 月間の風向別の出現頻度(月 間)

〃 年間の 〃

風 速10年 間に1度 の出現確率 日最大風速

〃30〃

〃50〃
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表3.3-1収 録対 象高次 加工デ ー ター覧(そ の2)

加 工 デ タ 名 使用 デー タ 加 工 内 容

10年 再現確率 日最大瞬間風速

30〃

50〃

晴れ日出現確率(%)

月間晴れ 日日数

年間 〃

悪天日出現確率(%)

月間悪天 日日数

年間 〃

雪 日出現確率(%)

月間雪 日日数

年間 〃

〃

〃

〃

天 気

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

10年 間に1度 の出現確率 日最大瞬間風

30〃

50〃

晴れ又は快晴 日出現確i率(毎 日)

月間の晴れ日日数

年間の 〃

雨の 日の出現確率(日 毎)

月間の悪天日日数

年間の 〃

雪 日の出現確率

月間の雪 日日数

年間の 〃

露点温度

相対湿度

絶対湿度

気温 ・相対湿度 未観測地点の値の算出

気温 ・露点温度 〃

気温 ・(露 点温度または,相 対湿度)〃
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表3.3-2速 報 す る 高 次 加 工 デ ー ター 覧

加 工 デ ー タ 名 使 用 デ ー タ 加工 内容

真 夏 日(日)

真 冬 日(日)

夏 日(日)

冬 日(日)

積 算 暖 度(℃ ・日)

積 算 寒 度(℃ ・日)

気温

〃

ノノ

〃

〃

〃

日最高気温≧30℃ の 日数

日最 高 気 温 く0℃ の 日数

日最 高 気 温 ≧25℃ の 日数

日最 低 気 温 く0℃ の 日数

プ ラス の 日平 均 気 温 の積算値

マイナスの 日平均気温の積算値

日 最 大 積 雪 重 量(g/cm2) 降雪 積雪深 ×積雪密度推定値

月毎 の最多風 向

年間の最多風 向

向風

〃

出 現 頻 度 最 多 の 風 向(月 間)

〃(年 間)

露点温度

相対湿度

絶対湿度

気 温 ・相 対 湿 度 未 観 測 地 点 の 値 の 算 出

気 温 ・露 点 温 度 〃

気 温 ・(露 点 温 度 ま た は、 相 対 湿 度)〃
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4.リ ア ル タ イ ム デ ー タ ベ ー ス の 検 索 、

及 び 出 力 シ ス テ ム の 検 討

4.■ リ'ア ル タ イ ム デ ー タ ベ ー ス の

検 索 シ ス テ ム の 検 討

前 章 ま で の 検 討 に よ り リ ア ル タ イ ム デ ー タの 収 録 形 態 は 、 基 本 的 に現 行 気 候 情

報 デ ー汐 ベ ー ス と同 様 の 収 録 形 態 で あ る 事 よ り、 検 索 シ ス テ ム も基 本 的 に は 同 じ

シ ス テ ム を利 用 す る 事 とす る。

た だ し、 前 記 の 高 次 加 工 情 報 に つ い て は 、 検 索 項 目 を制 限 す る 事 に よ り対 応 す

る 事 とす る。、

一 方 、 リア ル タ イ ム デ ー タ に は 、 過 去 情 報 に な い 利 用 の さ れ 方 が あ る。 リ ア ル

タ イ ム デ ー タ の 想 定 さ れ る 利 用 の さ れ 方 を 表4.1-1に 示 す 。 ま た 、'こ の 利 用

の さ れ 方 よ り考 え られ る 検 索 シ ス テ ム の 概 要 を 表4.1-2に 示 す 。
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義4.1-1V tア ル タ イ ムデrタ の 利 用 の さ れ 方:(例)

提供速度 韓 紅 る利用 的・ 想定 され る利用 デー タ 想定される利用形態

できるだけ早く ・予測礫(1)
':

各 種 生 デ ー タ ・気 象予測 作業用 入力デー タ

(高次加工 デー タ、推定値)

∧
・気象解析(現 況 分析)

,
・各種生 デー タ ・天気図等 の作成

・制 御 ・降水量(有 無) ・降水検知による機器等の自動的制御

・降雪量(有 無) ・降 雪 検 知 〃

・指標値 と して利用 ・降水量(有 無 、累 計値等) ・警 戒 、注 意 報
・ 〃(強 度) ・交 通規制(通 行規 制 、速度規制)の 根拠

・各種注意 喚起の根 拠 となるデ ー タ

・降雪量(〃) ・除雪 、屋 根雪処理 等の指標デ ー タ
・ 〃(強 度)

・積雪深 ・排 雪作業 の指標

・予測作業(2) ・来 店予測 等予測作 業用デ ー タ

,

Ψ
・予測 作業(3) ・各種生デ ー タ ・季 節需要 の予測作 業用デ ー タ

・各 種 加 工 デ ー タ ー,

速 報性 に こだわ らない ・分 析 、解 析 な ど ・各 種 デ ー タ ・分析解析



表4.1-2検 索 シ ス テ ム の 概 要

利 用 目的 検索方法 と提供形態等

1)予 測 作 業(1) ・検 索 条 件 は 固 定 一 ・定 時

・要 素 項 目 固 定

・生 デ ー タ が 主

・オ ン ラ イ ン提 供 が 望

ま し い

・自動 的 な 検 索 が 望 ま

しい

・デ ー タ の 欠 測 に対 す

る補完対策が必要

2)予 測 作 業(2) ・検索条件 は固定 一 ・定期的な出力

・生 デ ー タ が 主

3)予 測 作 業(3) ・検 索 条 件 は 不 定 ・試 行 錯 誤 的 検 索

・生 デ ー タ が 主

・高 次 加 工 デ ー タ利 用

4)気 象 解 析(現 況 分 析) ・検 索 条 件 は 固 定 一 ・定 時 刻 、 定 期 的 出 力

・要 素 項 目 固 定

・生 デ ー タ

・欠 測 対 策 不 用

・自動 的 な 検 索 が 望 ま

しい

・オ ン ラ イ ン提 供 が 望

ま し い,

5)分 析 、 解 析 な ど ・検索条件 は不定 一 ・試行錯誤的検索

・多 品 種 、 多 量

・オ フ ラ イ ンが 主

・電 算 機 可 読 デ ー タが

望 ま しい

;鴎 として利用〕

・検 索 条 件 は 固 定 一 ・常 時 検 索

・出 力 は 不 定 期

・自動 的 な 検 索 、 出 力

が望まれる

・要 素 項 目固 定

・欠 測 補 完 が 必 要

・高 度 の デ ー タ品 質 を

要 す る 、
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4.2 一デ

討
ム
検

イ

の

タ

ム

ル

テ

ア

ス

リ

シ

タ 禾IJ用

リア ル タ イ ム デ ー タ を 含 む 気 象 デ ー タの 利 用 に は 、 前 述 の 検 討 よ り、 基 本 的 に

図4.1-1に 示 す 現 行 デ ー タベ ー ス に 新 た に 検 索 メ ニ ュー を 追 加 す る こ と に よ

って 対 応 可 能 で あ る と考 え られ る。 シ ス テ ム を 改 良 す る 必 要 が あ る 項 目は 、 以 下

の と お りで あ る。

1)リ アル タ イ ム 要 素 項 目の 設 定 メ ニ ュ ー の 変 更

2)リ アル タ イ ム デ ー タ 出 力 先 の 選 択 メ ニ ュ ー の 変 更

3)リ アル タ イ ム デ ー タ用 ア プ リケ ー シ ョン 利 用 メ ニ ュ ー の 変 更

4)リ ア ル タ イ ム デ ー タ検 索 の 自動 実 行 シ ス テ ム の 追 加

5)受 信 画 像 デ ー タ 等 非 数値 デ ー タの 検 索 メ ニ ュー の 追 加

6)受 信 画 像 デ ー タ等 の 出 力 シ ス テ ム の 追 加

特 に、 模 写 放 送 、 衛 星 画 像 な ど 画 像 デ ー タ の 蓄 積 とデ ー タベ ー ス 化 が 大 き な 課

題 と な る 。'`∵

地点情報データベース

初期画面

地点番号に 地点名によ 一覧表より

よる検索 る検索 選択し検索

番号入力 番号入力

プリンター出力の有無

気候情報データベース

地点の設定

地 点名

ス ク ロール

要素項 目の

設定

要素項 目

スクロール

期間の設定

期日の

数値入力

出力先の選択

ア プ リケ ー シ ョンの利 用

図4.1-1現 行 シ ス テ ム の 概 要
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5.ま と め

本 委 託 の 実 施 に よ り、 現 存 の 「気 候 情 報 デ ー タベ ー ス 」 に リア ル タ イ ム 気 象 情

報 を 取 り込 む た め に 必 要 な 以 下 の 点 が 調 査 、 検 討 さ れ 、 明 らか に な った 。

①

②

③

受 信 可 能 な リア ル タ イ ム 気 象 情 報 の 種 類

受 信 可 能 な リア ル タ イ ム 気 象 情 報 の 受 信 方 法

現 存 「気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス 」 と 関 連 す る 以 下 の 点

イ.デ ー タ ベ ー ス 収 録 形 態

ロ.編 集 加 工 処 理 の 方 法

ハ.マ ス ター デ ー タベ ー ス 更 新 の 課 題

二.高 次 加 工 デ ー タ に 関 す る 課 題

ホ..リ ア ル タ イ ム デ ー タ ベ ー ス の 検 索 シ ス テ ム

へ.リ アル タ イ ム デ ー タ ベ ー ス 利 用 形 態

現 存 の 「気 候 情 報 デ ー タ ベ ー ス(平 成 元 、2年 度 委 託 に よ り作 成)」 に よ る 情

報 提 供 以 来 、 各 方 面 か ら多 くの 気 候 情 報(過 去 情 報)に 対 す る 提 供 依 頼 を 頂 き 、

そ の コ ス トパ フ ォー マ ン ス の 良 さ に 好 評 を 得 て い る。 しか し な が ら、 一 方 で は リ

ア ル タ イ ム デ ー タ の 提 供 と加 工 処 理 に 関 す る提 言 も頂 い て き た こ と は 事 実 で あ る。

本 委 託 を 実 施 した こ と に よ り 「気 候 情 報 デ ー タベ ー ス 」 に、 リ ア ル タ イ ム 気 象 情

報 を 収 録 して 行 くた め の 基 本 的 な 調 査 、 検 討 が な され た と 考 え る。

こ れ らの 本 委 託 の 調 査 、 検 討 を 行 う 間 、 各 方面 よ りの 依 頼 に 答 え 本 委 託 の 調 査 、

検 討 結 果 を基 礎 に、 実 験 的 に リア ル タイ ム 気 候 情 報 の 提 供 を 数 件 試 行 し好 評 を 得

た。'

今 後 ご 本 調 査 結 果 を 具 体 化 し、 更 に は 気 象 業 務 法 の 認 可 を 受 け る こ と に よ っ て 、

よ り:大量 の 過 去 デ 三 夕 と現 在(リ ア ル タ イ ム)デ ー タ を 結 合 させ 、 汎 用 性 と 付 加

価 値 の よ り高 い 情 報 を 多 ぐの 人 々'に提 供 し利 用 して 頂 くた め の 努 力 を続 け る こ と

を 課 題 と した い。 白}"'`㌔ ・
}

、㌧ 三パ'・''"・ ∵ ゴ{
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資料1

「気象業務法(全文) 」
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気
象
業
務
法

改
正昭
和
二
七
年

回 同 局 同 同 国 同 同 同 同 同 周 回 同

(
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
日

法
律
第
百
六
十
五
号

)

七
月
三

一
日
法
律
第

二
五

一
号

二
七
年

七
月
三

一
口
回

三
〇
年

七
月

二

日
同

三

一
年

六
月

=

日
同

三
七
年

五
月

一
六

日
同

三
七
年

九
月

一
五

日
同

三
九
年

七
月

一
一
日
同

四

一
年

七
月

一
日
同

四
五
年

六
月

一
日
同

四
六
年

一
二
月

三

一
日
同

五
〇
年

一
二
月

二
六

日
同

五
三
年

四
月

二
六

日
同

五
三
年

六
月

一
五
日
同

五
九
年

一
二
月

二
五
日
同

六

一
年

=

一月

四
日
同

気
象
業
務
法
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

気
象
業
務
法

目
次第

一
章

総
則

(第

一
条

一
策

三
条

)

第

二
七
八
号

第

六

一
号

第

一
四
四
号

第

一
四
〇
号

第

一
六

一
号

第

一
七
〇
号

第

一
一
二
号

第

一
一
一
号

第

一
三
〇
号

第 第 窮 策 第

九
〇
号

二
九
号

七
三
号

八
七
号

九
三
号

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

、第
八
章

附

則

観
測

(第
四
条
-
第
十
二
条
)

予
報
及
び
警
報

(第
十
三
条
-
第
二
十
四
条
)

無
線
通
信
に
よ
る
資
料
の
発
表

(第
二
十
五
条
一
策
二
十
六
条
)

検
定

(第
二
十
七
条
-
第
三
十
四
条
)

気
象
審
議
会

(第
三
十
四
条
の
ニ
ー
第
三
十
四
条
の
六
)

雑
則

(第
三
十
五
条
-
第
四
十
三
条
の
二
)

罰
則

(第
四
十
四
条
ー
第
四
十
八
条
)

第

一
章

総
則

・

(目
的
)

第

一、条

こ
の
法
律
は
、
気
象
業
務

に
関
す
る
基
本
的
制
度
を
定
め
る
こ
と
に

よ

つ
て
、
気
象

業
務
の
健
全
な
発
達
を
図
り
、
も

つ
て
災
害

の
予
防
、、交
通

の
安
全

の
確
保

、
産
業

の
興
隆
等
公
共
の
福
祉

の
増
進

に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
気
象
業
務

に
関
す

る
国
際
的
協
力
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
.

(定
義
)

第

二
条

こ
の
法
律

に
お

い
て

「気
象
」
と
は
、
大
気

(電
離
層
を
除
く
.
)

の
諸
現
象
を

い
う

。

2

こ
の
法
律

に
お

い
て

・「地
象

」
と
は
、、
地
震
及
び
火
山
現
象
並
び
に
気
象

に
密
接

に
関
連
す

る
地
面

及
び
地
中

の
諸
現
象
を

い
う
。

3

こ
の
法
律

に
お

い
て

「水
銀

」
と
は
、
気
象
又
は
地
震
に
密
接
に
関
連
す

る
陸
水

及
び
海
洋

の
諸
現
象
を

い
う

。

,

、

、

、

4

こ
の
法
律

に
お

い
て

「気
象
業
務
」
と
は
、
左

に
掲
げ
る
業
務
を
い
う
。

一

気
象
、・
地
象
、
地
動

及
び
水
袋
め

観
測
並
び

に
そ
の
成
果

の
収
集
及
び

発
表

.
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二

気
象
、
地
象

(地
震
及
び
火
山
現
象
を
除
く
。
)
及
び
水
象
の
予
報
及

び
警
報

三

気
象
、
地
象
及
び
水
象
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
発
表

四

地
球
磁
気
及
び
地
球
霜
気
の
常
時
観
測
並
び
に
そ
の
成
果
の
収
集
及
び

発
表

五

前
各
号
の
事
項
に
関
す
る
統
計
の
作
成
及
び
調
査
並
び
に
統
計
及
び
調

査
の
成
果
の
発
表

大

前
各
号
の
業
務
を
行
う
に
必
要
な
研
究

七

前
各
号
の
業
務
を
行
う
に
必
要
な
附
帯
業
務

5

こ
の
法
律
に
お
い
て

「観
測
」
と
は
、
自
然
科
学
的
方
法
に
よ
る
現
象
の

観
察
及
び
測
定
を
い
う
.

6

こ
の
法
律
に
お
い
て

「
予
報
」
と
は
、
観
測
の
成
果
に
基
く
現
象
の
予
想

の
発
表
を
い
う
。

7

こ
の
法
律
に
お
い
て

「警
報
」
と
は
、
重
大
な
災
害
の
起
る
お
そ
れ
の
あ

旨
を
警
告
し
て
行
う
予
報
を
い
う
。

8

こ
の
法
律
に
お
い
て

「気
象
測
器
㌧
と
は
、
気
象
↑
地
象
及
び
水
袋
の
観

測
に
用
い
る
器
具
、
器
械
及
び
装
置
を
い
う
。

(気
象
庁
長
官
の
任
務
)

第
三
条

気
象
庁
長
官
は
、
第

一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
左
に
掲
げ
る

事
項
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

気
象
、
地
震
及
び
火
山
現
象
に
関
す
る
観
測
網
を
確
立
し
、
及
び
維
持

す
る
こ
と
。

二

気
象

津
波
及
び
高
潮
の
予
報
及
び
警
報
の
中
窟

織
を
確
立
ヒ

及

び
維
持
す
る
こ
と
。

三

気
象
の
観
測
、
予
報
及
び
警
報
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
に
交
換
す
る
組

織
を
確
立
し
、

及
び
維
持
す
る
こ
と
。

四

地
震

及
び
火

山
現
象
の
観
測
の
成
果
を
迅
速

に
交
換
す
る
組
織
を
確
立

し
、
及
び
維
持

す
る
こ
と
。
,

い
、、

、
・

.

。

,、

五

気
象

の
観
測

の
方
法
及
び
そ
の
成
果
の
発
表

の
方
法
に

つ
い
て
統

一
を

図
る

》、」
と
。

、

六

,気
象

の
観
測

の
成
果
、
気
象

の
予
報
及
び
警
報
並
び

に
気
象

に
関
す
る

調
査
及
び
研
究

の
成
果

の
産
業
、
交
通
そ
の
他

の
社
会
活
動

に
対
す
る
利

用
を
促
進
す

る
こ
と
。

'

(昭

三

一
法

一
四
四

・
昭
五
三
法

二
九

・
一
部
改
正
)

＼
4、
第

二
章

観

測

,

(気
象
庁

の
行
う

観
測

の
方
法
),

第

四
条

気
象
庁
は

、
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
及
び
水

,
象

の
観
測
を
行
う

場
合

に
は
、
運
輸
省
令

で
定
め
る
方
法

に
従

フ
て
す
る
も

の
と
す

る
。
(昭

三

一
法

一
四
四

.
昭
四
五
法

一
一
一
・
一
部
改
正
)

注

「運
輸
省
令
」

11
本
法
施
行
規
則
第

一
条

、(観
測
等

の
委
託

)

第
五
条

気
象
庁
長

官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
府
機
関
、
地

方
公
共
団
体
、
会

社
そ
の
他

の
団
体
又
は
個
人
に
、
気
象
、
地
象
、
地
動
及

び
水
象

の
観
測

又
は
気
象
、
地

象
、
地
動
及
び
水
銀
・に
関
す
る
情
報

の
提
供

を
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
-
.、
-

,

.

バ

、
t

(昭

三

一
法

一
四
四

・
昭
六

一
法
九
三

ピ
一,部
改
正
)

(気
象
庁
以
外

の
者
の
行
う
気
象
観
測
)

-
・

、

第
六
条

、気
象
庁
以

外
の
政
府
機
関

又
は
地
方
公
共
団
体
が
気
象

の
観
測
を
行
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う
場
合
に
は
、
運
輸
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従

っ
て
こ
れ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
但
し
、
左
に
掲
げ
る
気
象
の
観
測
を
行
う
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一

研
究
の
た
め
に
行
う
気
象
の
観
測

二

教
育
の
た
め
に
行
う
気
象
の
観
測

三

運
輸
省
令
で
定
め
る
気
象
の
観
測

2

政
府
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
が
左
に
掲
げ
る
気
象
の
観
測
を

行
う
場
合
に
は
、
前
項
の
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
.
但
し
、
運
輸
省
令
で
定
め
る
気
象
の
観
測
を
行
う
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

一

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
の
気
象
の
観
測

∴

羅

籠

勒翼

翼

鶉

紗鱈竃

欄号)第
二

条
第
五
項
の
電
気
事
業
の
運
営

に
利

用
す
る
た

め
の
気
象

の
観
測

3

前

二
項

の
規
定
に
よ
り
気
象
の
観
測
を
技
術
上

の
基

準
に
従

っ
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
者
が

そ
の
施
設
を
設
置

し
た
と
き
は
、
運
輸
省
令

の
定
め
る

と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨

を
気
象
庁
長
官

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
を
廃
止
し
た
と
き
も
同
様

と
す
る
。
・

4

気
象
庁
長
官
は
、
気
象

に
関
す
る
観
測
綱
を
確
立
す

る
た

め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
前
段
の
規
定

に
よ
り
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
気

象
の
観
測
の
成
果
を
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
昭
三
九
法

一
七
〇

・
昭
四
五
法

一
=

・

一
部
改
正
)

注

第

一
項

「運
輸
省
令
」

H
本
法
施
行
規

則
第

一
条

の
二

第

一
項
第

三
号

・
第

二
項
但
書

「
運
輸

省
令
」
11
本
法
施
行

規

則
第

一
条

の
三

,
第

三
項

「運
輸
省
令

」
‖
本
法
施
行
規
則
第

二
条

、

第
七
条

船
舶
安
全

法

(昭
和

八
年
法
律
第
十

一
号
)
第
四
条

の
規
定
に
ょ
り

・無
線
電
信
を
施

設
す

る
こ
と
を
要
す

る
船
舶

で
政
令

で
定

め
る
も
の
は
、
運

輸
省
令

の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
測
器
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

2

前
項
の
船
舶

は
、
運
輸

省
令

で
定

め
る
区
域
を
航
行
す

る
と
き
は
、
前
条

第

一
項

の
技
術

上
の
基
準

に
従

い
気
象
及
び
水
魚
を
観
測
し
、
運
輸
省
令
の

定
め
る
と

こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
成
果
を
気
象
庁
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
.

(昭

二
七
法

二
七
八

・
昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

「政
令
」

‖
本
法
施
行
令
第

一
条

第

一
項

・
第

二
項

「
運
輸
省
令
」

11
本
法
施
行
規
則
第
三
条

一
策
五
条

.

,

,

第

八
条

第
十
六
条

の
航
空
予
報
図

の
交
付
を
受
け
た
航
空
機
は
、
航
行
を
行

う
場
合

に
は
、

そ
の
飛
行
中
、
運
輸
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象

の
状

況
を
気
象
庁

長
官

に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

前
項

の
航
空
機

は
、
そ

の
航
行
を
終

っ
た
と
き
は
、
運
輸
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
飛
行
し
た
区
域

の
気
象
の
状
況
を
気
象
庁
長
官
に
報

告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

(昭

二
七
法

二
七
八

・
昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

・
第

二
項

「運
輸
省
令
」
"
本
法
施
行
規
則
第
六
条

人
観
測
に
使
用

す
る
気
象
測
器
)

第
九
条

第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第

二
項

の
規
定
に
よ
り
技
術
上
の
基
準
に

従

っ
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
気
象
の
観
測
に
用

い
る
気
象
測
器
、
第
七
条

一47一



第

一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
に
備
え
付
け
る
気
象
測
器
又
は
第
十
七
条
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
が
同
項
の
予
報
業
務
の
た
め
の
観
測
に

用
い
る
気
象
測
器
で
あ
つ
て
、
第
二
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
同
条

の
検
定
又
は
計
量
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
七
号
)
第
四
章
第
三
節

の
比
較
検
査

(政
府
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
電
気
事
業
法
第
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
電
気
事
業
者
及
び
第
七
条
第

一
項
の
船
舶
以
外
の
者
の
受
け
る

も
の
に
限
る
。
)
に
合
格
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

但
し
、
特
殊
の
種
類
又
は
構
造
の
気
象
測
器
で
運
輸
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

(昭
四

一
法

一
二

二

昭
四
五
法

一
一
一
・
一
部
改
正
)

注

但
書

「運
輸
省
令
」
‖
本
法
施
行
規
則
第
七
条

(観
測
の
実
施
方
法
の
指
導
)

第
十
条

気
象
庁
長
官
は
、
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

技
術
上
の
基
準
に
従

っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
象
の
観
測
を
行
う
者
又

は
第
七
条
第

一
項
の
船
舶
若
し
く
は
第
八
条
第

一
項
の
航
空
機
に
お
い
て
気

象
の
観
測
に
従
事
す
る
者
に
対
し
、
観
測
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
指
導
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

(昭
三

一
法

一
四
四
・
一
部
改
正
)

(観
測
成
果
等
の
発
表
)

第
十

一
条

気
象
庁
は
、
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
及
び

水
銀
の
観
測
の
成
果
並
び
に
気
象
、
地
象
及
び
水
銀
に
関
す
る
情
報
を
直
ち

に
発
表
す
る
こ
と
が
公
衆
の
利
便
を
増
進
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
放
送
機

関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関

(以
下
単
に

「報
道
機
関
」
と

い
う
。
)
の
協
力
を
求
め
て
、
直
ち
に
こ
れ
を
発
表
し
、
公
衆
に
周
知
さ
せ

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

(地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
係
る
地
震
に
関
す
る
情
報
等
の
報
告
)

第
十

一
条
の
二

気
象
庁
長
官
は
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
及

び
水
象
の
観
測
及
び
研
究
並
び
に
地
震
に
関
す
る
土
地
及
び
水
域
の
測
量
の

成
果
に
基
づ
き
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法

(昭
和
五
十
三
年
法
律
第

七
十
三
号
)
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
係
る

大
規
模
な
地
震
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
直
ち
に
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
地
震
に

関
す
る
情
報

(当
該
地
震
の
発
生
に
よ
り
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
津
波
の
予

想
に
関
す
る
情
報
を
含
む
.
)
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

2

気
象
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
し
た
後
に
お
い
て
、
当
該

地
震
に
関
し
新
た
な
事
情
が
生
じ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
当
該

新
た
な
事
情
に
関
す
る
情
報
を
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
同
項
中

「内
閣
総
理
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、

「内
閣
総
理
大
臣

(大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
十
条
第

一
項
の
規
定

に
よ
り
地
震
災
害
警
戒
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び

地
震
災
害
警
戒
本
部
長
)
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(昭
五
三
法
七
三

・
追
加
)

注

第

一
項

「政
令
」
11
本
法
施
行
令
第

一
条
の
二

(費
用
の
負
担
等
)

第
十
二
条

気
象
庁
長
官
は
、
第
六
条
第
四
項
、
第
七
条
第
二
項
又
は
第
八
条

の
規
定
に
よ
り
報
告
を
行
う
者
に
対
し
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

気
象
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
六
条
第
四
項
の
規
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定

に
よ
り
報
告
を
行
う
音
叉
は
第
七
条
第

一
項

の
船
舶

に
対
し
、
政
令

の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
測
器

そ
の
他

の
機
器
を
貸

し
付

け
る
こ
と
が

で

き
る
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

「政
令
」

11
本
法
施
行
令
第

二
条

第

二
項

「政
令
」

"
本
法
施
行
令
第

三
条

第
三
章

予
報
及
び
警
報

(予
報
及
び
警
報
)

第
十
三
条

気
象
庁
は
、
政
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
、
地
象

(地

震

及
び
火
山
現
象
を
除
く
。
こ
の
章

に
お

い
て
以
下
同

じ
.
)
、
津
波
、
高

潮
、
波
浪
及
び
洪
水
に

つ
い
て
の

一
般

の
利
用

に
適
合
す
る
予
報
及
び
警
報

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

'
気
象
庁
は
、
前
項
の
予
報
及
び
警
報

の
外
、
政
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪

及
び
洪
水
以
外
の
水
熱

に

つ
い
て
の

一
般

の
利

用

に
適
合
す
る
予
報
及
び
警
報
を
す
る

こ
と
が

で
き
る
.

3

気
象
庁
は
、
前

二
項
の
予
報
及
び
警
報
を
す

る
場
合

は
、
自
ら
予
報
事
項

及
び
警
報
事
項

の
周
知
の
措
置
を
執

る
外
、
報
道
機
関

の
協
力
を
求
め
て
、

こ
れ
を
公
衆
に
周
知
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭

三
〇
法
六

一
・
昭
和

三

一
法

一
四
四

・

一
部
改
正
)

注

第

一
項

・
第
二
項

「政
令
」
11
本
法
施

行
令
第

四
条

第
十

四
条

気
象
庁
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
、
地
象
、
津

波
、
高
潮
及
び
波
浪

に
つ
い
て
の
航
空
機

及
び
船
舶

の
利
用
に
適
合
す

る
予

報
及
び
警
報
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

気
象
庁
は
、
気
象
、
地
象
及
び
水
銀

に

つ
い
て
の
鉄
道
事
業
、
電
気
事
業

そ
の
他
特
殊
な
事
業
の
利
用
に
適
合
す
る
予
報
及
び
警
報
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

3

前
条
第

三
項

の
規
定
は
、
第

一
項

の
予
報
及
び
警
報
を
す
る
場
合
に
準
用

す
る
.

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改

正
)

注

.第

一
項

「政
令
」
n
本
法
施
行
令
第
五
条

第
十

四
条

の
二

気
象
庁
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
気
象
、
高
潮

及
び
洪
水
に

つ

い
て
の
水
防
活
動
の
利
用
に
適
合
す
る
予
報
及
び
警
報
を
し

な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

2

気
象
庁
は
、

水
防
法

(昭
和

二
十

四
年
法
律
第

百
九
十

三
号
)
第
十
条
第

三
項

の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
河
川
に

つ
い
て
、
建
設
大
臣
と
共
同
し
て
、

水
位

又
は
流
量

を
示
し
て
洪
水

に
つ
い
て
の
水
防
活
動
の
利
用

に
適
合
す
る

予
報

及
び
警
報

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

3

第
十

三
条
第

三
項
の
規
定
は
、
前

二
項

の
予
報
及
び
警
報
を
す
る
場
合
に

準
用
す
る
。

こ
の
場
合

に
お

い
て
、
第
十

三
条
第
三
項
中

「気
象
庁
は
、
前

二
項

の
予
報

及
び
警
報
を
す

る
場
合
は
、
」
と
あ
る
の
は
、

「気
象
庁
又
は

気
象
庁
及
び
建

設
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
四
条

の
二
第

一
項

又
は
第
二
項

の
予
報
及
び
警

報
を
す
る
場
ム
ロ
は
、
」
と
読

み
替
え
る
も

の
と
す
る
.

4

第

二
項
の
規
定

に
よ
り
気
象
庁
が
建
設
大
臣
と
共
同
し
て
予
報

及
び
警
報

を
す

る
場
合

に
お
け
る
建
設
大
臣
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
三

条
の
規
定

は
、
適

用
し
な

い
。

(昭

三
〇
法
六

一
・
追
加
、
昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

「政
令
」
11
本
法
施
行
令
第
六
条

・

第
十
五
条

気
象
庁

は
、
第
十

三
条
第

一
項
、
第
十
四
条
第

一
項

又
は
前
条
第

一
項
若

し
く
は
第

二
項
の
規
定

に
よ
り
、
気
象
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
及
び
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洪
水
の
警
報
を
し
た
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と

こ
ろ

に
よ
り
、
直
ち

に
そ

の
警
報
事
項
を
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
警
察
庁
、
海
上
保
安
庁
、
運
輸

省
、
日
本
放
送
協
会
、
建
設
省
又
は
都
道
府
県

の
機
関

に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
警
戒

の
必
要
が
な
く
な

つ
た
場
合
も
同
様

と
す
る
。

2

前
項
の
通
知
を
受
け
た
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
警
察
庁

及
び
都
道
府

県

の
機
関
は
、
直
ち
に
そ
の
通
知
さ
れ
た
事
項
を
関
係
市
町
村
長

に
通
知
す

る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・

・

3

前
項

の
通
知
を
受
け
た
市
町
村
長
は
、
直
ち

に
そ
の
通
知
さ
れ
た
事
項
を

公
衆
及
び
所
在

の
官

公
署

に
周
知
さ
せ
る
よ
う

に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

4

第

一
項
の
通
知
を
受
け
た
海
上
保
安
庁
の
機
関
は
、
直
ち
に
そ
の
通
知
さ

れ
た
事
項
を
航
海
中

及
び

入
港
中

の
船
舶

に
周
知
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

-

,

5

第

一
項

の
通
知
を
受
け
た
運
輸
省
の
機
関
は
、
直
ち

に
そ
の
通
知
さ
れ
た

事
項
を
航
行
中
の
航
空
機

に
周
知
さ
せ
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

6

'
第

一
項
の
通
知
を
受
け
た
日
本
放
送
協
会

の
機
関
は
、
直
ち
に
そ
の
通
知

さ
れ
た
事
項

の
放
送
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

c
(昭

二
七
法
二
五

一
・
昭

二
七
法

二
七

八

・
昭

三
〇
法
六

一
・
昭

三

一
法

一
四
四

・
昭
五
九
法
八
七

・
一
部
改

正
)

注

第

一
項

「政
令
」
n
本
法
施
行
令
第
七
条

(航
空
予
報
図
の
交
付
)

第
十
六
条

気
象
庁
は
、
運
輸
省
令

で
定

め
る
航
空
機

に
対
し
、
そ
の
航
行
前
、

気
象
、
地
象

又
は
水
銀

に
つ
い
て
の
予
想
を
記
載
し
た
航
空
予
報
図
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

:

-

注

「
運
輸
省
令

」
11
本
法
施
行
規
則
第
九
条

-

(予
報
業
務

の
許

可
)
.

・

・

.
、
:

・
パ

・

.
"
.
㌧

第
十
七
条

気
象
庁

以
外

の
者
が
気
象
、
地
象
、、
津
波
、
高
潮
、
波
浪

又
は
洪

水
の
予
報

の
業
務

(以
下

「予
報
業
務
」
と
い
う
。
)
を
行
お
う
と
す
る
場

合
は
、
気
象
庁
長

官

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2
、
前
項
の
許
可

は
、
、予
報
業
務

の
目
的
及
び
範
囲
を
定

め
て
行
う
。

、

-

⌒
昭

三
〇
法
六

一
・
昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

(許
可
の
基
準

)

、

第
十
八
条

気
象
庁

長
官
は
、
前
条
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
許
可

の
申
請
書
を

受
理
し
た
と
き

は
、
左

の
基
準

に
よ

つ
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

.
当
該
予
報
業

務
を
適
確

に
遂
行
す
る
に
足
る
観
測
そ
の
他
の
予
報
資
料

.
の
収
集

及
び

予
報
資
料

の
解
析
の
施
設
及
び
要
員
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

:

二

、
当
該
予
報
業

務

の
目
的

及
び
範
囲
に
係
る
気
象
庁
の
警
報
事
項
を
迅
速

に
受
け
る
こ
と
が

で
ぎ
る
施
設
及
び
要
員
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ご
と
。

2

気
象
庁
長
官

は
、
.前
項

の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
そ
の
申
請
が
同

,

項
の
基
準

に
適
ム
ロ
し
τ

い
る
と
認
め
る
ど
き
は
⇔
左
の
場
合
を
除

い
て
許
可

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

一

‥許
可
を
受

け
よ
う
と
す

る
者
が
許
可
の
取
消
を
受
け
、
そ
の
取
消
の
日

ぞ
か
ら

二
年
を
経

過

し
な

い
者

で
あ
る
と
き
。

二

許
可
を
受

け
よ
う
と
す

る
者
が
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の

法
人
の
役
員
が

前
号

に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

、。'

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

～

(
変

更

認

可

Y

.,
・"

・

、,

第
十
九
条

第
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
が
同
条
第
二

項
の
予
報
業
務
の
目
的
又
は
範
囲
を
変
更
し
ょ
う
と
す
楡
と
ぎ
は
、
気
象
庁
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長
官
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

前
条
の
規
定
は
、
仙00
項

の
場
合

に
準
用
す
る
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

(警
報
事
項
の
伝
達
)

第

二
十
条

第
十
七
条

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受

け
た
者

は
、
当
該
予
報
業
務

の
目
的

及
び
範
囲
に
係
る
気
象
庁
の
警
報
事
項
を
当
該

予
報
業
務
の
利
用
者

に
迅
速

に
伝
達
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

(許
.可
の
取
消
等
)

第

二
十

一
条

気
象
庁
長
官
は
、
第
十
七
条

の
規
定

に
よ

り
許
可
を
受
け
た
者

が
左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
期
間
を
定

め

て
業
務

の
停
止
を
命

じ
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す

こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、

第
二
号
の
場
合
に

つ

い
て
は
、
気
象
庁
長
官
が
許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め

て
、
そ
の
施
設
及
び
要
員
に

つ
い
て
第

十
八
条
第

一
項
第

一
号
又
は
第

二
号

に
適
合
す
る
た
め
の
措
置
を
執
る
べ
き

こ
と
を
命
じ
、

そ
の
期
間
内

に
、
許

可
を
受
け
た
者
が
そ
の
命
令

に
従
わ
な
か

つ
た
場
合

に
限
る
。

一

こ
の
法
律

又
は

こ
れ
に
基
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
十
八
条
第

一
項
第

一
号
又
は
第

二
号
に
該
当
し
な

い
こ
と
と
な

つ
た

と
き
.

(昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

(予
報
業
務
の
休
廃
止
)

第
二
十
二
条

第
十
七
条
の
規
定

に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
が
予
報
業
務
を
休

止
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
そ
の
旨
を
気
象
庁
長
官

に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

,

(警
報

の
制
限
)

第

二
十

三
条

気
象
庁
以
外

の
者
は
、
気
象
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
及
び
洪
水

の
警
報
を
し
て
は

な
ら
な

い
.
但

し
、
政
令

で
定
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り

で
な

い
。

(昭

三
〇
法
六

一
・
昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

注

但
書

「政
令
」
H
本
法
施
行
令
第

八
条

(予
報

及
び
警
報

の
標
識
)

第

二
十
四
条

形
象
、
色
彩
、
燈
光
又
は
音
響

に
よ
る
標
識
に
よ

つ
て
気
象
、

地
象
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪

又
は
洪
水

に
つ
い
て
の
予
報
事
項
又
は
警
報
事

項
を
発
表
し
、

又
は
伝
達
す
る
者
は
、
運
輸
省
令

で
定
め
る
方
法

に
従

っ
て

こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

気
象
庁
以
外

の
者
が
暴
風
の
強
さ
及
び
風
向
の
警
報
事
項
を
標
識

に
よ

つ

て
船
舶

に
周
知
す

る
た
め
の
施
設

(以
下

「暴
風
信
号
施
設
」
と
い
う
。
)

を
設
置
し
た
と
き
は
、
す

み
や
か
に
そ
の
旨
を
気
象
庁
長
官

に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
を
廃
止
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

3

気
象
庁
長
官
は
、
前
項

の
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち

に
そ
の
旨
を
告

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.

4

気
象
庁
以
外

の
者
が
暴
風
信
号
施

設
に
よ
り
、
暴
風

の
強
さ
及
び
風
向

の

警
報
事
項
を
伝
達
す
る
場
合
に
は
、
気
象
庁

の
指
示
に
従

っ
て
こ
れ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭

三
〇
法
六

一
・
昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改

正
)

注

第

一
項

「運
輸
省
令

」
11
本
法
施
行
規
則
第
十

三
条
、
暴
風

標
識
規
則
第

二
条
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第
四
章

無
線
通
信
に
よ
る
資
料
の
発
表

(無
線
通
信

に
よ
る
資
料

の
発
表
)

第

二
十
五
条

気
象
庁
は
、
運
輸
省
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
左
に
掲
げ

る
も
の
を
総
合
し
て
作
成
す
る
資
料
を
国
内
及
び
国
外

の
気
象
業
務
を
行
う

機
関
、
船
舶

又
は
航
空
機

に
お
い
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
無
線

通
信

に
よ
り
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

国
内
及
び
国
外

の
気
象
、
地
象

及
び
水
銀

の
観
測

の
成
果

二

国
内
及
び
国
外

の
気
象
、
地
象

(地
震
及
び
火
山
現
象
を
除
く
。
)
及

び
水
銀
の
予
報
事
項
及
び
警
報
事
項

三

前

二
号

に
掲
げ
る
も
の
の
外
、
国
内
及
び
国
外

の
気
象
、
地
象
及
び
水

象

に
関
す
る
情
報

(昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改

正
)

注

本
文

「運
輸
省
令
」

11
本
法
施
行
規
則
第
十
四
条

第

二
十
六
条

気
象
庁
以
外
の
者
で
、
そ
の
行

っ
た
気
象

の
観
測
の
成
果
を
国

内
若
し
く
は
国
外

の
気
象
業
務
を
行
う
機
関
、
船
舶

又
は
航
空
機
に
お

い
て

受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
無
線
通
信
に
よ
り
発
表
す
る
業
務
を
行
お

う
と
す
る
も

の
は
、
気
象
庁
長
官

の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
但

し
、
船
舶
又
は
航
空
機
が
当
該
業
務
を
行
う
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な

い
。

2

第
十

八
条

(第

一
項
第

二
号
を
除
く
。
)
、
第

二
十

一
条
及
び
第

二
十

二

条
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合

に
準
用
す

る
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

第
五
章

検
定

(検
定
)

第

二
十
七
条

気
象

庁
長
官
は
、
左
に
掲
げ
る
気
象
測
器
に
つ
い
て
、

の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
検
定
を
行
う
。

一

温
度
計

十 九 八 七 六 五 四 三 二

気
圧
計

湿
度
計

風
速
計

日
射
計

比
重
計

海
水
ビ

ュ
レ
ッ
ト

海
水
ピ
ペ
ッ
ト

雨
量
計

雪
量
計
(昭
三
一
法

一
四
四
・
一
部
改
正
)

こ
の
章

(合
格
基
準
)

第

二
十

八
条

気
象

庁
長
官
は
、
検
定

の
申
請
が
あ

つ
た
と
き
は
、
そ
の
気
象

測
器
が
左

の
各
号

に
適
合
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
検
査
し
、
適
合
す
る
と

認
め
る
と
き
は
、
合
格

の
検
定
を
す
る
。

一

運
輸
省
令
で
定
め
る
種
類
に
属
す
る
こ
と
。

二

運
輸
省
令
で
定
め
る
構
造

(材
料

の
性
質
を
含
む
。
)
を
有
す
る
こ
と
。

三

そ
の
器
差
が

運
輸

省
令

で
定
め
る
検
定
公
差
を
こ
え
な

い
こ
と
。

2

気
象
庁
長
官

は
、
第

三
十

二
条
第

一
項
の
型
式
証
明
を
受
け
た
型
式
の
気

象
測
器
に

つ
い
て
、
前
項

の
検
査
を
行
う
場
合
に
は
、
同
項
第

一
号
及
び
第

二
号
に
適
合
す

る
か
ど
う

か
の
検
査
を
行
わ
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
昭
四
五
法

一
一
一
・
一
部
改
正
)

注

第

一
項
第

一
号

・
第

二
号

・
第
三
号

「運
輸
省
令
」
n
気
象
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測
器
検
定
規
則

(検
定
証
印
及
び
検
定
証
書
)

第
二
十
九
条

検
定
に
合
格

し
た
気
象
測
器

に
は
、
運
輸

省
令

の
定
め
る
と

こ

ろ

に
よ
り
、
検
定
証
印
を
附
す

る
。
但

し
、
そ
の
構
造

上
検
定
証
印
を
附
し

難

い
気
象
測
器

で
あ

つ
て
、
運
輸
省
令

で
定
め
る
も

の
に

つ
い
て
は
、

こ
の

限
り
で
な

い
。

2

気
象
測
器
が
検
定

に
合
格
し
た
と
き
は
、
気
象
庁
長
官
は
、
検
定
を
申
請

し
た
者

に
対

し
、
検
定
証
書
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

「運
輸
省
令
」

11
気
象
測
器
検

定
規
則
第

一
三
条

・

第

一
四
条

(不
合
格
の
理
由

の
通
知
)

第
三
十
条

気
象
庁
長
官
は
、
気
象
測
器

の
検
定
の
結
果

、
不
合
格
の
処
分
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
検
定

を
申
請
し
た
者

に
対
し
、
不
合
格

の
理
由
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

気
象
測
器

の
検
定
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

(昭
和

三
十

七
年
法
律
第

百
六
十
号
)
に
よ
る
不
服
申
立

て
を
す

る

こ
と
が
で
き
な

い
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
昭
三
七
法

一
六

一
・

一
部
改
正
)

(検
定
の
有
効
期
間
)

第

三
十

一
条

気
象
測
器
の
検
定
の
有
効
期
間
は
、
五
年

と
す
る
。
但
し
、
運

輸
省
令
で
定

め
る
気
象
測
器
に

つ
い
て
は
、
運
輸
省
令

で
定
め
る
期
間

と
す

る
。

(昭
四
五
法

一
一
一
・
一
部
改
正
)

注

但
書

「運
輸

省
令
」

11
気
象
測
器
検
定
規
則
第

一
四
条

の
二

(型
式
証
明
)

第
三
十
二
条

気
象
庁
長
官
は
、
申
請
に
よ
り
、
運
輸
省
令
で
定
め
る
気
象
測

器
の
型
式
に
つ
い
て
、
型
式
証
明
を
行
う
.

2

気
象
庁
長
官
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
に
係
る
気

象
測
器
が
第
二
十
八
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
適
合
す
る
か
ど
う
か

を
検
査
し
、
こ
れ
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
型
式
証
明
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

型
式
証
明
は
、
申
請
者
に
型
式
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

(昭
三

一
法

一
四
四
・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

「運
輸
省
令
」
‖
な
し

(手
数
料
)

第
三
十
三
条

第

二
十
七
条
の
検
定
又
は
前
条
の
型
式
証
明
を
申
請
す
る
者
は
、

実
費
を
勘
案
し
て
運
輸
省
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

(昭
五
〇
法
九
〇

・
一
部
改
正
)

注

「運
輸
省
令
」
11
気
象
測
器
検
定
規
則

(実
施
細
目
)

第
三
十
四
条

検
定
証
印
の
様
式
、
検
定
証
書
及
び
型
式
証
明
書
の
様
式
及
び

再
交
付
そ
の
他
検
定
及
び
型
式
証
明
に
関
す
る
細
目
的
事
項
は
、
運
輸
省
令

で
定
め
る
。注

「運
輸
省
令
」
11
気
象
測
器
検
定
規
則

第
⊥八
章

気
象
審
議
△
が

(設
置
及
び
権
限
)

第
三
十
四
条
の
二

気
象
庁
に
、
気
象
審
議
会

(以
下

「審
議
会
」
と
い
う
。
)

を
置
く
。
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2

審
議
会
は
、
気
象
庁
長
官
の
諮
問

に
応
じ
て
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
事

項
そ
の
他
気
象
業
務

に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

し
、
及
び

こ
れ
ら
に

関
し
必
要
と
認
め
る
事
項
を
関
係
行
政
機
関
に
建
議
す

る
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
追
加
)

(組
織
)

第

三
十
四
条

の
三

審
議
会
は
、
委
員
三
十
人
以
内

で
組

織
す

る
。

2

専
門
の
事
項
を
調
査
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
審
議
会

に
専
門
委

員
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
.

3

委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び

関
係
行
政
機
関
の
職

員
の
う
ち
か
ら
、
気
象
庁
長
官
が
任
命
す

る
。
、

4

学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員

の
任
期
は
、

二
年

と

す

る
。

5

委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す

る
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
追
加
)

(会
長
)

第
三
十
四
条
の
四

審
議
会

に
、
委
員
の
互
選
に
よ
る
会

長
を
置
く
。

2

会
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

3

会
長

に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指

名
す

る
委
員
が
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
追
加
)

(部
会
)

"

、

:

'

第
三
十
四
条
の
五

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
上

こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

"

2

部
会

に
属
さ
せ
る
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
会
長
が
指
名
す
る
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
追
加
)

(省
令

へ
の
委
任

)

第

三
十

四
条

の
六

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会

に
閲
し
必

要
な
事
項
は
、
運
輸
省
令

で
定

め
る
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
追
加
)

注

「運
輸
省
令
」
11
気
象
審
議
会
運
営
規
則

第
七
章

雑

則

(気
象
証
明
等
)

-

第

三
十

五
条

気
象
庁
は
、

一
般

の
依
頼
に
よ
り
、
気
象
、
地
象
及
び
水
象

に

関
す

る
事
実

に

つ
い
て
証
明
及
び
鑑
定
を
行
う
。

2

前
項
の
証
明

又
は
鑑
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
運
輸
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、

手
数
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
昭
五
〇
法
九
〇

・
一
部
改
正
)

.'

注

第

二
項

「運
輸
省
令

」
‖
気
象
等
証
明
及
び
鑑
定
規
則

(刊
行
物

の
発
行

等
)

第

三
十
六
条

気
象

庁
は
、
第
十

一
条
に
規
定
す
る
も
の
の
外
、

一
般
の
利
用

に
供
す
る
た
め
、
、気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気
及
び
水
象

に
関
す
る
観
測

、
調
査

及
び
研

究
の
成
果
並
び
に
統
計
を
刊
行
物
の
発
行
そ

の
他

の
方
法
に
よ
り
発
表
す
る
も
の
と
す
る
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

(気
象
測
器
等

の
保
全

)

・・

-
∵

・

,

.

第
三
十
七
条

"何

人
も
パ
正
当

の
理
由
が
な

い
の
に
、
気
象
庁
若
し
く
は
第
六

条
第

一
項
若

し
く
は
第

二
項

の
規
定

に
よ
り
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
気
象

の
観
測
を
行
う
者
が
屋
外

に
設
置
す
る
気
象
測
器
又

は
気
象
、
地
象

(地
震
及
び
火

山
現
象
を
除
く
。
)
、
津
波
、
高
潮
、、波
浪
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若
し
く
は
洪
水
に

つ
い
て
の
警
報
の
標
識
を

こ
わ
し
、
移
し
、
そ
の
他

こ
れ

ら
の
気
象
測
器
又
は
標
識

の
効
用
を
害
す

る
行
為
を
し

て
は
な
ら
な

い
℃

(昭
三
〇
法
六

一
・
昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改

正
)

(土
地
又
は
水
面
の
立
入
)

第
三
十
八
条

気
象
庁
長
官
は
、
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電

気

又
は
水
象

の
観
測
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
場
合

に
お

い
て
は
、
当
該
業

務

に
従
事
す
る
職
員
を
国
、
地
方
公
共
団
体

又
は
私
人
が
所
有
し
、
占
有

し
、

又
は
占
用
す
る
土
地

又
は
水
面

に
立
ち

入
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項

の
規
定

に
よ
り
宅
地
又
は
か
き
、
さ
く
等

で
囲
ま
れ
た
土
地
若
し
く

は
水
面

に
立
ち
入
ら
せ
る
場
合

に
お

い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
そ
の
旨
を
そ
の

所
有
者
、
占
有
者

又
は
占
用
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
但
し
、

こ

れ
ら
の
者

に
対

し
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
す

る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な

い
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改

正
)

(障
害
物

の
除
去
等
)

第
三
十
九
条

気
象
庁
長
官
は
、
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電

気

又
は
水
象
を
観
測
す
る
た
め
や
む
を
得
な

い
必
要
が

あ
る
場
合

に
お

い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
所
有
者

又
は
占
有
者

の
承
諾
を
得

て
、
当
該
業
務

に
従
事

す

る
職
員
に
、
障
害
と
な
る
植
物
又
は
か
き
、
さ
く
等
を
伐
除
さ
せ
る
こ
と

が

で
き
る
。

2

気
象
庁
長
官
は
、
離
島
、
湖
沼
、
山
林
、
原
野
又
は

こ
れ
ら
に
類
す
る
場

所

で
、
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気

又
は
水
象
を
観
測
す

る
場
合

に
お

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
所
有
者

又
は
占
有
者

の
承
諾
を
得
る

こ
と

が
困
難

で
あ
り
、
且

つ
、
当
該
物
件

の
現
状
を
著

し
く
損
傷
し
な

い
と
き
は
、

前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
所
有
者
又
は
占
有
者

の
承
諾
を
得
な

い
で
、

当
該
業
務
に
従
事
す
る
職
員

に
、
障
害
と
な
る
植
物

又
は
か
き
、
さ
く
等
を

伐
除
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お

い
て
は
、
す
み
や
か
に
そ
の

旨
を
所
有
者

又
は
占
有
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭

三

一
法

一
四
四

・
一
部
改

正
)

(損
失
の
補
償
)

第

四
十
条

前

二
条

の
規
定
に
よ
る
立

入
又
は
伐
除

に
よ

り
損
失
を
生
じ
た
場

合

に
お

い
て
は
、

国
は
、
そ
の
損
失
を
う
け
た
者

に
対

し
、
通
常
生
ず
べ
き

損
失
を
補
償
す

る
。

,

、

2

前
項

の
補
償

の
額
は
、
気
象
庁
長
官
が
決
定
す
る
。

3

前
項

の
決
定

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
決
定
を
知

っ
た
日
か
ら
三
箇
月

以
内

に
、
訴
え
を

も

つ
て
補
償

の
額

の
増
額
を
請
求
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

4

前
項

の
訴
え

に
お

い
て
は
、
国
を
被
告

と
す
る
。

(昭

三
七
法

一
四
〇

・
一
部
改

正
)

(報
告
及
び
検
査

)

第

四
十

一
条

気
象
庁
長
官
は
、
第

一
条

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き

は
、
第
十
七
条
第

一
項
若
し
く
は
第

二
十
六
条
第

一
項

の

、規
定
に
よ
り
許
可

を
受
け
た
音

叉
は
第
七
条
第

一
項
の
船
舶
に
、
そ
れ
ら
の

行
う
気
象
業
務

に
関
し
、
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

気
象
庁
長
官
は

、
第

一
条

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
第
十

七
条
第

一
項
若
し
く
は
第

二
十
六
条
第

一
項

の
規
定
に
よ

り
許
可
を
受
け
た
若
若

し
く
は
第
六
築
館

一
項
若

し
く
は
第

二
項
の
規
定
に

よ

り
技
術
上
の
基
準

に
従

っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
気
象
の
観
測
を
行
う

者

の
事
業
所
若

し
く
は
観
測
を
行
う
場
所

又
は
第
七
条
第

一
項

の
船
舶
に
、

そ
の
職
員
を
派
遣

し
て
、
気
象
記
録

、
気
象
測
器
そ
の
他

の
物
件
を
検
査
さ

せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
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3

前
項
の
検
査
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た

も
の
と
解
釈
し
て
は

な
ら
な

い
。
(昭
三

一
法

一
四
四

・
一
部
改
正
)

(身
分
証
票
)

第

四
十

二
条

第

三
十
八
条
、
第

三
十
九
条

又
は
前
条
第

二
項
の
規
定

に
よ
り

当
該
業
務

に
従
事
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係

人
の
請
求
が
あ

つ
た
と
き
は
、
之
を
呈
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

注

「証
票
」
11
本
法
施
行
規
則
第
十
九
条

(特
殊
な
業
務

の
受
託
)

第

四
十

三
条

気
象
庁
は
、
そ
の
業
務

の
遂
行

に
支
障

の
な

い
限
り
、

一
般

の

委
託

に
よ
り
、
気
象
、
地
象
、
地
動
、
地
球
磁
気
、
地
球
電
気

及
び
水
銀
並

び

に
こ
れ
ら
に
密
接
な
関
連
の
あ
る
事
項

に

つ
い
て
の
特
殊
な
観
測
、
予
報
、

調
査

及
び
研
究
並
び

に
こ
れ
ら

の
指
導
を
行

い
、
気
象

測
器
並
び
に
地
動
、

地
球
磁
気
及
び
地
球
電
気
の
観
測
に
用

い
る
器
具
、
器
械
及
び
装
置

の
設
計
、

製
作
、
検
定
、
修
理
及
び
調
整
を
行
う

こ
と
が

で
き
る
.

2

前
項
の
設
計
、
製
作
、
検
定
、
修

理
及
び
調
整
を
委

託
す

る
者
は
、
運
輸

省
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
数
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭
三

一
法

一
四
四

・
昭
五
〇
法
九
〇

・
一
部
改
正
)

注

第

二
項

「
運
輸
省
令

」
11
気
象
測
器
委

託
検
定
規
則

(権
限
の
委
任
)

第
四
十

三
条

の
二

こ
の
法
律
に
規
定
す

る
気
象
庁
長
官

の
権
限
は
、
運
輸
省

令

で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

一
部
を
管
区
気
象

台
長
、
沖
縄
気
象
台

長

又
は
海
洋
気
象
台
長

に
委
任
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項

の
規
定
に
よ
り
管
区
気
象
台
長

又
は
沖
縄
気
象

台
長

に
委
任

さ
れ
た

権
限
は
、
運
輸
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

一
部
を
地
方
気
象
台

長
に
委
任
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

(昭
四
五
法

一
一
一
・
追
加
、
昭
四
六
法

一
三
〇

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

・
第

二
項

「運
輸
省
令
」
11
本
法
施
行
規
則
第

二
〇

条

第
八
章

罰
則

第
四
十
四
条

第
三
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
四
十
五
条

第

二
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
警
報
を
し
た
者
は
、
五
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
六
条

左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。

一

策
九
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
許
可
を
受
け
な
い
で
予
報
業
務

を
行

っ
た
者

三

第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
許
可
を
受
け
な
い
で
気
象
の

観
測
の
成
果
を
発
表
す
る
業
務
を
行
っ
た
者

第
四
十
七
条

左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
者
は
、

一
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。

一

第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
認
可
を
受
け
な
い
で
予
報
業
務
の
目
的

及
び
範
囲
を
変
更
し
た
者

二

第
二
十

一
条
本
文

(第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
者

三

第
三
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

四

第
四
十

一
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
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O

報
告
を
し
た
者

五

第
四
十

一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査

を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避

し
た
者

第

四
十
八
条

法
人
の
代
表
者

又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務

に
関
し
、
前

四
条
の
違
反
行
為

を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す

る
の
外
、
そ
の
法
人

又
は
人
に
対
し
て
も

各
本
状
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。
但
し
、
法
人
又
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

の
他

の
従
業
者
が
当
該
違
反
行
為
を
防
止
す

る
た
め
、
当
該
業
務

に
対
し
、

相
当
の
注
意
及
び
監
督
が

つ
く
さ
れ
た
こ
と
の
証
明
が

あ

つ
た
と
き
は
、
そ

の
法
人
又
は
人
に

つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な

い
。

附

則

1

こ
の
法
律

の
施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
六
箇
月
を
こ
え
な

い
期
間
内
に
お

い
て
、
政
令
で
定
め
る
。

〔昭
和

二
十
七
年
政
令
第

四
七
〇

号
で
同
年

一
二
月

一
日
か
ら
施
行
〕

2

こ
の
法
律
の
施
行

の
際
、
現

に
第
六
条
第

一
項

又
は
第

二
項
の
規
定

に
よ

り
技
術
上
の
基
準
に
従

っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
気

象
の
観
測
を
し
て
い

る
者
は
、
こ
の
法
律

の
施
行
の
日
か
ら
五
年
間
は
、
同
条
第

一
項
の
技
術
上

の
基
準
に
よ
ら
な

い
で
気
象
の
観
測
を
し
て
も
よ

い
。
但
し
、
附
則
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
検
定

に
合
格

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
気
象
測
器
に
よ
り
気

象

の
観
測
を
行
う
場
合

に
限
る
。

3

前
項
の
者
は
、

こ
の
法
律

の
施
行

の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
運
輸
省
令

の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
運
輸
大
臣
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

.

注

「運
輸
省
令
」
n
本
法
施
行
規
則
旧
第
二
〇
条

4

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
現
に
第
七
条
第

一
項
の
船
舶
に
備
え
付
け
る
気

象
測
器
で
あ
つ
て
運
輸
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
二
年
間
は
、
同
項
の
気
象
測
器
と
み

な
す
。

注

「運
輸
省
令
」
"
本
法
施
行
規
則
旧
第
二

一
条

5

前
項
の
気
象
測
器
を
備
え
付
け
る
船
舶
の
行
う
気
象
及
び
水
魚
の
観
測
に

つ
い
て
は
、
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
施
行
の

日
か
ら
二
年
間
は
、
同
項
の
技
術
上
の
基
準
に
よ
ら
な
い
で
も
よ
い
.

6

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
現
に
使
用
す
る
気
象
測
器
で
あ
つ
て
第
九
条
の

規
定
に
よ
り
検
定
又
は
計
量
法
第
四
章
第
二
節
の
比
較
検
査
に
合
格
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
は
、
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ

の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
間
は
、
第
二
十
七
条
の
検
定
に
合
格
し
た
も

の
と
み
な
す
。

7

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
現
に
第
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
報
業
務

を
行

っ
て
い
る
者
及
び
第
二
十
六
条
第

一
項
の
業
務
を
行

っ
て
い
る
者
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
六
十
日
間

(そ
の
期
間
内
に
許
可
の
申
請
を
し

た
場
合
に
お
い
て
は
、
許
可
す
る
旨
又
は
許
可
し
な
い
旨
の
通
知
を
受
け
る

ま
で
の
間
)
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
こ
れ
ら
の
業

務
を
行

っ
て
も
よ
い
。

附

則

(昭
和
六

一
年
法
律
第
九
三
号
)
抄

(施
行
期
日
)

第

一
条

こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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気
象
業
務
法
施
行
令

(
昭
和
二
十
七
年
十

一
月
二
十
九
日

政

令

第

四

百

七

十

一
号
)

改
正昭
和
三
〇
年

一
日
政
令
第

一

同 同 国 同 同 同

三

一
年

六
月
三
〇

日
岡

四
二
年

一
〇
月

二
〇

日
岡

四
五
年

六
月

一
日
同

五
三
年

ご

一月

=

一日
同

⊥
ハ
○
年

一二
月

一
五
日
同

六
二
年

九
月

二
九

日
同

一
八
号

第
二
二
四
号

第
三
二
九
号

第

一
六
四
号

第
三
八
五
号

第

三
一
号

第
三
三
七
号

気
象
業
務
法
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

気
象
業
務
法
施
行
令

内
閣
は
、
気
象
業
務
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
)

基
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

.

の
規
定
に

(気
象
測
器
の
備
付
け
を
要
す

る
船
舶
)

第

一
条

気
象
業
務
法

(以
下

「法
」
と

い
う

。
)
第
七
条
第

一
項
の
政
令

で

定

め
る
船
舶
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

電
気
通
信
業
務
を
取
り
扱
う
船
舶

二

気
象
庁
長
官

の
指
定
す

る
船
舶

(昭
三

一
政

二
二
四

・
一
部
改

正
、
昭
四
五
政

一
六
四

一
部
改

正

・
旧
第
四
条
繰
上
、
昭
六
〇
政

三

一
・
一
部
改
正
)

(地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
係
る
地
震
に
関
す
る
情
報
の
報
告
)

第

一
条
の
二

法
弟
十

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
に
掲
げ

事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
.

一

当
該
地
震
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
及
び
そ
の
理

由
二

当
該
地
震
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
期

三

当
該
地
震
の
震
源
域

四

当
該
地
震
の
規
模

五

当
該
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域

に
お
け
る
震
度

六

当
該
地
震
の
発
生
に
よ
リ
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
津
波
の
予
想

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
地
震
に
つ
い
て
報
告
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
事
項

(昭
五
三
政
三
八
五

・
追
加
)

(費
用
の
負
担
等
)

第
二
条

法
第
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
費
用
の
額
は
、

通
信
料
、
消
耗
品
費
そ
の
他
報
告
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
気
象
庁
長
官
が

定
め
る
額
と
す
る
。

(昭
三

一
政
二
二
四

・
一
部
改
正
、
昭
四
五
政

一
六
四
・
旧
第
六

条
繰
上
)

第
三
条

法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
気
象
測
器
そ
の
他
の
機
器
の
貸

付
は
、
左
に
掲
げ
る
場
合
に
お

い
て
、
原
則
と
し
て

一
年
以
内
の
期
間
を
限

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
行
う
音
叉
は
法
弟
七
条
第

一

項
の
船
舶
の
気
象
測
器
が
法
第
五
章
の
規
定
に
よ
る
検
定
の
た
め
に
使
用
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

二

前
号
の
気
象
測
器
が
災
害
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
、
破
損
し
、
又
は
滅

失
し
た
場
合

三

気
象
に
関
す
る
観
測
網
を
確
立
す
る
た
め
気
象
庁
長
官
が
必
要
と
認
め

る
場
合

(昭
三

一
政
二
二
四

・
一
部
改
正
、
昭
四
五
政

一
六
四
・
旧
館
七

条
繰
上
)

(
一
般
の
利
用
に
適
合
す
る
予
報
及
び
警
報
)

第
四
条

法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る

一
般
の
利
用
に
適
合
す
る
予
報
及
び
警

報
は
、
定
時
又
は
随
時
に
、
次
の
表
の
区
分
に
従
い
、
運
輸
省
令
で
定
め
る

予
報
区
を
対
象
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

種

類

天
気
予
報

週
間
天
気
予
報

季
節
予
報

波
浪
予
報

気
象
注
意
報

地
面
現
象
注
意

報

内

容

当

日
か
ら

三
日
以
内

に
お
け
る
風

、
天
気
、
気
温
等
の

予
報
当
日
か
ら
七
日
間

の
天
気
、
気
温
等

の
予
報

当
日
か
ら

一
箇
月
間
、
当

日
か
ら

三
箇
月
間
、
暖
候
期
、

寒
候
期
、
梅
雨
期
等

の
天
気
、
気

温
、
降
水
量
、
日
照

時
間
等
の
概
括
的
な
予
報

当

日
か
ら
三
日
以
内

に
お
け
る
風
浪
、
う
ね
り
等

の
予

報風
雨
、
風
雪
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等

に
よ

つ
て
災
害

が
起

こ
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
旨
を
注
意
し

て
行
う
予
報

大
雨
、
大
雪
等

に
よ
る
山
崩
れ
、
地
滑
り
等
に
よ

つ
て

災
害
が
起

こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合

に
、
そ
の
旨
を
注

津
波
注
意
報

高
潮
注
意
報

波
浪
注
意
報

気
象
警
報

地
面
現
象
警
報

津
波
警
報

高
潮
警
報

波
浪
警
報

海
面
水
温
予
報

海
流
予
報

海
氷
予
報

浸
水
注
意
報

洪
水
注
意
報

浸
水
警
報

洪
水
警
報

意
し
て
行
う
予
報

津
波
の
有
無
及
び
程
度
に
つ
い
て
一
般
の
注
意
を
喚
起

す
る
た
め
に
行
う
予
報

台
風
等
に
よ
る
海
面
の
異
常
上
昇
の
有
無
及
び
程
度
に

つ
い
て

一
般
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
行
う
予
報

風
浪
、
う
ね
り
等
に
よ
つ
て
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
、
そ
の
旨
を
注
意
し
て
行
う
予
報

暴
風
雨
、
暴
風
雪
、
大
雨
、
大
雪
等
に
関
す
る
警
報

大
雨
、
大
雪
等
に
よ
る
山
崩
れ
、
地
滑
り
等
の
地
面
現

象
に
関
す
る
警
報

津
波
に
関
す
る
警
報

台
風
等
に
よ
る
海
面
の
異
常
上
昇
に
関
す
る
警
報

風
浪
、
う
ね
り
等
に
関
す
る
警
報

海
洋
の
表
面
に
お
け
る
水
温
の
予
報

海
流
の
状
況
の
予
報

沿
岸
に
お
け
る
海
氷
の
状
況
の
予
報

浸
水
に
よ
つ
て
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
旨
を
注
意
し
て
行
う
予
報

洪
水
に
よ
つ
て
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
旨
を
注
意
し
て
行
う
予
報

浸
水
に
関
す
る
警
報

洪
水
に
関
す
る
警
報

(昭

三
〇
政

一
一
八

・
一
部
改
正
、
昭
四
五
政

一
六
四

・
旧
第
八

条
繰
上

.昭
六

二
政

三
三
七
・
一
部
改

正
)

注

本

文

「
運
輸
省
令
」
11
本
法
施
行
規
則
第
八
条
第

一
項
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(航
空
機
及
び
船
舶
の
利
用
に
適
合
す
る
予
報
及
び
警
報
)

第
五
条

法
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
航
空
機
及
び
船
舶
の
利
用
に
適

合
す
る
予
報
及
び
警
報
は
、
定
時
又
は
随
時
に
、
左
の
表
の
区
分
に
従
い
、

行
う
も
の
と
す
る
.

種

類

飛
行
場
予
報

空
域
予
報

航
空
路
予
報

飛
行
場
警
報

空
域
警
報

航
空
路
警
報

海
上
予
報

海
上
警
報

内

容

公
共
の
用
に
供
す
る
飛
行
場
及
び
そ
の
附
近
を
対
象
と

す
る
気
象
、
地
象
、
津
波
、
高
潮
及
び
波
浪
の
予
報

運
輸
省
令
で
定
め
る
空
域
を
対
象
と
す
る
気
象
の
予
報

航
空
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十

一
号
)
第

三
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
運
輸
大
臣
の
指
定
す

る
航
空
路
を
対
象
と
す
る
気
象
の
予
報

公
共
の
用
に
供
す
る
飛
行
場
及
び
そ
の
附
近
を
対
象
と

す
る
気
象
、
地
象
、
津
波
、
高
潮
及
び
波
浪
に
関
す
る

警
報
運
輸
省
令
で
定
め
る
空
域
を
対
象
と
す
る
気
象
に
関
す

る
警
報

航
空
法
第
三
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
運
輸
大
臣

の
指
定
す
る
航
空
路
を
対
象
と
す
る
気
象
に
関
す
る
警

報運
輸
省
令
で
定
め
る
予
報
区
を
対
象
と
す
る
船
舶
の
運

航
に
必
要
な
海
上
の
気
象
、
津
波
、
高
潮
及
び
波
浪
の

予
報
運
輸
省
令
で
定
め
る
予
報
区
を
対
象
と
す
る
船
舶
の
運

航
に
必
要
な
海
上
の
気
象
、
津
波
、
高
潮
及
び
波
浪
に

関
す
る
警
報

(昭
四
五
政

一
六
四

・
旧
館
九
条
繰
上
)

注

表
中

「
運
輸
省
令
で
定
め
る
空
域
」
"
な
し

「
運
輸
省
令
で
定
め
る
予
報
区
」
11
本
法
施
行
規
則
第

八
条
第

二
項

(水
防
活
動
の
利
用
に
適
合
す
る
予
報
及
び
警
報
)

第
六
条

法
第
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
報
及
び
警
報
は
、
随
時

に
、
左
の
表
の
区
分
に
従

い
、
水
防
活
動
の
利
用
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
う

も
の
と
す
る
.

種

類

水
防
活
動
用
気

象
注
意
報

水
防
活
動
用
気

象
警
報

水
防
活
動
用
高

潮
注
意
報

水
防
活
動
用
高

潮
警
報

水
防
活
動
用
洪

水
注
意
報

水
防
活
動
用
洪

水
警
報

内

容

風
雨
、
大
雨
等
に
よ

つ
て
水
害
が
起
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、
そ
の
旨
を
注
意
し
て
行
う
予
報

暴
風
雨
、
大
雨
等
に
よ

つ
て
重
大
な
水
害
が
起
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
旨
を
警
告
し
て
行
う
予
報

台
風
等
に
よ
る
海
面
の
異
常
上
昇
の
有
無
及
び
程
度
に

つ
い
て
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
行
う
予
報

台
風
等
に
よ
る
海
面
の
異
常
上
昇
に
関
す
る
警
報

洪
水
に
よ
つ
て
災
害
が
起
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
旨
を
注
意
し
て
行
う
予
報

洪
水
に
関
す
る
警
報

(昭
三
〇
政

一
一
八

・
追
加
、
昭
四
五
政

=
八
四
・
旧
第
九
条
の

二
繰
上
)

(警
報
事
項
の
通
知
)

第
七
条

法
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
の
各
号
の
定
め
る
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と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
.

一

法
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
警
報
の
種
類
及
び
通
知
先

二三

種

類

通

知

先

気
象
警
報高潮警報波浪警報

海
上
保安

庁、

都
道
府県

、

日
本
電
信電

話
株
式
会
社及び日本放送協会の機関

津
波警

報

警
察
庁
又
は
都
道府

県
警
察、

海
上
保
安
庁、

日
本
電信電話株式会社及び日本放送協会の機関

洪
水
警
報

都
道
府
県、

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及
び
日
本
放
送協会の機関

法弟

十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
警
報
の
種
類
及
び
通
知
先

種

類

通

知

先

飛
行場

警
報空域警報航空路警報

運
輸
省
の
機
関

海
上
警
報

海
上
保
安
庁
の
機
関

法
弟
十
四
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
警
報
の
種
類
及
び
通
知
先

種

類

通

知

先

水
防
活動

用気象警報水防活動用高潮警報水防活動用洪水警報

建
設
省、

都
道
府
県
及び

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の機関

四

法
弟
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
警
報
の
種
類
及
び
通
知
先

水
防
活
動
用

都
道
府
県
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
機
関

洪
水
警
報(昭
三
〇
政

一
一
八
・
全
改
、
昭
三

一
政
二
二
四
・
一
部
改
正
、

昭
四
五
政

ニ
八
四

・
旧
第

一
〇
条
繰
上
、
昭
六
〇
政
ご
二

・
一
部

改
正
)

(気
象
庁
以
外
の
者
の
行
う
こ
と
が
で
き
る
警
報
)

第
八
条

法
第

二
十
三
条
但
書
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
津
波
に
関
す
る
気

象
庁
の
警
報
事
項
を
適
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
辺
す
う
の
地
の
市
町

村
の
長
が
津
波
警
報
を
す
る
場
合
及
び
災
害
に
よ
り
津
波
に
関
す
る
気
象
庁

の
警
報
事
項
を
適
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

つ
た
地
の
市
町
村
の
長

が
津
波
警
報
を
す
る
場
合
と
す
る
.

(昭
三

一
政
二
二
四
・
一
部
改
正
、
昭
四
五
政

一
六
四
・
旧
第

一

一
条
繰
上
)

附

則

1

こ
の
政
令
は
、
気
象
業
務
法
施
行
の
日

(昭
和
二
十
七
年
十
二
月
一
日
)

か
ら
施
行
す
る
.

2

計
量
器
検
定
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
十

一
号
)
の

一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

(
「次
の
よ
う
」
省
略
)

附

則

(昭
和
六

二
年
政
令
第

三
三
七
号
)
抄

(施
行
期
日
)

第

一
条

こ
の
政

令
は
、
昭
和
六
十

二
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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気
象
業
務
法
施
行
規
則

(
昭
和
二
十
七
年
十

一
月
二
十
九
日

運
輸
省
令
第
百

一
号

)

改
正昭
和
三

一
年

六
月

八
日
同

九
月

一
日
同

四
月

一
八
日
同

三
月

一
日
同

七
月
三

一
日
岡

五
〇
年

一
〇
月

五
〇
年

一

五

一
年

五

一
年

五

一
年

一

五
五
年

一

五
七
年

六
〇
年

八
月

一
〇

日
岡

三
月

二
九

日
同

六
月

一
日
間

一
月

=

日
岡

五
月

=
二
日
同

一
日
同

二
月

二
六

日
同

四
月

二
四
日
同

九
月

二
二
日
同

一
月

四
日
同

二
月

二
三

日
同

三
月

二
四
日
同

一
月

二
六

日
同

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第

四 四 三 一 五 三 三 四 三 七 五 一 三 二 三
四 四 六 二 七 二 五 九 二 二 四 六 八 九 八 一 五 八 三 九
号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号

昭
和
六
〇
年

同

六

一
年

三
月
二
六
日
同

同

六

一
年
十
二
月
十
九
日
同

同

六
二
年

九
月
二
九
日
同

同

六
二
年
十

一
月
十
九
日
同

平
成

元
年

七
月
二
〇
日
同

同

元
年

九
月
三
〇
日
同

四
月
二
五
日
運
令
第

気
象
業
務
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

気
象
業
務
法
施
行
規
則

目
次第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

附
則

第 第 第 第 第 第

一
八
号
五
号

四
五
号

五
七
号

六
二
号

二
四
号

二
七
号

観
測

(第

一
条
1
第
七
条
)

予
報
及
び
警
報

(第
八
条
ー
第
十
三
条
)

無
線
通
信
に
よ
る
資
料
の
発
表

(第
十
四
条
ー
第
十
六
条
)

検
定

(第
十
七
条
)

維
則

(第
十
八
条
-
第
二
十
条
)

第

一
章

観
測

(気
象
庁

の
行
う
観
測

の
方
法
)

第

一
条

気
象
業
務

法

(
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
。
以
下

「法
」

と

い
う
。
)
第
四
条

の
運
輪
省
令

で
定
め
る
方
法
は
、
次

の
表

の
上
欄
に
掲

げ

る
種
目
ご
と
に
、
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。
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イ

気
圧

口

気
温

ハ

湿
球
温
度

二

蒸
気
圧

ホ

露
点
温
度

へ

相
対
湿
度

ト

風

チ

降
水
量

リ

積
雪

ヌ

雲

ル

雲
の
表
面
の

温
度
分
布
及
び

状
態

ヲ

大
気
の
透
明

度
ワ

蒸
発
重

力

日
照
時
間

ヨ

日
射
量

タ

降
水
現
象

気
圧
計

(自
由
大
気

に
あ

つ
て
は
、
ラ
ジ
オ
ゾ

ン
デ
、

メ
テ
オ

ロ
グ

ラ
フ
等
)
を
用

い
る
。

温
度
計
又
は
気
温
を
測
る
こ
と

の
で
き
る
湿
度
計

(自
由
大
気

に
あ

つ
て
は
、
ラ
ジ
オ
ゾ

ン
デ
、

オ

ロ
グ
ラ

フ
等
)
を
用

い
る
。

湿
度
計
を
用

い
る
。

湿
度
計
を
用

い
る
。

湿
度
計
を
用

い
る
。

湿
度
計

(自
由
大
気

に
あ

つ
て
は
、

メ
テ
オ

ロ
グ

ラ
フ
等
)
を
用

い
る
。

風
向
計
若
し
く
は
風
速
計

測
風
気
球
等
)
を
用

い
、

又
は

目
視

に
よ
る
。

雨
量
計

又
は
雪
量
計
を
用

い
る
。

雪
尺
、
積
雪
板
又
は
積
雪
計
を
用

い
る
。

測
雲
器
若
し
く
は
測
雲
気
球
を
用

い
、

よ
る
。

気
象
衛
星
に
搭
載
さ
れ
た
放
射

計
を
用

い
る
。

メ
テ

ラ
ジ
オ
ゾ

ン
デ

、

(自

由
大
気

に
あ

つ
て
は
、

又
は
目
視

に

視
程
計
若
し
く
は
日
射
計
を
用

い
、
又
は
目
視

に
よ

る
。
蒸
発
計
を
用

い
る
。

日
照
計
を
用

い
る
。

日
射
計
を
用

い
る
。

,レ
ー
ダ

ー
を
用

い
、

又
は
目
視

に
よ
る
。

レ

欝

笈

び
凍

結
現
象

ソ

光
象

ツ

音
象

ネ

大
気
の
微
量

成
分
ω

大
気
放
射

能
②

大
気
オ
ゾ

ン
③

大
気
二
酸

化
炭
素

④

大
気
フ
ロ

ン
⑤

大
気
メ
タ

ン
⑥

大
気

一
酸

化
二
窒
素

ナ

降
水
の
化
学

成
分

ラ

降
下
じ
ん
の

化
学
成
分

ム

そ
の
他
の
現

象

目

視

に
よ

る

。

目

視

に

よ

る

。

聴

音

に

よ

る

。

気
象
庁
長
官

の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

オ
ゾ

ン
測
定
器
を
用
い
る
。

二
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
。

フ
ロ
ン
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
。

メ
タ
ン
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
。

一
酸
化

二
窒
素
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
。

化
学

分
析

に
よ
る

化
学

分
析
に
よ
る

目
視

に
よ
る
。
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二

地
象

イ

地
震

ω

地
か
く
の

ひ
ず
み

②

地
か
く
の

傾
斜

③

地
震
波
の

位
相

④

地
震
波
の

振
幅

⑤

地
震
波
の

周
期

⑥

震
度

⑦

震
動
の
性

質
⑧

地
鳴

ロ

火
山
現
象

ω

火
山
性
微

動
②

火
山
の
噴

出
の
状
態

③

火
山
の
噴

出
物
の
状
態

④

そ
の
他
の

魏

ひ
ず
み
計
を
用

い
る
.

傾
斜

計
を
用

い
る
。

地
震

計
を
用

い
る
。

地
震
計
を
用

い
る
。

地
震
計
を
用

い
る
.

体
感

に
よ
る
。

体
感

に
よ
る
。

聴
音

に
よ
る
。

地
震
計
を
用

い
る
。

気
象
庁
長
官
の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

気
象
庁
長
官
の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

気
象
庁
長
官
の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

ハ

気
象
に
密
接

に
関
連
す
る
地

面
及
び
地
中
の

諸
現
象

ω

地
面
の
温

度
②

地
面
の
温

度
分
布

③

地
中
の
温

度
④

地
面
の
状

態

ニ ハ ロ イ 四 ト ヘ ホ ニ ハ ロ イ 三

地
動
脈
動
の
振
幅

脈
動
の
周
期

地
す
ぺ
り

山
く
ず
れ

山
津
波

地
盤
の
傾
斜

地
盤
の
伸
縮

地
球
磁
気

水
平
成
分

鉛
直
成
分

屑伏角

温
度
計
を
用

い
る
.

気
象
衛
星
に
搭
載
さ
れ
た
放
射
計
を
用
い
る
。

温
度
計
を
用

い
る
。

気
象
衛
星
に
搭
載
さ
れ
た
放
射
計
を
用
い
、

象
庁
長
官
の
定
め
る
手
段
に
よ
る
.

地
震
計
を
用

い
る
。

地
震
計
を
用

い
る
.

気
象
庁
長
官

の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

気
象
庁
長
官

の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

気
象
庁
長
官

の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

傾
斜
計
を
用

い
る
.

伸
縮
計
を
用

い
る
。

磁
気
儀
を
用

い
る
.

磁
気
儀
を
用

い
る
.

磁
気
儀
を
用

い
る
.

磁
気
儀
を
用

い
る
.

又
は
気
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ノ

五

地
球
電
気

イ

地
電
流

ω

地
電
位
差

②

地
電
流
傾

度
③

地
中
電
気

抵
抗

ロ

空
中
電
気

①

大
気
電
位

傾
度

②

大
気
電
気

伝
導
度

③

大
気
イ
オ

ン
④

空
間
電
荷

六

水
象

イ

水
温

ロ

水
質

ω

塩
分

②

水
中
二
酸

化
炭
素

③

水
中
フ
ロ

ン
④

水
中
メ
タ

ン

地
電
位
差
測
定
器
を
用

い
る
。

地
電
位
差
測
定
器
を
用

い
る
。

地
中
電
気
抵
抗
測
定
器
を
用

い
る
。

大
気
電
位
傾
度
測
定
器
を
用

い
る
.

大
気
電
気
伝
導
度
測
定
器
を
用

い
る
。

イ
オ

ン
測
定
器
を
用

い
る
。

空
間
電
荷
測
定
器
を
用

い
る
。

温
度
計
を
用

い
る
。

化
学
分
析

に
よ
る
.

塩
分
計
を
用

い
る
。

二
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
.

フ
ロ
ン
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
。

メ
タ
ン
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
.

⑤

水
中

一
酸

化
二
窒
素

⑥

そ
の
他
の

微
量
成
分

ハ

比
重

二

水
色

ホ

透
明
度

ヘ

プ
ラ
ン
ク
ト

ン

'

ト

波
浪

チ

海
水
及
び
陸

水
の
流
れ

リ

潮
汐

ヌ

津
波

ル

陸
水
位

オ

海
氷
の
状
態

ワ

水
中
放
射
能

力

船
舶
の
着
氷

の
状
態

ヨ

海
面
の
温
度

分
布
及
び
状
態

一
酸
化
二
窒
素
濃
度
測
定
器
を
用

い
る
。

化
学
分
析

に
よ
る
.

比
重
計
を
用

い
、
又
は
気
象
庁
長
官
の
定
め
る
手
段

に
よ
る
。

水
色
計
に
よ
る
。

透
明
度
板
を
用
い
る
。

気
象
庁
長
官
の
定

め
る
手
段
に
よ
る
。

波
浪
計
を
用

い
、
又
は
目
視
に
よ
る
。

流
速
計
を
用

い
る
。

検
潮
儀
を
用

い
る
。

検
潮
儀
を
用

い
、
又
は
目
視
に
よ
る
。

水
位
計
を
用

い
る
。

目
視
に
よ
る
。

気
象
庁
長
官
の
定
め
る
手
段
に
よ
る
。

目
視

に
よ
る
。

気
象
衛
星
に
搭
載
さ
れ
た
放
射
計
を
用

い
る
。

(昭

四
五
週
令
四
四

・
全
改
、
昭

五

一
週
令

三
七

・
昭
五

一
週
令

四
二

・
昭
六
〇
運
令
四

・
昭
六

一
運
令

四
五

・
平
元
運
令

二
七

・

一
部

改
正
)
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(気
象
庁
以
外
の
者
の
行
う
観
測
の
技
術

上
の
基
準
)

第

一
条

の
二

法
弟
六
条
第

一
項

の
運
輸
省
令

で
定

め
る
技

術
上
の
基
準
は
、

次
の
表

の
上
棚

に
掲
げ
る
種

目
ご
と
に
、
同
表

の
中
欄

に
掲
げ
る
手
段
で
、

同
義
の
下
欄
に
掲
げ
る
最
小
位
数

の
観
測
値
が
得
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
降
水
量
の
観
測
を
行
う
場
合
で
あ

つ
て

一
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
観
測
値
が
得
ら
れ
な

い
よ
う
な
雨
量
計
又
は
雪
量

計
を
用

い
て
も
当

該
観
測
の
目
的
が
達
す

る
こ
と
が

で
き
る
と
き
に
お
け
る
最
小
値
数
は
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
、
気
象
業
務
法
施
行
令

(昭
和

二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十

一

号
。
以
下

「令

」
と

い
う
。
)
第

一
条

の
船
舶
が
第
四
条

の
規
定

に
よ
り
、

気
圧
、
気
温
及
び
水
温

の
観
測
を
行
う
場
合

に
お
け
る
最
小
位
数
は
気
圧

に

お

い
て
は
○

.
一
、、、
リ
パ

ー
ル
、
気
温
及
び
水
温

に
つ
い
て
は
○

・
一
度

(摂
氏
)
と
す

る
。

一

気
圧

気
圧
計
(
自
由
大
気
に
あ
つ
て
は、

ラ
ジ
オ
ゾ

一

ミ

リ
パ

デ、

メ

テ

オ

ロ

グ

ラ

フ

等
)

を

用

い

て
、

ミ

リ

-

ル
(

航

空

パ
,
ル
(
航
空
機
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
行

機
の
利
用

う
気
象
の

観
測
に
あ
つ
て
は、

ヘ

ク
ト
パ
ス

に
供
す
る

カ
ル
)

で
測
定
す
る。

た
め
に
行

う
気
象
の

観
測
に
あ

つ

て

は
、

一

ヘ

ク

ト

パ
ス
カ
ル)

二

気
温

温
度
計
又
は
気
温
を
測
る
こ
と
の
で
き
る
湿

一

度

度
計
(
自
由
大
気
に
あ
つ
て
は、

ラ
ジ
オ
ゾ
ン

デ
、

メ

テ

オ

ロ

グ

ラ

フ

等
)

を

用
い

て
、

度
(

三

蒸
気
圧

四

露
点
温

五

相
対
湿

⊥ハ

風
イ

風
向

ロ

風
速

ハ

風
力

七

降
水
量

摂

氏
)
で
測
定
す
る
。

湿
度
計
を
用

い
て
、
ミ
リ
バ
ー
ル
(航
空
機
の

利

用

に
供
す

る
た
め
に
行
う
気
象
の
観
測
に

あ

つ
て
は
、

ヘ
ク
ト
パ

ス
カ
ル
)
で
測
定
す

る

。

湿

度
計
を
用

い
て
、
度

(摂
氏
)
で
測
定
す
る
。

湿
度
計

(自
由
大
気

に
あ

つ
て
は
、
ラ
ジ
オ
ゾ

ン
デ
、
メ
テ
オ

ロ
グ
ラ

フ
等
)
を
用

い
て
、
パ

ー
セ

ン
ト
で
測
定
す
る
。

風
向
計

(自
由
大
気

に
あ

つ
て
は
、
測
風
気

等

)
を
用

い
、
又
は
目
視

に
よ
り
、
十
六
方

-

又
は

八
方
位

(自
由
大
気

に
あ

つ
て
は
度
)
で

測
定
す

る
。

風
速
計

(自
由
大
気
に
あ

つ
て
は
、
測
風
気

等

)
を
用

い
て
、
メ
ー
ト
ル
毎
秒
で
測
定
す
る
。

目
視

に
よ
り
、
気
象
庁
風
力
階
級
表
を
用

い

て
、
測
定
す
る
。

雨

量
計
又
は
雪
量
計
を
用

い
て
、
ミ
リ
メ
ー

ー
ミ
リ
パ

ー
ル
(航
空

機

の
利
用

に
供
す
る

た
め
に
行

う
気
象

の

観
測
に
あ

つ
て
は
、

一
ヘ
ク
ト

パ

ス
カ
ル
)

一
度
一
パ
ー
セ
ン

ト自
由
大
気

に
あ

つ
て

は

一
度

一
メ
ー
ト

ル

毎

秒
一
ミ

リ

メ

一67一



八

積
雪
の

さ
九

雲
イ

雲
量

ロ

雲
形

八

雲
の
高

さ二

雲
の
向

き
ホ

そ
の
他

の
状
態

十

視
程

十

一
蒸
発

十
二

日
照

間

十
三

日
射

イ

全
天

射
量

ル
で
測
定
す
る
。

雪
尺
、
積
雪
板

又
は
積
雪
計
を
用

い
て
、
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
測
定
す

る
。

測
雲
器
を
用

い
、
又
は
目
視
に
よ
り
、

十
分

比
で
測
定
す
る
。

目
視

に
よ
り
、
気
象
庁
雲
形
種
類
表

を
用

い

て
、
測
定
す

る
。

測
雲
器
若
し
く
は
測
雲
気
球
を
用

い
、
又
は

目
視

に
よ
り
、
メ
ー
ト
ル
で
測
定
す
る

。

測
雲
器
を
用

い
、

又
は
目
視

に
よ

り
、
入
方

位
で
測
定
す
る
。

目
視

に
よ
り
、
気
象
庁
雲

の
状
態
種
類

表
を

用

い
て
、
測
定
す
る
。

視
程
計
を
用

い
、
又
は
目
視

に
よ
り
、
気
象

庁
視
程
階
級
表
を
用

い
て
、
測
定
す

る
。

蒸
発
計
を
用

い
て
、
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
測
定

る
。

日
照
計
を
用

い
て
、
時

で
測
定
す

る
。

日
射
計
を
用

い
て
、
メ
ガ
ジ

ュ
ー
ル
毎

平
方

-
ト
ル
で
測
定
す
る
。

メ 一

跨
ロ

ト
ル

 

百

メ

ー
ト

ル

ー
ミ

リ

メ

ー
ト

ル

〇

二

時

O

・
一
メ
ガ

ジ

ュ
ー
ル
毎

平

方

メ

ー
ト

ル

ロ

直
達

射
量

ω

瞬
間

値
②

積
算

量

十
四

天
気

十
五

水
温

十
六

波
浪

イ

方
向

ロ

高
さ

ハ

周
期

二

そ
の
他

の
状
態

十
七

海
氷

状
態

十
八

船
舶

着
氷
の
状

日
射
計
を
用

い
て
、
キ

ロ
ワ
ッ
ト
毎
平
方
メ

ー
ト
ル
で
測
定
す
る
。

日
射
計
を
用

い
て
、
メ
ガ
ジ

ュ
ー
ル
毎
平
方

ー
ト
ル
で
測
定
す

る
。

目
視

及
び
聴
音
に
よ
り
、
気
象
庁
天
気
種
類

表
を
用

い
て
、
測
定
す
る
。

温
度
計
を
用

い
て
、
度

(摂
氏
)
で
測
定
す
る
。

目
視

に
よ
り
、
十
六
方
位

で
測
定
す

る
。

波
浪

計
を
用

い
、
又
は
目
視

に
よ
り
、
メ
ー

ル
で
測
定
す

る
。

波
浪

計
を
用

い
、

又
は
目
視
に
よ
り
、
秒

で

測
定
す
る
。

目
視
に
よ
り
、
気
象
庁
風
浪
階
級
表
及
び
気

象
庁
う
ね
り
階
級
表
を
用

い
て
、
測
定
す
る
。

目
視

に
よ
り
、
気
象
庁
海
氷
状
態
表
を
用

い

て
測
定
す
る
。

目
視

に
よ
り
、
気
象
庁
船
舶
着
氷
状
態
表
を

用

い
て
、
測
定
す

る
.

○
・〇

一
キ

ロ
ワ
ッ
ト

毎
平
方
メ
ー

ト
ル

〇

ニ

メ
ガ

ジ

ユ
ー
ル
毎

平
方

メ
ー
ト

ル一
度

O

・
五

メ
ー

ト

ル
一
秒
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2

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
金
属
製
温
度
計
を
用
い
る
と
き
は
ガ
ラ
ス
製
温
度

計
と
、
物
体
の
変
形
に
よ
る
湿
度
計
又
は
露
点
式
湿
度
計
を
用
い
る
と
き
は

乾
湿
球
湿
度
計
と
随
時
比
較
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第

一
項
の
気
象
庁
風
力
階
級
表
、
気
象
庁
雲
形
種
類
表
、
気
象
庁
雲
の
状

態
種
類
表
、
気
象
庁
視
程
階
級
表
、
気
象
庁
天
気
種
類
表
、
気
象
庁
風
浪
階

級
表
、
気
象
庁
う
ね
り
階
級
表
、
気
象
庁
海
氷
状
態
表
及
び
気
象
庁
船
舶
着

氷
状
態
表
は
、
気
象
庁
長
官
が
定
め
る
。

(昭
四
五
週
令
四
四

・
追
加
、
昭
四
六
運
令
二
・
昭
五
〇
週
令
五

五

・
昭
五
五
運
令
四
六

・
昭
六
〇
運
令
四

・
昭
六
二
週
令
六
二
・

一
部
改
正
)

第

一
条
の
三

法
第
六
条
第

一
項
第
三
号
及
び
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
運
輸

省
令
で
定
め
る
気
象
の
観
測
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

う
ね
の
間
又
は
苗
木
の
間
、
建
物
又
は
坑
道
の
内
部
等
特
殊
な
環
境
に

よ
つ
て
変
化
し
た
気
象
の
み
を
対
象
と
す
る
観
測

二

次
に
掲
げ
る
種
目
以
外
の
種
目
に
つ
い
て
行
う
気
象
の
観
測

イリ チ ト ヘ ホ ニ 八 口

気
圧
気
温
蒸
気
圧

露
点
温
度

相
対
湿
度

風
向
風
速
風
力
降
水
量

ヌ

積
雪
の
深
さ

ル

雲

オ

視
程

ワ

蒸
発
重

力

日
照
時
間

ヨ

日
射
最

多

天
気

三

臨
時
に
行
な
う
気
象
の
観
測

(
一
箇
月
を
こ
え
る
期
間
に
つ
い
て
行
な

う
観
測
で
あ

つ
て
、
地
上
の
岡

三
の
場
所
で

一
箇
月
に

一
回
以
上
行
な
う

も
の
を
除
く
。
)

四

令
弟

一
条
に
規
定
す
る
船
舶
以
外
の
船
舶
で
行
な
う
気
象
の
観
測

五

航
空
機
で
行
な
う
気
象
の
観
測

(昭
四
五
違
令
四
四

・
追
加
)

(観
測
施
設
の
届
出
)

第
二
条

法
第
六
条
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
観
測
施
設
の
設
置
の
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
気
象
観
測
施
設
設
置

届
書
に
観
測
施
設
を
設
置
し
た
場
所
及
び
そ
の
場
所
を
中
心
と
す
る
半
径
約

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
勢
を
示
す
略
図
を
添
え
て
、
設
置
の
日
か
ら
三

十
日
以
内
に
、
そ
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
区
域
と
す
る
管
区
気
象
台
長
、
沖

縄
気
象
台
長
、
海
洋
気
象
台
長
又
は
地
方
気
象
台
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
.
当
該
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

一
一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

観
測
の
目
的

因

観
測
施
設
の
明
細
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五

観
測
の
種
目
及
び
時
刻

六

観
測
の
開
始
期
日

2

法
第
六
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
観
測
施
設
の
廃
止
の
届
出
を
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
気
象
観
測
施
設
廃
止
届
書

を
、
廃
止
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
前
項
の
管
区
気
象
台
長
、
沖
縄
気
象

台
長
、
海
洋
気
象
台
長
又
は
地
方
気
象
台
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

一

氏
名
又
は
名
称

二三四五

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

廃
止
し
た
観
測
施
設

廃
止
の
期

日

廃
止
の
理
由

(
昭
三

一
週
令

三
九

・
昭
四
五
運
令

四
四

・
昭
四
七
週
令

三
二

・

昭
五
七
運
令

四

・
昭
六
〇
週
令

一
入

・
一
部
改
正
)

(船
舶
の
備
え
付
け
る
気
象
測
器
)

第
三
条

令
第

一
条
の
船
舶
は
、
航
海
中
、
次
に
掲
げ
る
気
象
測
器
を
備
え
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

船
舶
用
ア
ネ
ロ
イ
ド
型
指
示
気
圧
計
又
は
船
舶
用
振
動
式
気
圧
計

二

温
度
計

三

乾
湿
球
湿
度
計

(船
舶
安
全
法

(昭
和
八
年
法
律
第
十

一
号
)
第
四
条

第

一
項
第

一
号
及
び
第

二
号
に
掲
げ
る
船
舶
に
限
る
.
)

四

風
速
計

(船
舶
安
全
法
弟
四
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

船
舶
で
あ
つ
て
遠
洋
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
に
限
る
。
)

五

風
向
計

(船
舶
安
全
法
弟
四
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

船
舶
で
あ
つ
て
遠
洋
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
に
限
る
。
)

(昭
四
三
週
令
三
八

・
昭
四
五
運
令
四
四

・
昭
六
〇
週
令
四

・
一

部
改
正
)

(船
舶
に
よ
る
気
象
及
び
水
象
の
観
測
)

第
四
条

令
第

一
条
の
船
舶
は
、
東
は
西
経
百
六
十
度
、
西
は
東
経
百
度
、
南

は
緯
度
零
度
、
北
は
北
緯
六
十
五
度
の
線
に
よ
り
限
ら
れ
た
海
域
に
お
い
て
、

毎
日
グ
リ
ニ
ッ
チ
標
準
時
の
零
時
、
三
時
、
六
時
、
九
時
、
十
二
時
、
十
五

時
、
十
八
時
及
び
二
十

一
時

(そ
の
時
刻
が
、
当
該
船
舶
に
現
に
乗
り
組
ん

で
い
る
通
信
長
の
職
務
を
行
う
者
、
二
等
船
舶
通
信
士
の
職
務
を
行
う
者
又

は
三
等
船
舶
通
信
士
の
職
務
を
行
う
者
の
執
務
時
間
の
終
了
時
刻
と
な
る
場

合
で
あ
つ
て
、
そ
の
時
刻
の
観
測
の
成
果
を
観
測
後
直
ち
に
電
報
で
報
告
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
る
と
き
は
、

一
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
と
す
る
.
)
に
、

次
に
掲
げ
る
種
目
に
つ
い
て
、
気
象
及
び
水
熱
の
観
測
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
中
心
示
度
が
九
百
九
十
ミ
リ
バ
ー
ル
以
下
の
熱
帯
低
気

圧
の
中
心
か
ら
五
百
海
里
以
内
を
航
行
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
場
合
又
は

気
象
若
し
く
は
水
銀
の
状
況
が
異
常
で
あ
り
、
か
つ
、
航
行
上
危
険
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
観
測
の
時
刻
は
、
毎
正
時
と
す
る
。

一

気
圧

二

気
温

三

露
点
温
度

(前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
気
象
測
器
を
備
え
付
け
て
い
る
船

舶
に
限
る
.
)

四

風
イ

風
向

ロ

風
速

(前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
気
象
測
器
を
備
え
付
け
て
い
る
船
舶

に
限
る
.
)
又
は
風
力

五

雲

六

視
程
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七

天
気

八

水
温

九

波
浪

十

海
氷

の
状
態

十

一

船
舶
の
着
氷

の
状
態

(
昭
四
二
運
令
七
九

・
昭
四
五
運
令

四
四

・
昭
五

一
運
令

=

一
・

一
部
改
正
)

(船
舶
に
よ
る
観
測

の
成
果
の
報
告
)

第
五
条

前
条

の
船
舶
は
、
同
条
の
規
定

に
従

い
気
象

及
び
水
銀

の
観
測
を
行

っ
た
と
き
は
、
次

の
各
号

に
掲
げ
る
航
行
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
掲

げ
る
時
刻

の
観
測
の
成
果
を
、
観
測
後
直
ち

に
、
気
象
庁
長
官

の
定
め
る
形

式
に
よ
り
、
電
報

で
気
象
庁
長
官

に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
た
だ
し
、

そ
の
時
刻
が
当
該
船
舶
に
現

に
乗
り
組

ん
で

い
る
通
信
長

の
職
務
を
行
う
者
、

二
等
船
舶
通
信
士
の
職
務
を
行
う
者
若
し
く
は

三
等
船
舶
通
信
士
の
職
務
を

行
う
者

の
執
務
時
間

の
終
了
時
刻

で
あ

る
場
合

で
あ

つ
て
そ
の
時
刻

の
観
測

の
成
果
を
観
測
後
直
ち
に
電
報

で
報
告
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
、
又
は
そ

の
時
刻
が

こ
れ
ら

の
者

の
執
務
時
間
外

で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な

い
。

一

東
は
東
経
百
七
十
度
、
西
は
東
経
百
十
五
度
、
南

は
北
緯
十
度
、
北
は

北
緯
六
十

五
度

の
線

に
よ
り
限
ら
れ
た
海
域
を
航
行

し
て
い
る
と
き

(本

邦

(離
島
を
除
く
.
)

の
海
岸
か
ら

五
十
海
里
以
内

を
航
行
し
て
い
る
と

き
を
除
く

。
)

零
時
、
三
時
、
六
時
、
九
時
、
十

二
時
、
十
五
時
、
十

八
時
及
び

二
十

一
時

(観
測
の
時
刻
を

一
時
間
繰
り
上
げ
た
と
き
は
、
そ

の
時
刻
と
し
、
毎
正
時

に
観
測
を
行

っ
た
と
き
は
、
毎
正
時
と
す
る
ほ
)

二

東
は
西
経
百
六
十
度
、
西
は
東
経
百
度
、
南
は
緯
度
零
度
、
北
は
北
緯

六
十
五
度

の
線
に
よ
り
限
ら
れ
た
海
域

(前
号

の
海

域
を
除
く
。
)
を
航

行
し
て

い
る

と
き

零
時
、
六
時
、
十

二
時
及
び
十
八
時

(観
測
の
時
刻

を

一
時
間
繰

り
上
げ
た
と
き
は
、
そ

の
時
刻
と
し
、.
毎
正
時

に
観
測
を
行

っ
た
と
き
は
、

毎
正
時
と
す
る
.
)

2

前
項
の
場
合

に
お

い
て
、
組
を

つ
く

つ
て
同

一
の
行
動
を
と
る
船
舶
に
あ

つ

て
は
、

そ
の
中

の

一
の
船
舶
が
報
告
す
れ
ば
よ

い
。

3

前
条
の
船
舶
は

、
航
海
終
了

の
日

(国
際
航
海

に
従
事
す
る
船
舶

に
あ

つ

て
は
、
外
国
の
港

か
ら
最
初

に
本
邦

の
港
に
到
着

し
た
日
)
か
ら
十
日
以
内

に
、
気
象
庁
長
官

の
定
め
る
観
測
表
を
、
気
象
庁
長
官

に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
.

,

・

.

'

(昭

三

一
週
令

三
九

・
昭
三
二
週
令

二
三

・
昭
四
二
運
令

五
入

・

昭
四

二
運
令
七
九

・
昭
五

一
運
令
・=

丁

一
部
改
正
)

注

第

一
項
本
文

「気
象
庁
長
官

の
定
め
」

11
船
舶
気
象
報
規
則

第

三
項

「気
象
庁
長
官

の
定

め
」

11
船
舶
気
象
観
測
表
指
定

(航
空
機

に
よ
る
気
象

の
報
告
)

第
六
条

法
第

八
条
第

一
項
の
航
空
機
は
、
そ
の
飛
行
中
、
左

に
掲
げ

る
場
合

に
は
、
気
象
庁
長
官

の
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
気
象
の
状
況
を
も
よ
り
の
管

区
気
象
ム
日
長
、
、沖
縄
気
象
台
長

又
は
地
方
気
象
台
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
但
し
、
当
該
航
空
機

の
航
行

に
著

し
い
支
障
を
生
じ
て
い
る
場
合

は
こ
の
限
り
で
な

い
。

.
、・

一

気
象
庁
長
官

の
定
め
る
位
置
通
報
点
を
通
過
す
る
場
合

(当
該
位
置
通

報
点
を
通
過
後

三
十
分
以
内

に
、
航
空
予
報
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
予
報

の
範
囲
内

の
最
終
着
陸
地

に
到
着
す

る
場
合
を
除
く
。
)

二

気
象

の
状
況
が
他

の
航
空
機

の
安
全

に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

と
機
長
が
認
め

た
場
合

三

気
象
庁
が
航

空
機

の
利
用

に
適
合
す
る
予
報

及
び
警
報
を
行
う
た
め
に
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特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
要
求
し
た
場
合

2

前
項
の
航
空
機
は
、
前
項
各

一
号
に
規
定
す
る
最
終
着
陸
地
に
到
着
し
た

と
き
は
直
ち
に
、
そ
の
飛
行
中
に
お
け
る
気
象
の
状
況
及
び
前
項
の
報
告
の

内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
、
そ
の
地
を
管
轄
区
域
と
す
る
管
区
気
象
台
長
、

沖
縄
気
象
台
長
ま
た
は
地
方
気
象
台
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
は
、
当
該
最
終
着
陸
地
に
管
区
気
象
台

沖
縄
気
象
台
若
し
く
は
地
方
気
象
台
の
航
空
測
候
所
又
は
管
区
気
象
台
、
沖

縄
気
象
台
、
地
方
気
象
台
、
測
候
所
若
し
く
は
航
空
測
候
所
の
空
港
出
張
所

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
航
空
測
候
所
又
は
空
港
出
頭
所
を
経
由
し
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(
昭
三

一
週
令
三
九

・
昭
四
六
運
令
二

・
昭
四
七
運
令
三
二

二

部
改
正
)

注

第

一
項
本
文

・
第

一
号

「気
象
庁
官
の
定
め
」
11
な
し

(検
定
を
要
し
な
い
気
象
測
器
)

第
七
条

法
第
9
条
た
だ
し
書
の
運
輸
省
令
で
定
め
る
気
数
測
器
は
、
雪
尺
、

積
雪
板
並
び
に

一
国
盛
の
値
が
降
水
量
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
表
す
雨
量

計
及
び
雪
量
計
と
す
る
。

(
昭
四
五
運
令
四
四

・
昭
五
〇
運
令
五
五

・
一
部
改
正
)

第
二
章

予
報
及
び
警
報

(予
報
区
等

)

第
八
条

令
第

四
条

及
び
令
弟
五
条

の
運
輸
省
令

で
定

め

る
予
報
区
は
、
次

の

表

の
上
棚

に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

こ
れ
を
対
象
と
し

て
行
う
予
報
及
び
警

報
は
、
同
表

の
下
欄

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

全
国
予
報
区

(本

邦
全
域

(沿
岸

の

海
域
を
含
む
。

)を
範

囲
と
す

る
も

の
を

い
う
。
)

地
方
予
報
区

(
二
以
上
の
府
県

を

む
区
域

又
は

こ
れ
に
相
当
す
る
区

域

(沿
岸

の
海
域

を
含

む
。
)
を
範

囲
と
す
る
も
の

を
い
う
。
)

府
県
予
報
区

(
一
府
県
の
区
域

又
ま

こ
れ
に
相
当
す

る
区
域

(海

に
面

る
区
域

に
あ

つ
て
は
、
沿
岸
の
海

域
を
含
む
。
)
を
範
囲
と
す
る
も

を

い
う

。
)

地
区
予
報
区

(府

県
予
報
区
を

二
・

上

に
分
割

し
た

区
域

(海
に
面
す

区
域

に
あ

つ
て
は
、
沿
岸

の
海
域

を
含
む
。
)
を
範

囲
と
す
る
も

の

い
う
。
)

特
区
予
報
区
(気
象
庁
長
官
の
指

.

す
る
市
町
村
の
区
域
(海
に
面
す

週
間
天
気
予
報
及
び
季
節
予
報

天
気
予
報
、
週
間
天
気
予
報
、

予
報
及
び
波
浪
予
報

季
節

天
気
予
報
、
週
間
天
気
予
報
、
波
浪

予
報
、
気
象
注
意
報
、
地
面
現
象
注

意
報
、
高
潮
注
意
報
、
波
浪
注
意
報
、

気
象
警
報
、
地
面
現
象
警
報
、
高
潮

警
報
、
波
浪
警
報
、
海
氷
予
報
、
浸

水
注
意
報
、
洪
水
注
意
報
、
浸
水
警

警
報
及
び
洪
水
警
報

天
気
予
報
、
波
浪
予
報
、
海
氷
予
報

並
び
に
気
象
庁
長
官
の
指
定
す
る
地

区
予
報
区
を
対
象
と
し
て
行
う
気
象
.

注
意
報
、
地
面
現
象
注
意
報
、
高
潮

注
意
報
、
波
浪
注
意
報
、
気
象
警
報
、

地
面
現
象
警
報
、
高
潮
警
報
、
波
浪

警
報
、
浸
水
注
意
報
、
洪
水
注
意
報
、

浸
水
警
報
及
び
洪
水
警
報

天
気
予
報
、
波
浪
予
報
及
び
海
氷
予

報
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区
域

に
あ

つ
て
は
、
沿
岸
の
海
域

を
含
む
.
)を
範
囲
と
す
る
も
の

い
う
。
)

津
波
予
報
区
(海
に
面
す
る
二
以

の
府
県
を
含
む
区
域
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
区
域

(沿
岸

の
海
域
を

む
。
)を
範
囲
と
す
る
も
の
を

い

。

)

全
般
海
上
予
報
区
(東
は
東
経
百

十
度
、
西
は
東
経
百
度
、
南
は
緯

度
零
度
、
北
は
北
緯
六
十
度
の
線

に
よ
り
限
ら
れ
た
海
域
を
範
囲
と

す
る
も
の
を
い
う
。
)

地
方
海
上
予
報
区
(気
象
庁
長
官

指
定
す
る
海
域
を
範
囲
と
す
る
も

の
を
い
う
.
)

津
波
注
意
報
及
び
津
波
警
報

海
面
水
温
予
報
、
海
流
予
報
、

予
報
及
び
海
上
警
報

海
面
水
温
予
報
、
海
氷
予
報
、

予
報
及
び
海
上
警
報

海
上

海
上

(昭
三
一
違
令
三
九

・
昭
四
五
運
令
四
四
・
昭
四
七
週
令
三
二
・

昭
六
二
週
令
五
七

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

・
第
二
項
の
表

「気
象
庁
長
官
の
指
定
」
"
気
象
庁

予
報
警
報
規
程
第

二
条

(航
空
予
報
図
の
交
付
)

第
九
条

法
第
十
六
条
の
運
輸
省
令
で
定
め
る
航
空
機
は
、
航
空
法

(昭
和
二

十
七
年
法
律
第
二
百
三
十

一
号
)
第
六
十

一
条
又
は
第
六
十

一
条
の
二
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
無
線
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
航
空
機
で
あ

つ

て
、
同
法
第
三
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
航
空
路
を
航
行

す
る
も
の
と
す
る
.

2

法
弟
十
六
条
の
航
空
予
報
図
の
交
付
は
、
気
象
庁
長
官
が
指
定
す
る
気
象

官
署
に
お
い
て
、
申
請
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

(昭
三
二
運
令

二
三
・
本
条
全
改
、
昭
五
〇
週
令
三
九

・
一
部
改

正
)

(予
報
業
務
許
可
申
請
書
の
記
載
事
項
)

第
十
条

法
第
十
七
条
第

一
項
の
予
報
業
務
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
予
報
業
務
許
可
申
請
書
を
、
気
象
庁
長
官
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

予
報
業
務
の
目
的

四

予
報
業
務
の
範
囲

イ

予
報
の
種
類

ロ

対
象
と
し
よ
う
と
す
る
区
域
又
は
人

五

予
報
業
務
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
及
び
経
歴

六

観
測
施
設
の
概
要
及
び
そ
の
設
置
の
場
所

七

収
集
し
よ
う
と
す
る
予
報
資
料
の
内
容

、

八

通
信
施
設
の
概
要

九

天
気
図
そ
の
他
の
予
報
業
務
に
関
す
る
参
考
資
料
の
概
要

十

予
報
業
務
の
開
始
予
定
の
期
日

十

一

予
報
事
項
の
周
知
の
方
法

(昭
三

一
週
令
三
九

・
昭
五
七
週
令
四

・
一
部
改
正
)

(予
報
業
務
変
更
認
可
申
請
書
の
記
載
事
項
)

第
十

一
条

法
弟
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
予
報
業
務
の
目
的
又
は
範
囲
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の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

予
報
業
務
変
更
認
可
申
請
書
を
、
気
象
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

。
一二三四

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

変
更
に
係
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
実
施
期
日

変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

(昭
三
一
運
令
三
九
-・
昭
五
七
週
令
四

・
一
部
改
正
)

(予
報
業
務
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
書
の
記
載
事
項
)

第
十
二
条

法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
予
報
業
務
の
休
止
又
は
廃
止
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
予
報
業
務
休

止

(廃
止
)
届
書
を
、
気
象
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一二三四五

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

休
止

(廃
止
)
の
範
囲

休
止

(廃
止
)
の
期
日
及
び
休
止
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

休
止

(廃
止
)
を
必
要
と
す
る
理
由

(昭
三

一
週
令
三
九

・
昭
五
七
週
令
四

・
一
部
改
正
)

(
予
報
及
び
警
報
の
標
識
)

第
十
三
条

法
第
二
十
四
条
第

一
項
の
運
輸
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
表

の
上
棚
に
掲
げ
る
予
報
又
は
警
報
ご
と
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
と

す
る
。
た
だ
し
、
船
舶
に
対
す
る
暴
風
の
強
さ
及
び
風
向
の
警
報
事
項
に
関

す
る
方
法
は
、
別
に
定
め
る
。

天
気
予
報

気
象
注
意
報

旗

又
は
色
燈
を
用

い
る
。

吹
流
し
又
は
色
燈

を
用

い
る
。

気
象
警
報

津
波
注
意
報

津
波
警
報

円
筒

又
は
色
燈
を
用

い
る
。

鏡
音

又
は
サ
イ
レ
ン
音
に
よ
る
。

鐘
音

叉
は
サ
イ
レ
ン
音
に
よ
る
.

2

前
項
の
表
の
下
棚
に
掲
げ
る
方
法
の
細
目
は
、
気
象
庁
長
官
が
定
め
る
。

3

法
弟
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
暴
風
信
号
施
設
に
関
す
る
届
出
及
び

同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
気
象
庁
の
指
示
の
方
法
に
関
し
て
は
、
別
に
定
め

る
。

(昭
三

一
違
令
三
九

・
昭
五
一
週
令
四
二

・
一
部
改
正
)

注

第

一
項

「別
の
定
め
」
11
暴
風
標
識
規
則

第
二
項

「気
象
庁
長
官
の
定
め
」
11
予
報
警
報
標
識
規
則

第
三
項

「
別
の
定
め
」
H
暴
風
標
識
規
則
、
暴
風
標
識
あ
げ

お
ろ
し
通
知
電
報
規
程

第
三
章

無
線
通
信
に
よ
る
資
料
の
発
表

(無
線
通
信
に
よ
る
資
料
の
発
表
)

第
十
四
条

法
第

二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
無
線
通
信
に
よ
る
資
料
の
発
表
は
、

次
に
掲
げ
る
種
類
ご
と
に
、

一
定
の
呼
出
符
合
及
び
周
波
数
を
用
い
、
気
象

庁
長
官
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一二三四五

気
象
庁
国
際
地
区
気
象
無
線
通
報

気
象
庁
船
舶
気
象
無
線
通
報

東
京
ボ
ル
メ
ヅ
ト
無
線
電
話
通
報

気
象
庁
気
象
無
線
模
写
通
報

気
象
庁
気
象
衛
星
無
線
通
報

(昭
三
一
週
令
三
九

・
一
部
改
正
、
昭
三
三
週
令
三
八

・
本
条
全
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●

改
、
昭
三
四
週
令

一
五

・
昭
四
一
運
令

一
・
昭
四
四
週
令
六

・
昭

六
〇
週
令
四

・
昭
六

一
週
令
五

・
一
部
改
正
)

注

本
文

「気
象
庁
長
官
の
定
め
」
11
気
象
庁
国
際
地
区
気
象
無

線
通
報
規
則
、
気
象
庁
船
舶
気
象
無
線
通
報
規
則
、
東
京
ポ

ル
メ
ツ
ト
無
線
電
話
通
報
規
則
、
気
象
庁
気
象
無
線
模
写
通

報
規
則
、
気
象
庁
気
象
衛
星
無
線
通
報
規
則
等

(発
表
業
務
の
許
可
の
申
請
書
の
記
載
事
項
)

第
十
五
条

法
弟
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
気
象
の
観
測
の
成
果
を

無
線
通
信
に
よ
り
発
表
す
る
業
務
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
電
波
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三

十

一
号
)
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
無
線
局
の
免
許
を
受
け
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
免
許
状
の
写
し
を
添
え
同
条
同
項
の
無
線
局
の
免
許
を
受
け
て

い
な
い
と
き
は
、
同
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
有
無
を
付
記
し
て
気

象
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

六 五 四 三 二 一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

発
表
の
目
的
及
び
内
容

発
表
の
時
刻

業
務
の
開
始
予
定
の
期
日

観
測
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
及
び
経
歴

(昭
三
一
運
令
三
九

・
昭
五
七
週
令
四

・
一
部
改
正
)

(発
表
業
務
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
書
の
記
載
事
項
)

第
十
六
条

法
第
二
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
法
弟
二
十
六
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
同
条
第

一
項
の
業
務
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
気
象
庁
長
官
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一二三四五

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

休
止

(廃
止
)
の
範
囲

休
止

(廃
止
)
の
期
日
及
び
休
止
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
期
間

休
止

(廃
止
)
を
必
要
と
す
る
理
由

(昭
三

一
運
令
三
九

・
昭
五
七
週
令
四
・
一
部
改
正
)

第
四
章

検
定

第
十
七
条

法
第
五
章
の
検
定
に
係
る
気
象
測
器
の
種
類
、
構
造
、
検
定
公
差

そ
の
他
検
定
及
び
型
式
証
明
に
関
す
る
細
目
的
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

(昭
四
五
週
令
四
四

・
一
部
改
正
)

注

「別
の
定
め
」
‖
気
象
測
器
検
定
規
則

第
五
章

雑
則

(報
告
書
の
提
出
)

第
十
八
条

法
第
七
条
第

一
項
の
船
舶
は
、
毎
年

一
月

一
日
現
在
に
お
い
て
別

記
第

一
号
様
式
の
報
告
書
を
作
成
し
、
そ
の
月
の
末
日
ま
で
に
気
象
庁
長
官

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(昭
三

一
週
令
三
九

・
本
条
追
加
)

(身
分
証
票
)

第
十
九
条

法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
証
票
の
様
式
は
、
別
記
第
二
号
様
式

の
通
り
と
す
る
。
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●

(昭
三

一
運
令
三
九

・
一
部
改
正

・
旧
第

一
八
条
繰
下
)

(権
限
の
委
任
)

第
二
十
条

法
に
規
定
す
る
気
象
庁
長
官
の
権
限
で
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
管

区
気
象
台
長
、
沖
縄
気
象
台
長
及
び
海
洋
気
象
台
長
に
委
任
す
る
。

一

法
第
五
条
、
法
第
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
法
第
十
条
に
規
定

す
る
権
限

二

法
弟
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

2

法
弟
八
条
に
規
定
す
る
気
象
庁
長
官
の
権
限
は
、
管
区
気
象
台
長
及
び
沖

縄
気
象
台
長
に
委
任
す
る
。

3

法
に
規
定
す
る
気
象
庁
長
官
の
権
限
で
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
管
区
気
象

台
長
、
沖
縄
気
象
台
長
及
び
海
洋
気
象
台
長
も
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
五
章
に
規
定
す
る
権
限

二

法
弟
三
十
八
条
、
法
弟
三
十
九
条
及
び
法
弟
四
十

一
条
に
規
定
す
る
権

限

4

管
区
気
象
台
長
及
び
沖
縄
気
象
台
長
は
、
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
項
に

規
定
す
る
権
限
を
地
方
気
象
台
長
に
委
任
す
る
。

5

第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
権
限
は
、
地
方
気
象
台
長
も
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
。

(昭
四
五
週
令
四
四

・
全
改
、
昭
四
六
運
令

二
・
昭
四
七
週
令
三

二

・
一
部
改
正
)

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
施
行
の
日

(昭
和
二
十
七
年
十
二
月

一
日
)
か
ら
施
行
す

る
.
但
し
、
第
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
二
十
九
年
十

二
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
省 附
令
は 則
、

(昭
和
六
二
年
運
輸
省
令
第
六
二
号
)

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別記第1号 様式(第18条 関係)(昭31違 令39・追加 、昭45週 令44・一 部改正、昭60週 令4・全改 、

平元週令24・ 一 部改正)

気象業務法施行規則第18条 の報告書

年1月1日 現在 (会社名)

船 名 1.旅 客船

(ロ ーマ字) ※ 2.貨 物船

呼出符号 用 途 3.漁 船

航 路 4.そ の 他

総 トン数 トン

※ 1.遠 洋 区域 ※ 1.従 事 す る.

航行区域 2.近 海 区域 国際航海 2.従 事 し な い.

※ 1.ア ネ ロイド型気圧計 1.最 高 温度計

気 圧 計 2.振 動式気圧計 2.最 低温度計

3.液 柱 型水銀気圧計 3.電 気式 自記温度 計(

※ 1.水 銀 温度計 ※ 海面水温測定用)

温 度 計 2.電 気式温度計 その他の 4.手 持式風杯型風速計

3.ア ル コール温度計 気象測器 5.風 杯 型風速計

※ 1.百 葉 箱(通 風装置あり.) 6.風 車 型風速計

気温を測 に よ る. 7.風 向計

足する場 2.百 葉 箱(通 風装置なし.) 8.そ の他(測 器名 を記

合の温度 に よ る. 徹す ること.)

計の使用 3.振 り 回 す こ と に よ る.

状況 4.回 転 装置による.

5.携 帯 用通風型乾湿計の

通風筒 による.

※ 1.毛 髪 湿度計

湿 度 計 2.乾 湿球湿度計

※ 1.百 葉 箱(通 風装置あ り.) ※

露点温度 に よ る. 無線電話 1.有

を算出す 2.百 葉 箱(通 風装置な し.) の有無 2.焦

る場合の に よ る. 無禄通信

湿度3fの 3.振 り 回 す こ と に よ る. 士の数

使用状況 4.回 転 装置による. 人

5.携 帯用通風型乾湿計の 観測場所 平均吃水線からの高さ

通 風筒 による. の高さ

※ メー トル

海面水温 1.採 水 月バケツによる. 風速計の 平均吃水線からの高さ

の測定方 2.機 関 の冷却水による. 高さ

法 3.ペ イ ト タ ン ク に よ る. メ ー トル

※ アネ ロイド型自記気圧計 ※ 1.希 望 す る.

自記気圧 1.7日 用 の も の 国際観測 イ、 甲種

計 2.1日 用 の も の 通報船舶 ロ 、 乙 種

として の ハ、丙種

登録 2.希 望 し な い.

注(1)※ 印 の価 は、該当す る事項 の番号 をOで 囲む こと.

(2)国 際 観 測通報船舶と しての登録の側において、 甲種、 乙種及び丙種は、そ

れぞれ世界気象機関の技術規則 に定める甲種、 乙種及び丙種国際観測通報船

舶の 区分 によるものとす る.
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資 料3

「気 象 審 議 会 の 答 申 第18号 に つ い て 」



報 道 参 考 資 料

平 成4年3月23日

気 象 庁

気 象 審 議 会 の 答 申第18号 に つ いて

社 会の 高度情 報化 に伴 い、気 象 情報 に寄せ られ た国民 の 要望 は多様 化 して いる。 これ に対 し、 気象 の予測技術 も情 報処理 技術の活用

に よ り高度化が 進 め られ 、 また、 情 報 ネ ッ トワー クの構 築 等 に よ り情 報提供 手 段 も高 度化 して い る。 この ような状況 に鑑 み、気象庁 、

関 係機 関、 民間 気象 事業 者の 間 の役 割分 担 と連 携 ・協力 に よ り、 時代 の要 請 に適合 した気 象 情報 サ ービスの高 度化 を図 るため の指 針 を

求 め 、気象庁長 官 は、平成3年3月 、気 象 審議 会(会 長:町 田 直(財)日 本気 象協 会 会長)に 対 し諮 問 した。 気象審 議 会では 、 「気象

情 報サ ービス検 討 部会(部 会 長:鈴 木 次郎 東北 大学 名 誉教 授)」 を設置 、審議 を進 め た結 果 、 本 日、下記 にっ い て答 申 した。

ー

ベ
q∋
ー

記

1気 象審議 会 ・答 申第18号

社会 の高度 情報化 に適 合 す る気 象サ ー ビス の あ り方 にっ いて

2答 申の概要

(1)こ れ か らの気 象情報 サ ー ビス

国 民か ら気 象情 報に関 し寄せ られ る多様 な要 望 に 対処 し気 象情 報サ ー ビス を高 度化 す るた め には、 その 基礎 と して晴 、雨等 の天気

に 直接結び付 いた メ ソ(中 規 模)気 象 現象 につ いて の量 的 な予測 技術 を開発 す る必 要 が あ る。 この予測デ ー タ と各相 関連情報 を総合

的 に活用す るこ とで、利 用者 の 個 別的 な 目的 に応 え る様 々な付加 価値情 報サ ー ビ スの 発展 が 期待 され る。 これ らの情 報の提供 に あた

っては各種情報 ネ ッ トワ ーク等 の 活用 を図 り 「欲 しい時 に欲 しい情報 」の提 供 を求 め る国民 の要 望 に応 えて行 くこ とが課題 となる。

(2)官 ・民の役割 分担 に よる気 象 情報 サ ー ビスの 推 進

気 象庁 は、 防災気 象情 報及 び一 般 向け の天気 予 報 の発 表 を担 う。 前述の メ ンスケ ール 気象 現象 の量 的な予測 技術 を開 発 し、分 布図

等 画像情報 も活用 して これ らの 情 報の 拡充 を図 る こ ととす る。 一方 、民間 気象 事業 者 は 局地 的 な天気 予測や様 々な付加 価値情報 の加

工 あ るいは情 報メ デ ィア を活用 した情 報 提供 を受 け 持 ち、 上記 デ ー タを活 用 して 国民 の 高度 化 ・多様 化す る要望 に応 え るこ ととす る。

なお、民 間気象 事業者 の 提供 す る気 象 情報 を広 く国 民の 利用 に供 す るため には 、混 乱 の 防止 、情 報の質 の確保 等 が必要 とな る。 こ

の ため、米 国で実績 の あ る技 能検 定制 度 の活 用 を図 るこ と とす る。

(3)防 災情報に 関す る関係 機 関 との 連 携 ・協力 の強 化

気 象官署 と防災 関係機 関 の 情報 システ ム をオ ンライ ンで結 ぶ こ とによ り、情 報 提 供 の迅 速 化 、相互 のデ ー タ交換 等の 推進 を図 り、

防 災業務の 一層の 高度化 を図 るこ とが望 ま しい。

[本 件 の 問 い合 わ せ 先:総 務部企 画課 牧(内 線2227)]



気象 審議会 第18号 答 申

社会 の高 度情 報 化 に適 合 する気象サ ー ビス の あ り方 に つい て

要 旨

ー

o。
O

ー

気象情 報は様 々な社 会経 済活 動 に密接に結 び付 いた 情報 で あ り、予測 精度 の 向上 と とも に、 よ り詳細 で多様 性 に富 み、利用 者の 目的

に即応 した気象 情 報 を、必 要 に応 じて入手 した い とす る国 民の 要望 は大き い。 社会 の高 度情 報化 の もた らす様 々な情 報 システ ム、情 報

メデ ィアの活用 は 、 これ らの要 望に 対処 す る上 で 大 きな 可能性 をもた らす もの と期待 され る。気 象情報 に寄 せ られた多 様 な要 望に応 え、

科 学技 術の成果 を活 用 し、 情報化 社会 に相 応 しい気 象情 報 サ ー ビスの 実現 を図 って い くた め には、気象庁 の み な らず関 係機関 、民間 気

象 事 業者、相互 の緊 密 な協 力 ・連携 による総 合的 な気象 事 業 を展 開 してい く こ とが課 題 とな ってい る。

このため、 その役 割 分担 及 び協力 、連 携の あ り方 に 関す る基 本的 な指 針 と して 、気 象審 議 会 は以 下の よ うに答 申す る。

1.こ れカ・らの気 象情 報 サ ー ビス

国 民生活の多様 化 に伴 い、 よ りきめの細 か く精 度 の 高 い気象情 報、 また、 利 用者 の 個別 的 目的 に適合す る付 加価値 情報等 、気象 情報

に対 す る要望は 、一層 高 度化 、 多様化す る もの と考 え られ る。

今 後は、 よ り詳 細 な防 災気 象 情報 の提供 が 気象 庁 に と って大 き な課題 で あ り、 また 、 降雨 現象 、海陸風 等 、天気 現象 に直接結 び付 い

た メ ソ(rl:規 模)気 象 現 象 の量 的 な予測技術 を開発 し、 よ り群細 な気象 予測 の 実現 を図 る こ とが課題で あ る。

一 方、気象予測 技術 の 高 度化 に よ リ、利用 者の 個 別 的 目的に適 合す る局 地 的 な天 気 情 報 や気象 情報 を基に した付加 価 値情報 の高度化

等、 利用者の関 心の あ る地 域 の 「欲 しい時 に欲 しい情 報」 の入手 を可能 とす る情報 提 供体 制 の確 立が課題 で あ る。 画像 情報 を中心 と し、

これ ら多 品種 ・大量 の気 象 情 報 を、 各種 情報 ネ ッ トワー ク を活 用 し、個 々の 利 用 者 の必 要 に応 じて対話 方式 に よ り選択 的に提 供出来 る

体制 の整備 によ り利 用者 の 要望 に適 切に応 え て い くこ とも必要 で ある。一
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2.官 ・民 の役 割 分担 に よる気象 情報 サ ー ビスの 推進'

気象庁 は一般 向 けの 天気 予報の 作成 、 提供 とい う役割 を担 う。 その 情報 提供 に あた って は、従 来 の言 語情報 に加 え、 天気現象 に直接

結 び付 いた 中規 模 の気 象現象 の量 的 予測 技術 の 開 発 を進 め、 「メ ソ量 的予報 」 の実 現 を 目指 し、 その成 果 を地 図 ・図表等 、判 り易 い画

像 情報 と して提 供 す る ことで内容 を拡 充 す る こ と とす る。

これ を受 け、 利用 者 の個別 的 な 目的に 対応 した局 所的 な天気 予 測、付 加価 値 情報 の加 工等 、利 用者 の多様 なニ ーズへ の対応及 び各種

情 報 メデ ィア を活用 した情 報提供 は 、民 間気 象 事業 者 に委ね 、柔 軟性 に富ん だ 活力 あ る発 展 を期 す こ ととす る。

気象庁 は、基 礎 的 なデ ータの提供 等 で 民間 気象 事業 を支援 し、 気象 情報サ ー ビスの振興 を図 るこ と とす る。 一 方、気象情 報 は、国民

生活 に密接 に結 び付 いた情報 で あ り、民 間気 象 事業 者 が 自ら加 工 した 予測情 報 を公 表 し、一般 の 利用 に供 して い くため には、混 乱の防

止、利 用者 への 配慮 等 、適 切なル ール の 設定 が 必 要 となる。 この ため 、す で に米国 で実績 の あ る技能検 定制度 の 導入 と守 るべ き基本的

な規 範の設 定 を行 うこ とと し、 これ を前 提 に局地 的 な天 気予測 の 一般 への 公表 、テ レビの気 象番 組等 での柔軟 な解 説 を認 め るこ とで民

間気 象事業 の拡 充 ・振興 を図 り、 その 健全 な発展 を期す こと とす る。

3.防 災情 報に 関 す る関係機 関 との連 携 ・協 力 の強 化

気 象庁 は、警 報 ・注 意報等 、防 災気 象 情報 の 発 表の 責任 を担 う。前 述 の 「メ ソ量 的 予報」 の成 果 を基 に、地 図形式の 画像情 報等 を活

用 して、 これ ら防 災気象 情 報の 高度化 を図 る こ と とす る。

一方、地 方公 共 団体 を始 め とす る防災 関係 機 関 で は防災情 報 シ ステ ム の構築 等 、情 報処理 技 術の 導入 に よる業務の 高度化 が進め られ

て い るこ とか ら、 気象官 署 と防 災関係 機 関 の情 報 システム をオ ンライ ンで結 ぶ こ とに よ り、情 報提 供の 迅速化 、デ ータ交換 の拡充 に よ

る防 災情 報の 高度化 等 、防 災業務 の 一層 の 高度 化 を図 るこ とが 望 まれ る。



社 会 の高 度 情 報 化 に適 合 す る気 象 サ ー ビス の あ リ方 につ い て

ー

◎。
N

ー

気 象 庁

防災気象情報の充実/一 般 向け天 気予報 の充 実

＼

民 間 気 象 事 業 者

情報ニーズの多様化への対応/情 報入手手段の高度化への対応

総観現象に関する

予測

メソ現象に関する

量的予測

一般向天気予報の拡充

一 〇天気分布予報図

O時 系列 予報図

防災 気象情 報の高度化]
国際的データ交換/全 国規模 の観測

民間 気象事 業の拡充

○局地天気の予測

O付 加 価 値の加 工

Oメ デ ィアへの 適合

情報伝 達の迅速化

データ交換の拡充

配信事業の整備

〉

ニ ュ ー メ デ ィア へ の 適 合

O局 地 予 測(CATV等)

O利 用 目的 へ の 適 合

O欲 し い時 に欲 しい 情 報

合

混乱の防止と利用者への配慮

○ルールの設定

O技 能検定 制度の導 入

母

〉 TV気 象番組

○柔軟 な表現ヨ

＼

＼

＼

防災情報システムの活用

防 災 関 係 機 関

都市型災害への対応/防 災業務の高度情報化



気 象 情 報 サ ビ ス 検 討 部 会 委 員

1
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部 会 長 鈴 木 次 郎 東北大学名誉教授

部 会 委 員 山 本 欣 子(財)日 本情報処理開発協会常務理事

専門委員

〃

〃

〃

〃

〃

夫

彦

良

子

美

司
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輝

暢
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由

政
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石
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(関係行政機関)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

郎

夫

男

郎

明

晋

敏

幸

光

四

股

坂

澤

木

原

内

緒

石

三

鈴

市

古

三菱商事(株)食 料総括部部長

(財)日本気象協会常務理事

(株)ウェザーニューズ代表取締役社長

主婦(シャープ(株)生 活ソフ トセンター副主任)

NTTデ ータ通信(株)第 一公共システム事業部第一システム統括部長

東京放送報道局専任部長

農林水産省大臣官房技術調整室長

運輸省運輸政策局情報管理部情報処理課長(第1回)

〃 〃 〃 情報企画課長(第2回)

〃 〃 〃 〃(第3・4回)
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気象審議会諮問答申目録
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1 31.11.19 1 32.5.30 気象業務の改善方針に関する答申 蟻 山 政 道

2 33.1.21 2 33.9.11 農林水産業に関係する気象業務の整備方針に関する答申 ■

3 35.1.18 3 35.4.13 防災気象情報の伝達組織の強化と利用体制の向上に関する答申 会長代理 ・武藤勝彦

4 36.2.6 4 36.7.7 沿岸防災気象業務の整備方針に関する答申 蟻 山 政 道

5 37.7.17 5 39.5.8 航空機による気象観測にっいて 米 田 富士雄

6 39.10.26 6 41.5.27 今後の社会的要請に対応する気象業務のあり方およびその推進方策について '

6-2 39.10.26 6-2 42.7.13 今後の社会的要請に対応する気象業務のあり方およびその推進方策について β

7 41.5.17 7 41.9.22 航空機の航行安全確保のための航空気象業務の整備強化の方策について β

8 45.6.4 8 45.7.18 世 界気象監視(UUり:U。rldWeatherUatch)計 画 の一環 と して のわが国気象業務 の整備強化 について 松 尾 静 麿

9 46.3.23 9 46.7.20 気象業務整備5か 年(昭和47～51年 度)計画の大綱について ■

建議 45.11.9 50.3.26 気象衛星の長期構想について 宮 地 政 司

10 52.3.19 10 52.8.16 短時間予報体制強化の方針について 朝 田 静 夫

11 52.3.19 11 52.8.16 気象災害にかかわる気候調査研究体制整備の方針にっいて ■

12 52.3.19 13 52.11.24 第4次 地震予知計画に関する気象庁地震業務の将来計画にっいて ,

13 52.3.19 12 52.8.16 海洋観測システム整備とその成果の利用促進の方針について '

14 54.3.2 14 55.7.30 今後の航空気象業務整備に関する方針につb)て '

15 57.2.22 15 58.3.18 気象改変に関する長期的な対応について ■

16 61.2.24 16 61.5.22 今後の台風進路予報のあり方について 堀 武 夫

17 62.11.19 17 63.5.30 気象庁における地球科学に関する新たな研究及び技術開発の課題とその推進方策 ●

18 H3.3.7 18 H4.3.23 社会の高度情報化に適合する気象サービスのあリ方について 町 田 直



メ ン ス ケ ー ル 気 象 現 象 と は

雨、風 、気温 等 の天気 現象 は複 雑 な地域 分 布 を示 します 。 これ は天気現 象 が積 乱 雲、 海 陸風 、 レイ ンバ ン ド等、 地形 に強制 され た り、低気圧

等 の大規模 な気象 現象 か ら発 生 ・発達 の場 を与 え られて 生 じる、 よ りスケ ール の小 さな現象 の 影響 を受 けるか らです。 この ような数十 ～数百 キ

ロの大 きさの現象 を 「メ ソ(中 規 模)ス ケ ールの 気象 現 象」 と呼 び ます。 この ような メ ソスケ 一一ル の気 象現 象 とそれ に伴 った天気 分布 は、17

キ ロ間隔 で展 開 され たア メ ダス観 測、5キ ロメ ッシュの分 解能 の レー ダー観 測 な どの観 測 シス テ ムの整備 によ って、 その動 向を把握 す るこ とが

可能 とな りま した。以 下 にア メ ダス が捕 らえ た メ ンスケ ール の現象 の例 と して、 東京 に大 雷 雨 をもた らした雨域 の移 動 と、 日照 によ って 気温 が

上昇 し、海 風の領 域 が次第 に関東 平野 の 内陸 に広 が って い く様 子 を示 します。

雷 雲 に 伴 う 雨 域 の 移 動(1時 鵬

(格子は20キロ間隔)
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15時 17時



メ ン ス ケ ー ル 気 象 現 象 と は(続 き)

日 照 に よ る 気 温 の 上 昇 と 海 陸 風

風(矢 羽)と 気温(等 値線)

1
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平成2年

7月23日

2r'

6

内陸は夜間の冷却のため

気温が低 く、海岸が高い。

風は内陸の寒冷高気圧から

吹き出すため関東平野全域で

陸風が吹いている。

」イ

・◎

27x・

ノ ノ
「1

5/K

ll所

9時

内陸で気温が上が り始め

寒冷高気圧が弱まり

風向が乱れている。

関東南部の高温域に向かって

海風が入 り始めた。

二重破線は海風前線を示す。

12時

日射のため内陸の気温

が上が り、中部山岳に熱的

低気圧が形成され始めた。

海風前線はやや北上し

埼玉県にかかってくると共に

沿岸部で風が強まった。

関東北部の南風は中部山岳の

熱的低気圧に吹き込む谷風で

ある。

15時

内陸 の気 温 は ピー ク

にな り海風 と谷 風 が

っな が り、全体 的 な

南 風 とな る。海 風前

線 は埼 玉中部 に達 し

た。風 向 きの差 は少

な く、風 速差 が見 ら

れる。



現在の天気予報

こ れ か ら の 天 気 予 報

(メ ソ 量 的 予 報)
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社会の 高度 情報 化 に適 合す る気 象サ ー ビス

の あ り方 に つい て

(答 申)

は じめに

第1章 こ れ か ら の 気 象 情 報 サ ー ビス

1気 象 に 関 す る 予 測 情 報 の 利 用

1.1大 規 模 な 気 象 現 象 に 関 す る 気 象 情 報 の 動 向

1.2天 気 の 予 測 に 関 す る 気 象 情 報 の 動 向

1.2.1面 的 な 天 気 分 布 予 測

1.2.2局 地 的 な 天 気 予 測

1.3防 災 気 象 情 報 の 動 向

2気 象 情 報 を基 に した 付 加 価 値 情 報 の 活 用

2コ 災 害 対 策 用 情 報

2.2交 通 用 情 報

2.3産 業 用 情 報

2.4生 活 関 連 情 報

2.5気 象 解 説 の 充 実

3情 報 提 供 の 高 度 化

3.1リ クエ ス ト&リ プ ラ イ 方 式 の 情 報 提 供

3.2地 域 情 報 の 提 供

3.3デ ー タ通 信 の 利 用

4気 象 情 報 サ ー ビス を巡 る外 国 の 動 向

1

2

2

2

2

3

3

4

4

4

4

5

5

5

5

6

6

6

6

第2章 官 ・民の 役割 分担 に よる気 象情報 サ ー ビスの推 進

8

1官 ・民役 割分 担 の あ り方 につ いて8

1.1気 象 庁 の 役 割

1.1コ 防 災 気 象 情 報 の 発 表

1.1.2一 般 向 け の 天 気 予 報 の 発 表

1.1.3民 間 気 象 事 業 の 加 工 処 理 用 の デ ー タの 提 供

1.2こ れ か らの 気 象 事 業 に お け る 民 間 の 役 割

1.2.1気 象 情 報 の 各 種 メ デ ィ ア へ の 適 合

1.2.2局 地 的 な 天 気 予 測

1.2.3気 象 情 報 を基 に した 付 加 価 値 情 報 の 作 成

8

8

8

9

9

9

0

0

1.2.4各 種 情 報 化 施 策 に 対 応 した 応 用 気 象 情 報 の 提 供10

2民 間 気 象 事 業 の推 進 の た め にll

2.1気 象 庁 の 保 有 す るデ ー タ の 提 供 体 制 の整 備11

2.2混 乱 の 防 止 と利 用 者 へ の配 慮ll

2.2.1民 間 気 象 事 業 の 実 施 に あ た っ て 配 慮 す べ き 事 項11

2.2.2情 報 の 質 に関 す る判 断 材 料 の 提 供12

2.3予 報 業 務 の 許 認 可 制 度 の 運 用 の 見 直 し13

第3章 防災 情 報に 関す る関係機 関との連 携 ・協力 の強 化14

1気 象庁 にお け る防 災気象 情報へ の取組 み14

2防 災機 関 に おけ る防災情 報 システ ムの 活用14

3情 報 シ ステ ムの活用 と連携 ・協力 の強化14

3.1防 災気 象 情報 の伝達 の迅速化14

3.2防 災機 関 の保有 す る情報の警 報 ・注 意報 への反 映15

3.3防 災機 関 の監視 業務 等の支援15

3.4指 定河 川 の洪水 予報及 び警 報の推進15

おわ りに 16
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は じめ に

情報処 理 技術 の発 達 は、気 象業 務 に も大 きな影 響 を与 え、

その観 測、 伝達 、解析 並 びに 予測 手 法 の飛 躍 的 な技 術革新

が もた らされた。 また、 情報化 社 会 に お け る社 会 基 盤の整

備 は、 気象 情報 の伝達 の迅 速化 及 び 伝 達形 態 の多 様 化 を促

す ととも に、気 象情 報 を様 々に加 工 した付 加 価値 情 報の作

成 、提 供 に も道 を開いて い る。 一方 、 国民 の 情報 に 対す る

ニ ーズは 多様化 し、様 々 な行 動様 式 に 即 した 多様 な情報 が

求め られ る ように な って いる。 気象 情 報 は様 々な社 会経 済

活動 に密 接 に結 び 付 いて い るこ とか ら、 予測 精度 の 向上 と

ともに、 詳細 かっ 多様 な 、利用 者の 目的 に即 した 良質 の気

象 情報 を、 必要 に応 じて 入手 した い とす る国 民 の要 望 の高

ま りに応 え、高度 情 報化社 会 に適合 した 気象 情 報 サ ー ビス

の高 度化 を図 るこ とが重要 とな って い る。

これ まで も、 利用者 の 個 々の 目的 にか な っ た気 象情 報 を

作成 し、提 供す るこ とは主 と して気象 庁 長 官 か ら予 報業務

の許 可 を受 け た民 間気象 会社(以 下 「民間 気象 事 業 者」 と

いう)が 担 って きた。 また 、情 報 ネ ッ トワ ークの 展 開、付

加価 値情 報サ ー ビスの振 興等 高 度情 報化 社 会 の実 現 は、 民

間 の活躍 に負 う と ころが大 き い。今 後 の気 象 情報 サ ービス

の高 度化 に おいて も、 各種情 報 メ デ ィア を活 用 し、 多様 な

ニ ーズへ 対応す る上で 、民 間気 象 事業 者 に期 待 され ると こ

ろが大 き くなって い る。

ま た、警 報、注 意報 等、 防災 活 動 に資す るた めの 気象 情

報(以 下r防 災気 象情 報」 とい う)は 、気 象 庁 と関 係省 庁

及 び地 方公 共団 体等 防災 関係機 関 との連携 ・協 力 に よって

は じめて十 分 な 活用 が期 待 され るものが多 い。 それ らの機

関 に お いて も情 報化 の進 展 に伴 って それぞれ の業務 の高度

化 が進 め られ て い る。気 象庁 と関係機 関双方 の情報 化の実

態 を適 切 に反 映 させ て 、情報 交換の高 度化 ・効 率化 を行 う

こ とが課題 とな っ てい る。

気象 庁 は、 我 が国 に おけ る気 象事業 の中核 を担 う国家機

関 と して 、国 民 の生 命 と財産 の安全 を守 る防 災気象 情報及

び生活 の利 便 に共 通 に必 要 とされ る基 本的 な気 象情 報の提

供 業 務 を 自ら担 っ て きたが、 情報化社 会に相応 しい気象情

報サ ービス を実 現 す るため には、気象 庁、関係 機 関、民 間

気象 事業 者の 間 の 、社 会の高 度情報化 に即 した一層 適切 な

役割 分担 の設 定 と密接 な協力 ・連携 を進め る ことに よ り、

社会 の各 方 面の 要 請に 適切 に応 え てい くこ とが必 要 となる。

木 答 申は 、社 会 の高 度情報 化に適 合 した気象サ ー ビス を

実現 す るた めの 指 針 と して、社会 の高度情 報化 の進展 を踏

まえ、 諸外 国の 動 向 も参考 に して、気象庁 、関係 機 関、民

間 気象 事業 者の 連 携 ・協力 に よる総 合 的な気象 情報 サー ビ

ス を推 進す るた め の 方策 を提言 す るもので ある。

気象 情報 は、 実 況 情報 か ら、 数時間 先 を予測す る短時 間

予報 、2～3日 先 までの 天気 予報、週 間予 報か ら季節予 報

まで 多岐 にわ た って い る。 また、気象 庁の 発表す る情報 に

は、気 象情 報 の ほ かに 、地震 火 山情 報や海 洋情報 もある。

これ らの 情報 に 関 し、 予測精 度の 向上につ いて 高度情報 化

は その いずれ に も 大き く寄 与す るもので ある が、ニ ュー メ

デ ィア等 の活 用 は 、特 に実況 情報 か ら天気 予報 ま での短期



間 の気象情報の 提 供 に関 し、 極 めて大 きい な効 果 をもた ら

す もの と考え られ る。 この こ とか ら、本 答 申に お い ては短

期間 の気象情報 を中心 に今後 の 気象情 報サ ー ビス の あるべ

き姿 を検 討 した 。

第1章 これ か らの気象 情報 サ ー ビス

気象 現 象 の予 測技 術の 高度 化 、気象情 報に対す る利用 者

の 要 求の 多様 化 、社 会の 高度 情報化 の動 向等 を勘 案す る と、

今 後 、以 下 の よ うな点 を中心 に気象 情報の 提供、 利用 が進

む もの と考 え られ る。

l

q⊃
O

l

1気 象 に関 す る予測 情報 の利 用

1.1大 規 模 な 気象現 象 に関 する気 象情 報 の動 向

高 ・低 気 圧 、 台風等 大規模 な気 象現象 の動 向は、 天気 を

把 握 し、予 測 す る上で基 礎 とな るもの であ る。現 在 、気象

庁 か ら地 上 天気 図 、地上 予想 天気 図、衛 星画像 、天気概 況

等 が 提供 され、 広 く利用 され て いる。

大規 模 な気 象 現象 にっ いて は、数値 予報 の進展、 気象衛

星 デ ー タの活 用 等 によ り、2～3日 先 までの短 期予 報 を中

心 にか な りの 予 測精度 の向上 が実現 してい る。 今後 は、電

子 計算機 の 演 算処 理能力 の向 上 によ り、予想 時間 の延 長 と

一層 の精 度 向 上 が可能 であ る と期待 される。

1.2天 気 の 予測 に 関する 気象情 報の 動向

利 用者 が 直接 必 要 とす る気 象情報 は 、関心 を持 つ場所 に

おけ る 日照 、 降水 、気温 、風 、雷、 波浪等 の天気 の予測 に

関 す る情 報 で あ る。 この ため 、気象 庁 では、各種 の天気 予

報(確 率 予 報 を含 む)及 び警 報 ・注 意 報 を発表 して いる。

天 気 は、 基 本的 には高 ・低 気圧 等 大規模 な気象現 象の動 向

に支配 され る が、集 中豪 雨、豪 雪 、雷 雨、海 陸風 等の中 規

模 の気 象 現 象(以 下 「メ ソ現 象」 という)の 発現 に よ り複

雑 な 時間 ・空間 分布 を示 す。 最近 で は、ア メダス 実況値 、
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レー ダー ・アメ ダス合成 図等 が分布 図形 式の 画像 と して テ

レビで放 映され る よ うに な り、 視聴 者 が天 気 の分 布 の様 子

に 直接接す る こ とがで き るよ うに な った。 現行 の 天気 予 報

は、 この ような複 雑 な分布 を持 つ 現 象 を、 府 県な い しは そ

れ を数地 域 に区分 した範 囲に っ いて 、 主 と して 「晴 」 、

「雨」、 「一時 」 、r時 々」 「所 に よ り」 等の 数種 の言 語

で 表現 した もので あ り、利 用者 か らは地 域 的 にも 時間的 に

もよ り詳 細 でかっ 定量 的 な情報 の 提供 を求 め る要望 が 寄せ

られて い る。特 に、重 大 な気象 災 害 が予 想 され る場 合 に発

表 され る防災 気象 情報 に っい て、 よ り詳細 な情報 を提供 す

る ことが気象庁 に とって 大き な課題 となっ て いる。

最近 では、 前述 の メ ソ現 象 に関 す る研究 の 進展 、 ア メ ダ

ス観測網 等 によ る時間 的 ・空間 的 に密 な観 測 デ ー タの集 積 、

数値 予 報の精 度 向上等 に よ り、 これ らの現 象 に関 す る詳細

かっ定 量的 な予測 の実 現 の可能 性 が 高 まっ てき た。 一方 、

音 声 ・文字 によ る情報 提供 で は、 詳細 な情報 を作 成 して も

これ を利用者 へ伝 達す るこ とが難 しか った が、各 種 のニ ュ

ーメデ ィア等 を用 いる こ とに よ り、現 象 の地 域的 な分布 を

図示 した分布 図形 式の 画像情 報 と して、広 範 囲 の利 用者 に

迅 速 に伝 達 す るこ とが可能 に な った。 このた め、 気 象庁 で

は、個 々の 天気 要素 を支配 す る メ ソ現 象 にっ い て量 的予 測

の精 度 を向上 させ、防 災気 象情 報 の充 実強 化 を図 るため に、

当面 は半～1日 先程度 まで の予 測 を 目標 と して 「メ ソ量 的

予測」 の技術 開 発 を進 め てい る。 この メ ソ現 象の 予 測は電

子 計算機 システ ム上 で行われ 、 そ の結 果 は計 算機 可 読型 の

数 値デ ー タと レて出力 され る。 したが って、 その 出 力は詳

細 な防災 気象 情報 に活用 す るほ か 、天 気 の予 測情 報 や付加

価 値 情報 等 への 加 工 を情報処 理 システム上 で行 うため に直

接 利用 で き る.こ のデ ータは、様 々なメデ ィア を活用 して、

社 会 の高度 情 報化 に適 合 した各種気象 サ ービス を行 うため

の 基礎 デ ー タ と しての役 割 を担 うもの と期待 され る。天気

の 予1叫情 報 に 関 して言 えば、以 下の ような形 で利用 され る

こ とで 、 よ り詳 細 な天 気 予報 を求め る利用 者 の要望 に応 え

るこ とがで き る もの と考 え る。

1。2.1面 的 な天 気分 布 予測

現 在 、 アメ ダス の観 測 実況値等 を分布 図形式 で表 示 した

画像 がテ レビ等 で放 映 され て いる。 この よう に、分布 図形

式 で天気 の 予測 値 を表 示す る と、利 用者 は 自分の 関心 を持

つ場所 の 天気 予 測 をその 図か ら読み 取 るこ とが でき る。 し

たが って 、テ レ ビ等 で 放映 されれば汎 用性 の高 い予測情報

と して多 方面 で 利用 され るもの と考 え られ る。

1.2.2局 地 的 な天 気 予測

利 用者 が意思 決定 の 判断材 料 と して必要 とす る気象情 報

は、 関心 を持 つ 地点 上 の天 気の、時 間的 な推移の 予測 であ

る こ とが 多 く、特 定 の 地点 ご とに天 気要素 の時間 的 な推 移

の予 測 を グラフ 等 で示 す と利用 しやす い情 報 とな る。

個 々の 地点 に っ いて の 予測情報 に対す る需要が 、企業 等

を中心に 次第 に 顕 在化 し、 これ には主 と して民間 気象 事業

者が 対応 してき た。 今 後 は企 業の他 、 レジャ ー関 係 を含 め

て個 人か らの 需 要 も増 加す る もの と考え られ る。 また、C

ATV等 地 域 メ デ ィア の地域 発信情 報 と して、 「市 ・区単

位 の天 気 予測情 報」 の 提供 も期待 されてい る。 さ らに、局
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地 的 な天 気予測 を、行 事等地 域特 有 の生 活情 報等 と一体化

した付加 価値の 一層 高 い情報 が、 こ れ らの地 域 メデ ィアの

特 性 を活 か した情 報 と して活用 され る もの と考 え られ る。

また、 前述の 「メ ソ量 的予測 」 に、 対象 地域 周 辺 の地形特

性 、詳細 な観測 デ ー タ を加え て加 工 す る こ とによ り、利 用

者 が必要 とす る局 地 的 な天気 予測 をよ り高精 度 かっ 詳細 な

もの とす るこ とも可能 と期待 され る。

1.3防 災気象情 報 の勤 向

自然災 害に対処 す る上で気 象情 報 は 重要 な役 割 を担 って

いる。気象 庁は 、各種 警報 ・注 意報 、 台風 情報 等 防 災気 象

情報 の提供 を業務 の根 幹 と位 置付 け 、 その 充 実に 努め て い

る。 中で も レー ダー ・ア メダ ス合成 図 、降 水短 時 間予 報等

の 分布 図形式の情 報 は、特 に局 地的 に 発生 す る こ との 多 い

激 しい気 象現象 の状況 に関す る大量 の 情報 を、緊 急時 に、

一般の人 々に も判 り易 く的 確 に伝え る とい う点で 著 しい利

点 を持 って いる。 現在 、気 象庁 で は降 水短 時 間予 報 の精 度

向上 と併 せ、前述 の 「メ ソ量的 予測 」 の 開発 が進 め られて

お り、 さ らに、 これ らの 予測結 果 を用 い て、 洪水 、 土砂 災

害等の気 象災害 への 対応 に資 す る具 体 的 な防 災気 象情 報 を、

分布 図形 式の画像 情 報 として 、一般 国 民へ 具 体的 に判 り易

く伝 えるため の技術 開発 に も取 り組 ん で い る。 また 、気象

庁 では、台風 の動 向に 関連 した確 率予 報の 提供 等 も検 討 し

て い る。 これ らの情 報 の今後 の活 用 が期待 され る。

なお、 この よ うな情 報の作 成 と活用 に 当た っては 、防 災

関係 機関 との一層 の連 携 ・協力 が望 まれ る。

2気 象 情報 を 基 に した付加 価値情 報 の活用

気象 情 報 は多 くの分 野 で利用 されて いるが 、社会 経済 活

動 、 国民 生 活の 多様 化 に伴 い 、気象情 報利 用へ のニ ーズ も

多 様化 して お り、 その 傾 向は今 後一層進 む もの と思 われ る。

数値 予 報 、降 水短 時 間 予報及 び前節 で述べ たメ ソ量的 予

測 等 の予 測結 果 は 、計 算 機可読 型のデ ー タと して提 供す る

と利 用 目的 に応 じて加 工す るこ とが容 易で あ リ、利 用者 の

多様 な要 望 に応 え るため 、気象 デ ータ を様 々に加 工 した付

加 価 値情 報 の活 用 が進 む もの と考え られる。具体 的 には次

の よう な もの が考 え られ る。

2.1災 害 対 策用 情 報

近 年の 災 害形 態 の 変化 、特 に都市型 災害の増 大 は、防 災

管理 責任 者 の業 務 を一層 高度かつ重 要 なもの としてい る。

この ため 、 地方 公 共 団体 を始め とす る各防 災機 関 は防災 情

報 システ ム を導 入 して監視業 務 の高 度化 を図 る ように な っ

て きた。 最 近 で は、洪 水 、浸水等 の シ ミュ レー シ ョンや 具

体的 な被 害 の 予測 を行 う被害予測 シス テムの 開発 も進 め ら

れ て いる。 気象 デ ー タは、 これ らの予測 の基 礎 とな る入力

デ ー タで あ り、気 象庁 の デ ータがこれ らの防 災 システ ムに

お いて高 度 に 活用 され る ことが期待 され る。

2.2交 通 用 情 報

気象現 象 の 予測 は、船 舶及 び航空機 の安 全の ため のみ な

らず、経 済 的 な航 路 又 は航空 路の選定 等 に も活用 され て き

た。数 値 予報 の 格子 点 値 を利 用す るこ とで、 これ ら最 適航

路 解析 が 高度 化 され る もの と期待 され てい る。鉄 道 、道路
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交通 等の内陸 交通 では 、特 に路 線 沿 いの情 報 を統 合 的 に収

集 ・処 理す る情報 ネ ッ トワ ー ク システ ムの導 入 が進 め られ

て いる。雨、風 、雪 等 の気 象 予 測デ ー タは 、 これ らの シス

テ ム を活用 した管理 業務 の 高 度化 に 資 す るもの で あ る。

な お、 交通機 関の 利用 に 当た って は 、出発 点 のみ な らず 、

経 由地、 目的地 の気象 情 報 が必 要 とな る。任 意の 地 点の 情

報 を容 易に取得 で きる情 報 シス テム へ の期待 も大 き い。

2.3産 業用 情報

農業 にお いて も情 報 シ ステ ム の導 入 によ る関連 デ ー タの

即 時的 な提供体制 の 整備 が 進 め られ 、 また各 相育成 管理 シ

ミュ レー ションモデル の 開 発 も行 わ れ てい る。気 温 を中心

とす る気象情報 は、 これ らの情 報 システ ムに お いて様 々に

活 用 され るもの と期 待 され る。

電力 事業 において は、 気 温 予測 が電 力 の需 要予 測 にお け

る一つ の要因で あ り、 その 精 度 向上 が求 め られて い るほ か、

雷 雨 予測 の精度 を向上 させ 、 保 守 ・管理業 務 を高 度化 す る

こ とも重要 な課題 で あ る。

情 報化 は産業 界 で も活 発 に 進 め られ てい るが、 最近 は、

特 に流通 業 を中心 に、情 報 ネ ッ トワー クの形成 と結 合 した

戦 略情 報 システ ムの 導 入 が進 め られ て お り、 市場 予測 の 入

力 デ ー タの一つ と して気 象 情 報 が注 目されて い る。 企業 活

動の 意思 決定 に資す る とい う広 い意 味 での戦 略情 報 システ

ムの導 入 と、 それ に伴 う気 象 情 報の 高度利 用 は、 今 後製 造

業 を含 め広 く産 業界 全 体 へ普 及 して 行 くもの と思 わ れ る。

2.4生 活 関 連 情 報

洗 濯 の 可 否 、 傘 の 要 不 要 、 花 粉 症 へ の 対 応 等 様 々 な情 報

が 天 気 予 報 を 基 に 作 成 さ れ 、 テ レビ 等 で 提 供 さ れ る よ う に

な っ て い る 。 特 に 、 生 活 に密 接 に 結 び 付 い た 地 域 メ デ ィ ア

の 普 及 は 、 気 象 デ ー タ を基 に加 工 す る 生 活 情 報 の 多 様 な ニ

ー ズ を顕 在 化 しっ っ あ る
。

利 用 目的 に 即 した 判 断 基 準 も また 多 様 に な っ て い る。 例

え ば 、 マ リ ン ス ポ ー ツ 、 ス カ イ ス ポ ー ツ 等 で 必 要 と され る

風 情 報 に し て も 、 使 用 す る機 種 、 利 用 者 の 熟 練 度 等 に 応 じ

て そ の 判 断 基 準 が 異 な る よ う に 、 個 々 の 利 用 者 の 目的 に 対

処 した 付 加 価 値 情 報 へ の 要 望 は 今 後 一 層 増 加 す る も の と思

わ れ る 。

2.5気 象 解 説 の 充 実

天 気 予 報 の み な らず 気 象 現 象 そ の も の に 対 す る 一般 の 関

心 も 高 く、 テ レ ビ局 の 積 極 的 な取 組 み も あ り、 気 象 解 説 は

人 気 番 組 と な っ て い る。 計 算 機 可読 型 の デ ー タは 、 画 像 処

理 技 術 に よ り活 用 さ れ 、 例 え ば 、 天 気 図 の 動 画 化 、3次 元

画 像 等 さ ま ざ ま な 映 像 手 法 を用 い た 気 象 解 説 資 料 と して 、

視 聴 者 の 一 層 の 理 解 を 進 め る た め に 利 用 さ れ る も の と期 待

さ れ る 。

3情 報提 供 の 高 度化

社会 の 高 度情 報化 に伴 い展 開 され て いる様 々な情報 ネ ッ

トワー ク を用 い る と、 画像情 報 を中心 とす る多 品種 ・大量

の情報 を、 対話 方 式 に よ り個 々の利用 者 の必 要に応 じて選

択 的 に提 供 す る事 が 可能 にな る。特 に、地 域 メデ ィア等の

展 開 は、 地 域情 報 の発 信能 力の拡 大 とい う点 で期待 され る。
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また、デ ー タ通信 の 拡充 は付 加価 値情 報へ の利 用 に お いて

も利 す る所 が大 き い。

これか らの気 象 情報 サ ー ビスの展 開 に 当た って は、 以上

の利 点 を活用す る ことで 、基本 的 にはr欲 しい時 に欲 しい

情報」 の入手が 可 能 とな る情報 提体 制 を確 立 す る こ とが課

題 となる。

3.1リ クエス ト&リ プラ イ方式 の情報 提供

テ レビ等 のマ スメ デ ィアは 、きわ めて多 数 の 国民 に情 報

を提 供 し得 る重要 な情 報 提供手 段で あ る一面 、 その 提供 時

刻 は定ま ってお り、 内容 も一般 向け の ものに 限 られ て い る。

必要 な時に、特 に関心 の あ る情 報 を選 択的 に 入 手 した い と

いう利用者 の要望 は かね てか ら多か った。 電 話 に よ る17

7サ ービスは、 その よ うな利用 者の要 求 に応 え て提 供 され

て い るもの であ り、広 く利用 されて い る。 いわ ゆ るニ ュ ー

メデ ィアの展 開は 、 この よ うな リクエス ト&リ プ ライ方 式

によ る情報の選 択 的提供 能力 を大き く拡大 す る もの で あ り、

電話 では伝達 でき なか った 画像 情報 を中心 に 、様 々な情 報

提供 サー ビス を可 能に し、 「欲 しい時 に欲 しい情 報 を」 と

いう利用 者の よ り高度化 す る要望に応 えて い くもの と期 待

され る。各 地の 天気 予 報 一覧 に加え、 降水 短 時間 予報 、天

気分布予 報図や 局 地的 な天 気 予測情報 等が 主 と して利 用 さ

れ るもの と考え られ、 フ ァクシ ミ リネ ッ トワー ク及 び ビデ

オテ ックス を中心 に今後 大 き く発展 して い くもの と期 待 さ

れ る。

3.2地 域 情 報 の 提 供

例 えば市 区町村単 位 程度 の局 地的 な情報 を作成 し、 それ

を一般 の住 民 に伝達 しよ う と して も、 これ まで は、 その伝

達 手 段 は限 られ て いた。 現在 、CATVを 中心に 地域 メデ

ィ アの展 開 が進 め られ てい るが 、これ らは、 市 ・区 を基本

的 な単位 とす るもの で あ り、 自分 の住 む地域 の情報 を即 時

的 に提供 ・入手 す る手段 が実 現す る こ とに なる。 自分の市

の天 気予 測 の よ うな局 地 的 な気象情 報 も一般 市民が 容易 に

入手 で き る手段 が整 え られ る ことを受 け、質 の高 い局地 的

な天 気予 測情 報 の提 供 に期待 が寄せ られ てい る。

3.3デ ータ通 信の 利 用

気 象情 報 は、 各種 の情 報 と結 合す る ことに よ リ、流 通等

の企 業戦 略情 報 等様 々 な利用 目的に応 じた 情報 に加工処 理

で き る。 情 報処 理 システ ムの普 及に伴 い、 気象情 報 を加 工

処 理 用の デ ー タの形 で入 手 し、 自らの 計算機 で利 用 した い

とい う要 望 が大 き くな ってい る。パ ソ コン通信等 のデ ー タ

通 信機 能 の活 用 は、 この よ うな利 用 目的 に応 じたデ ータの

利 用 に 当た って も有効 な手段 とな るもの と期待 され る。

4気 象情 報 サ ー ビスを巡 る外 国の動 向

気象 情報 サ ー ビス のあ り方は 、気象 情報 へのニ ーズ 、 メ

デ ィアの整 備 状況 等の 実情 に応 じ、国 に よって様 々で あ る。

熱 帯 のハ リケ ー ン、集 中豪雨 、 大雪等気 象現 象の 多様性 、

気 象現 象 に よ る災 害 の重 大性 、産 業面 での 気象情 報の活 用 、

民 間気 象 事業 者の 活躍 、 計算機 ネ ッ トワークやCATVの

普 及等 、我 が 国 との類 似 した点 や我が 国の今 後 を示唆す る

点 が多 く、 これ か らの気 象情報 サ ービスの あ り方 を検討 す
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るに 当た って参 考 に な るのは 米国 で あ る。

米 国 にお いては 、国 の気 象機 関 で あ る海洋 大 気庁 が、 気

象衛 星、 レーダー、 地上 観測 システ ム 等 基幹 的観 測網 の 近

代化 を進 め、防 災気 象情 報等 の 充実 を図 る と とも に、予 報 ・

警 報 のみ な らず観 測 デ ー タ ・数値 予 報 の結 果 等、 豊 富な 情

報 を広 く利用 に供 して いる。 この情 報 を活 用 して民間 気 象

事業者 が、各 相 メデ ィ アへの 提供 、 付加 価 値情 報 の作成 等 、

活 発 な事業 を展 開 して いる。 この よ うな官 ・民の 役割 分担

と協調 の 下で、国 民 は、CATVの 天気 予 報 専用 チ1ヤンネ

ル や デー タ通信 に よる気象 情 報提 供 をは じめ、 多種 多様 な

サ ービスの 中か ら必 要 なサ ー ビス を選 択 す る こ とが可能 と

なって い る。

.米国 では、我 が 国 と同様 に気 象現 象 が重 大 な 災害 をもた

らす こ とが多 く、 防災気 象情 報 が重 要 な役 割 を担 って いる。

しか し、民間気 象 事業者 に よ る警報 の 発表 に 法的 制約 が な

いため、 一部の 民間 気象 事業 者 が気 象局 発 表 の防 災気 象情

報 と異 なる内容 の予報 を発表 し、 住 民 をパ ニ ックに陥 れ る

とい う問題 が発 生 して いる。最 近 、 気象 局 で は政 策声 明 を

発表 して警報 の公 式発 表 元は気 象局 で あ るこ と を訴え る等 、

対応 に苦慮 して い る。 この こ とは、 民間 気象 情 報 サ ー ビス

に おいて、防 災気 象情 報 にっ いて慎 重 な配慮 が 必要 で あ る

こ と を示唆 して いる。

天気 予報等 の気 象情報 サ ー ビスに つ いて も特 段 の制約 は

ない。 しか し、気象 コ ンサル タ ン ト、テ レ ビ ・ラ ジオの 気

象 キ ャス ターにっ いて 、ア メ リカ気 象 学 会等 が 民間 資格 制

度 を設 けて お り、利 用者 がサ ー ビス の質 を判 断 す るに あた

って の有 効 な判 断材 料 と して機 能 して いる。 気 象 キ ャス タ

ーの資格 は
、 単 に 気象 学的 な知 識のみ ならず プ レゼ ンテ ー

シ ョ ンの 能力 等 も 含め て審査 が 行なわれて お り、 放 映に 当

た っては 画面 に 資格 保持 者 であ ること を表示 す る等、視 聴

者 は 予報や 解 説の 質 を容 易 に判断す るこ とが でき る。気 象

コ ンサル タ ン トにっ いて は、 資格保有者 の リス トが公表 さ

れ て お り、 利用 者 は その 中か ら自分の求 めに適 した専門 家

を安心 して選 ぶ こ とがで き る。

な お、 最近 で は 欧州 に おい ても民間気象 事業 の進 展が 見

られ 、 これ に伴 い 、資 格制 度の 導入が各国 で検 討 されて い

る。
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策2章 官 ・民 の役割 分 担 に よ る気象 情報 サ ー ビスの 推進

1官 ・民役割分 担の あ り方 に つ いて

社 会の 高度 情報 化 に適 合す る気象 情報 サ ー ビス を実現 す

るためには、 各相 情報 メ デ ィア を活用 し多 様化 した ニ ーズ

に対応 す る適切 な情報 提供 体 制 を確 立 す る こ とが 重要 な課

題 となる。 この よ うな多 様 な サ ー ビス の実施 に 当た って は

民 間部門 の役割 に期 待す る とこ ろが大 き い。 一 方 、 「防 災

気象 情報 」及 び国 民の 公共 の利 便性 を確 保 す るた めに必 要

なナ シ ョナル ・ミニマ ム としての一 般 向け の天気 予 報(以

下 「一般 向 けの天気 予報 」 とい う)は 気 象庁 が提 供 す べ き

であ る。 情報化 社会 に お ける気 象情 報サ ー ビス は、 気象 庁

と民間気 象事業 者 との緊 密 な連 携の 下 に進め るこ とが必 要

であ リ、両者 の役割分 担 に よ り気象 事業 を推 進 して い くこ

とが望 まれ る。

臨時行 政改革 推進審 議 会 も、 公的サ ー ビス にっ い ては 、

「政府 は最低限提 供す べ きサ ー ビス の確保 を前提 に 、提 供

され るべ き対象 と水準 の 決定 に 責任 を負 い、 サ ー ビス 自体

の生産 は、で きる限 り民 間で 行 え るよ うにす べき で あ る。」

と指摘 してい る ところで あ る。

1.1気 象庁の 役割

気 象 事業 の遂行 ・発展 に は、 国際的 なデ ータの交 換 とそ

の成 果 を用 いて行 う種 々の規 模 の数値 予報 の実施 の ほ か、

数 値予報モ デル を始め とす る各種 の先 端技術 開発 が 基本 的

に必 要で ある。国 際気象 組織 は国連 の 専門機 関 に よって 行

われ 、その加 盟 は国 を単位 と して い る。 また、先 端技 術 開

発 には超 高 速電子 計算機 等 に長 期間 に お よぶ 多大 な経 費 を

要す るこ とか ら、 これ らにつ いては気 象庁 が 担 当す る必 要

が あ る。 な お、上 記研 究 ・開発 に 当た っては 、関連 学界 と

の緊 密 な連 携 の 下に総 合 的に進め る こ とが 適 切で ある と考

え られ る。

気象 情 報 の提 供 という観点 か らは 、気 象庁 は、 国民の 生

命 と財産 の安 全 を守 るための 「防災気 象情 報 」及 び国民の

公共 の利 便 性 を確 保 す るためにナ ショナル ・ミニマ ム と し

て提 供す る 「一般 向けの 天気予報 」の 発表 を 自らの 業務 と

して 担 って いる。 気 象情 報の提供 に係 る気 象庁 の役割 に関

して 、今 後 の あ り方 としては以 下の ように 考 え られ る。

な お、 以上 の 役 割 を果たす ために は、 人的 ・財 政的 な条

件 整備 の た めに 気 象業 務全体 にわた る一層 の効 率化 等が 前

提 とな るの は い うまで もない。

1.1.1防 災 気 象情 報 の発表

防災 情報 は、 行政 機 関の責任 によ って発 表 され るべき重

要 な情報 で あ る。特 に緊 急時 におけ るパニ ック防 止 等か ら

一 元的 な提 供 が 強 く求 め られ る もので あ り、今後 とも防災

気象 情報 の 発 表 は気 象庁 が責任 をも って行 うこ とが必 要で

あ る。防 災 気 象 情報 の あるべ き姿 にっ いて は次章 で扱 う。

1.1.2一 般 向 け の 天 気 予 報 の 発 表

天 気 予 報 等 気 象 情 報 は 生 活 に 密 接 に 結 び付 い た 情 報 で あ

り、 気 象 台 が 発 表 す る 一 般 向 け の 天 気 予 報 は 、 広 く国 民 に

親 し ま れ て き た 。 情 報 化 社 会 に お い て も 、 ナ シ ョナ ル ・ミ

ニ マ ム を 確 保 す る 観 点 か ら、 一 般 向 け の 天 気 予 報 の 作 成 は 、



気象庁 が担 当す る こ と と し、従 来の 言語 形 式 に よる天 気 予

報 に加え 、先 に述 べ た 「メ ソ量的 予測 」 に基 づ く 「天気 分

布 予報図」 及び 「地域 ご との 時系列 予 報」 を提 供 す るこ と

に よ り、高 度情 報化 社 会 に相応 しい内 容 の拡 充 を図 るこ と

が適 当 と考 え られ る。 両者 に よ リ、 利用 者 は 関心 を持つ 場

所 の天気 の おお よ その 推移 を把 握 でき る もの と考 え られ る。

さ らに 「天気 分布 予 報 図」及 び 「地 域 ご との時 系 列予 報」

の発表 は以 下の よう な役割 をも果 たす もの と考 え られ る。

を用 いて加 工す る ことに よ り、情報 を作成 す るこ とが合 理

的 と考 え られ る。 気象庁 の 「天 気分布 予報図」及 び 「地 域

ごとの 時系 列 予報 」は標 準 的 な情報 と して、民間気 象事 業

者の 提供 す る様 々な気象 情報 の質 を判断す る上での 基準 と

な る。 この ように基 準 とな る情報 がテ レビ等 を通 して広 く

提 供 され て い る ことは、 民間 気象事 業者間 の質の競 争 を促

進 す るの に役 立 っ と考え られ ることか ら、 気象情報 サ ー ビ

スの水 準 を確 保 す る意 味 で国 民の利益 にか な うもの であ る。
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① 防 災気象 情 報 の理解 の促進

気象情 報 は常 に防 災情 報 と しての 面 を持 っ て い る。 警 報 ・

注 意報 を補足 す る分布 図形 式の 情報 と同一 の 表現 形 式の情

報 が、 平常時 か ら一般 向け天 気 予報 の一 環 と して 、国 民の

目に触れ て いる こ とに よ り、緊急 時 に おけ る国 民 の防 災情

報 への十 分 な理 解 を期 待 す る こ とが でき る。

② 基本 的な気 象 情報 の 全国 的 な提供

情報化 の進展 の 度合 い は全 国的 に見 て 一様 で は ない。 気

象情 報に 関 して も、直 ち に民 間気 象事 業者 の 参 入 を期待 す

るこ とが 難 しい地域 も存 在 す る と考 え られ る。上 記 「天 気

分布 予報 図」及 び 「地域 ご との 時系 列 予報 」 程度 の気 象情

報 は、今後 の社会 生活 に おいて 標準 的 に要 求 され る情 報 と

して気象庁 が全 国均 一 に提供 す るこ とが適 当 と考 え られ る。

③ 民間気象 事業 の サ ー ビス水 準の 確保

民間 気象 事業 で は、気 象庁 の 提供 す る数 値 予報及 びメ ソ

量的予 測 を基本 的 なデ ー タ と し、 これ らに局 地 的 な要 因等

1.1.3民 間 気 象 事 業 の 加 工 処 理 用 の デ ー タ の 提 供

従 来 、 気 象 庁 は 様 々 な デ ー タ を総 合 的 に 判 断 して 、 自 ら

が 責 任 を持 つ 情 報 と し て 予 報 、 警 報 等 の 情 報 の 提 供 を行 っ

て き た 。 気 象 庁 は 、 今 後 は こ れ に加 え 、 自 らの 情 報 作 成 に

利 用 した 数 値 予 報 や メ ソ量 的 予 測 等 の 基 本 的 なデ ー タ を加

工 処 理 に 適 した 形 で 民 間 気 象 事 業 者 等 に 提 供 して 行 く こ と

を考 慮 しな け れ ば な ら な い。

1.2こ れ か らの気 象事 業 にお ける民間 の役割

今後 予想 され る気象 情 報サ ービスの 中で、特に 民間気象

事 業者 に 期待 され るのは 以 下の もの であ る。

1.2.1気 象 情 報 の 各 種 メ デ ィ ア へ の 適 合

す で に 前 章 第3節 「情 報 提 供 の 高 度 化 」 で 述 べ た よ う に 、

各 種 の 新 し い 情 報 メデ ィ ア は 、 気 象 情 報 の 利 用 者 へ の 提 供

に お い て 様 々 な 可 能 性 を 開 く も の と考 え られ る 。 情 報 メ デ

ィ ア は 、 厳 しい 競 争 の 下 で 日進 月 歩 の 発 展 を遂 げ て い る。

そ の 発 展 に 即 応 して 利 用 者 の 要 求 に 応 え て い く こ と は 、 設
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備投 資等の 面で 自 由度 の 高 い民 間気 象事 業者 に委 ね る こと

が望 ま しい。 気象 庁 が発表 す る防 災 気象 情報 、 一般 向けの

天気 予報にっ い て も、 各相 多様 なメ デ ィアへ 入力 す るこ と

で、広 範囲 に及 ぶ 情報 の周 知 と理解 が期待 され る こ とか ら、

この 面にお いて も民間 気象 事業 者 の協 力 を期 待す るこ とが

適 当であ る。

な お、気象 庁 の発表 す る予報 が 、 これ まで の言 語 によ る

予報 だけで はな く予報 図 やデ ー タ等 その 内容 が充 実す る こ

とか ら、テ レビ等の メデ ィア か ら、 それ らを放送 す るに 当

た って視 聴者の 関心 を踏 まえ た柔 軟 な表現 を した い との希

望が 寄せ られ るこ とも想定 され る。情 報の 正 確 な伝達 の必

要性 は言 うまで も ないが、 次第 で検 討 す る よ うに、社 会的

混乱 の防 止 と利 用者 への配 慮 が確 保 され る な らば 、表現 の

幅 を広 げ解 説者 の個性 を活 か した 番組 とす る ことで気象 情

報 の利用 価値 を一層 高め るの に役 立っ もの と考 え られ る。

1.2.2局 地的 な天 気 予測

前章第1節 の 「気 象 に関す る予測 情報 の利 用 」 で述べ た

ように、今後 は、企 業活 動 、 レジャ ー活 動等 にお け る意思

決定 の判断材料 の 一つ と して 、 またCATV等 地域 メデ ィ

アの 地域発信情 報 と して、 対象 地 域 を特 定 した 局地 的 な天

気 予測情報 に対す る需 要 が増 大す るもの と予想 され る。気

象庁 が一般 向け に発表 す る天 気 予報 よ リ詳細 な、個 々の 地

点 の予測 にっい ては、 民 間に 委 ね るこ とが 適 当で あ る。 気

象庁 はこのよ うな民間 気象 事 業 の求 めに応 じ、 数値 予報 、

メ ソ量的 予測等 の気 象予 測デ ータ を加 工処 理用 に 提供 す る

こ とを考慮 すべ きで あ る。 なお 、民 間気象 事 業者 の作成 し

た 天気 予測 を不特 定 多数 の利 用者に公表 す るに 当た っては 、

次節 に述 べ る よ うな社 会的混 乱の防止 と利用 者へ の配慮 が

必 要 であ る。

1.2.3気 象 情報 を基 に した付加価 値情報 の作 成

前章第2節r気 象 情報 を基 に した付加 価値 情報 の活用 」

で述 べ た付 加価 値 情 報サ ービスは、利用 者 の個別 的 な 目的

に即 した情 報 の作 成 で あ るの で、原則 として適正 なル ール

の 下 での民 間 気象 事業者 の競 争的活動 に委ね 、活 力 ある発

展 を期 す こ とが適 当で ある。

1.2.4各 種情 報 化 施 策に対応 した応 用気 象情 報の提 供

社会 の高 度 情報 化 を 目指 し様 々な情報 化施 策 が講 じられ

各 種の情 報 提 供 シ ステム 、ネ ッ トワ ーク等 が構 築 ・展 開 さ

れ て いる。 これ らの システムの 中には、気 象 予測 を基 に し

た 応用 気象 情 報 の利 用 ・活用 を 目指 す もの も多い。 また、

地 方 公共 団体 の 中 には 、地域特性 を加 味 した局 地 的 な気 象

情 報 を生活 情 報 と して地 域住 民に提供 しよ う とす る動 き も

あ る。そ の他 、 電 力事 業、鉄 道事業等 にお いて も情 報 シス

テム の構 築 が進 め られ 、気象 情報の高 度活用 と取 組 まれ て

い る。 これ らの 事 業 にお ける実際の気 象情 報の作 成 ・提供

も 民間気 象 事業 が その 活力 を発揮で き る分 野 と考 え る。気

象庁 は技 術 支援 等 に よ り、積 極的 にこれ らの 事業 を支援 し

て い くこ とが 望 まれ る。
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情報化 社会 に適 合 した 質 の高 い多 様 な情 報サ ー ビスの 提

供 を 目指 して、民 間気 象 事業 の 発展 を図 るに 当た って は、

気 象庁 の保有す る各種 情 報 を適 切 に提 供す る体 制 を確 立 す

る とともに、社 会 的 な混 乱 を招 くこ とな くい また 、 国民 が

サ ー ビスの質 を的確 に 判 断 して 、適 切 な選 択 がで き る よ う、

必 要 な措置 を講 じる必 要 が あ る と考 え る。

運 用 が必 要 とな る場合 には、 民間部 門の応 分 の負 担の 下に、

官 ・民の 連 携 に よ る総 合的 な気 象事 業 と して 、その実現 に

あた る こ とも一 つ の方策 とな ろ う。

その 他 、気 象 情報 サ ニ ビス にっい て も、国際化 の進展 が

見込 まれ る が、 我 が国の 民間気 象事 業者の 国外 での活動 に

つ い ては 、 当該 国 の方針 に従 うこ とが必要 で ある。
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な お、気 象庁の 保有 す るデ ー タは、 ナ シ ョナル ・ミニ マ

ム と して の予報 、警 報の 発 表等 、 気象 庁 が専 ら自 らの業 務

を遂 行す るため に取 得 ・作成 した も ので あ り、 これ らの デ

ー タは、 国民の 共有 財産 として広 く利 用 され るた め に公 開

され る もので ある。 今後 、 民間 気 象 事業 が進展 す るの に伴

い、 民間 気象事 業者 が提 供 す る局 地 的 な天 気 予測 や 付加 価

値情 報 にっ いて も、 一層 高 精 度で き めの細 か い情 報 が求 め

られ るよ うに なる もの と考 え られ る。 それ らのニ ーズ に応

え るため に民間気 象 事業 全 般 の振 興 に寄 与す るよ うな新 た

な デ ータの作成 が求 め られ た場 合 に は、情 報 の作 成 に係 る

経 費につ いて民 間気象 事 業 者の 応 分 の負担 の 下 に、 気象 庁

が情 報の作成 ・提 供 を行 う こと も考 え られ る。 また 、民 間

気象 事業者 が必要 に応 じて 導入 す る様 々な観 測 シス テム と

気 象庁 の観測 システム と を組 み 合 せ て活用 す る こ とが双 方

に とって有益 で あ る と期 待 され る場 合 は、 総 合的 に気 象 情

報 サ ー ビス を推 進 す る立 場 か ら、 その ような官 ・民 の協 力

を積極 的 に推進 す るこ とが望 ま しい。 さらに 、将 来 、科 学

技 術 の進 歩 に応 じ気象 情 報 の充 実 を図 る上 で 、新 た な全 国

規 模の 先進的 な観 測 システ ム や情 報処 理 シ ステム 等 の展 開 ・

2.1気 象 庁の 保 有 するデ ータの提 供体 制の整 備

気象 庁 の 保有 す るデ ー タを民間気 象事業 者 に対 しオ ンラ

イ ンで提 供 す るに 当た っては 、情報 伝送 を巡 る環 境の変化 、

受 信者 の 増 減や 利 用者の 機器の相 違 及 び更新等 への柔軟 な

対応 が求 め られ る。デ ー タ提供 体制 の整備 に 当たっては 、

様 々な立 場 を持 つ デ ータ受信者 の総 意 を的 確 に反 映 しつつ 、

受 益者 負 担 の原 則 の下 に、合理 的な デ ータ提供体 制 を確 立

す るよ う努 め る こ とが必 要で あ る。

気象 庁 の保 有 す るデ ー タに 関 して は 、実況、 予測等即 時

的 な デ ータ のほ か に、観 測成果 等統 計 ・気 候デ ー タが ある

が、後 者 に 対 して も社会 の要 求は高 度化 して お り提供体 制

の整備 が 望 まれ る。

2.2混 乱の 防 止 と利 用者 への配慮

2.2.1民 間 気象事 業 の実施 にあた って配慮 すぺ き事項

気象 情 報 は、 国 民の生 活、'生命 ・財産 の安全 に密接 に結

び付 いた 情報 で あ り、 その提供 に 当た って は しか るべき配

慮 が必 要 で あ る。 気象庁 が責 任 を持 って判断 した 一般向け

の天気 予 報 に加 え 、今後 、民 間気象 事 業者 が 自ら加 工 した
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予測情報 を公表 し、不 特定 多数 の利 用 に供 して行 くため に

は、消費者 保護 の 立場 か ら以 下の点 にっ い て適 切 な配慮 が

望 まれ る。

① 防 災情報 へ の配慮

異 常気 象時 に情 報 が錯綜 す る とパニ ック を引き起 こす危

険性 が極 め て高 い。 民間気 象事 業者 の作成 ・提 供 す る気象

情報 が、気象 庁 の発 表す る警報 、注意 報 、 台風 情報 等 の防

災気象情 報 との 不整合 を起 こす こ との ない よ う十分 な配 慮

が不 可欠で ある。

気象庁 の発 表す る警 報 ・注意報 等 の防 災気 象 情報 の 報道 ・

伝達 にあた って は、正 確 な表示 が必要 で あ る。

② 責任の所 在 の明 示

各種メデ ィア を用 いて 一般の 利用者 へ情 報 を提供 す る場

合 、気象庁発 表 の情報 を伝 え るに 当た って は、 発表 内容 を

正確 に伝達 する こ と、 また、民 間気象 事業 者 が加 工 ・作 成

した情報 に関 して は、 提供 者及 び連絡 先 を明示 す る等 、責

任の所在 を明 らかにす るこ とが必要 で ある。

③ 情報の精 度等 質 に関 す る配慮

予測情報 は誤差 を避 け られ な いもの であ り、情報 を適切

に利用す るため に は、 その精 度 につ いての 情報 が 重要 で あ

る。 情報 システ ム上 のデ ータの利 用 は、計 算機 の 操作 等 に

よ り、見かけ上 、情 報 の本来 持 っ価値 以上 に詳 細 な情 報 で

あるように加工 す る こ とを可能 にす るので 、 表現 方 法へ の

配 慮や、利用者 が サ ー ビス を選 択 ・採 用 しよ うとす る時 点

で の合理 的 な判 断 材料 の 提供 等、消 費者保 護の観 点 か らの

配慮 が 求 め られ る。

その他 、 気象 情 報 の基 に な る気象 観測の 水準の保 証 も、

様 々な気 象 情報 サ ー ビス の展 開 に伴 い重要 な課題 となる。

民間 気象 事 業者 が 観測 値 、統 計値等 を利用 す る場合 に は、

その 精度 、 代表 性 等 を十分 に配 慮 して活用 す るこ とも必 要

で あ る。 気 象庁 は 気象 庁以 外の 者の行 う気象 観測 につ いて

も、 技術 指 導等 で 積極 的 に協力 し、必 要に応 じて その活 用

も 図 って い くこ とが必 要 であ る。

なお、 気 象庁 に お いて は、 自らの予 測精度 の評価 を行 っ

て お り、 そ の結 果 を公 表す るこ とに よ り、誤差 を含 む 予測

情 報 を適 切 に利 用 す るた めの判断材 料 を利用者 に提 供す る

こ とが望 ま しい。

2.2.2情 報 の 質 に関 す る判 断材料 の提 供

① 予測 精 度の 評価

前 項③ 「情報 の精 度 等品質 に関す る配慮 」で触 れ た よ う

に、 予測 情 報 には 誤差 が含 まれて お り、情報 を適 切 に提供

し、 また 利 用す る上で 予測精 度の水 準 につ いて一定 の評 価

が必 要 とな る。 民 間気 象事業 者 にお いても この点で 適切 な

対処 が望 まれ る。 この ため には予測 技術 等の精 度 向上 を 目

指 す 自発 的 な研 究 会等 を組織 してい くこ とが望 ま しい。 気

象庁 は 、求 め に応 じ必 要 な技術支 援 を行 うと ともに、 自ら

実施 して い る様 々な予 測 及び 発表情報 の予 測精度 を公 表 し

予測 精 度 に対す る社 会の 理解 を進め る ことが必要 で ある。

② 技能検定制度の導入
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提 供情報 の質 を確 保す るた め の手 段 の 一つ と して、例 え

ば技 術者 の技能検 定 制度 の導 入 が考 え られ る。従 来 よ り民

間部 門の役 割の 大 きか った米 国 に おい て は、 技能検 定 制度

が発 達 し大 きな成 果 を納 めて き て い る。技 能 検定 制度 は 、

気 象 情報 の一定 の技 術水準 を確保 し、 一般 の 利用 者 に対 し

て も情報 の利用 に 当た っての 判 り易 い判断 材 料 とな る もの

で あ り、 この種 の制 度 を採 用 す る こ とが民 間 気象 事 業の 発

展 に とって有効 で あ ろう と考 え られ る。 な お、気 象 情報 の

提供 に 当た って民 間の技 術者 が 関 与す る面 と して は、気 象

庁 の発 表す る気 象 情報 の解 説 お よび メデ ィアへ の入 力、 局

地 的 な天気 予測や 付加価 値情 報 の 加 工等 が 挙 げ られ る。 今

後 、 民間気 象事業 が成 長す る 中で 、 事業 の 分化 が進 み 、担

当す る技術 者 も専門化 が進 む もの と想定 され るが 、 これ ら

の業 務は 、各 々技術 的背景 、必 要 とさ れ る気 象学 の知 識の

程度 等 に差異 があ るので 、技 能検 定 制 度の 導 入 にあ た って

は、官 ・民、関 係者 の十 分 な検 討の 基 に、 い くつ か の専 門

を特 定 した合理 的 な もの とす る こ とが 適 当 と考 え る。

③ ソフ トウ ェアの公 開

提供 情報 の質 は、技術 者 の個 人 的 な能 力 の ほか 、計 算機

で使 用す る ソフ トウェア によ る と ころ も大 き い。 民間気 象

事業 者が用 い る ソフ トウェア にっ いて は、 現状 で は個 々の

受注 者に合 わせ て 開発 され た個 別 的 な もの が 主体 で あ り、

各 々競合状 態 にあ って規格 化 は 困難 で あ り、 また そ の必要

性 は必ず しもない。 しか し、 今後 気 象 事業 に お いて も ソフ

トウ ェアの重要 性 は確実 に増 大 して行 くもの と考 え られ る。

気象 庁で汎 用性 の 高 い関連 ソフ トが 開発 され た場 合 に は、

それ を適 宜 公 開 し て い く こ とが 望 ま し い。

2.3予 報 業 務 の許 認 可制度 の運 用の 見直 し

気 象 業務 法 で は 、民 間会社等気象 庁以外 の 者が予 報の業

務 を行 う場 合 は 、 気象庁 長官の許 可 を受 け なけれ ばな らな

い と定 め て い る。 民間気 象事業 者が提供 す る情報の 必要量

低 限度 の質 は、 この許 可等 を通 して保証 され て いる。

これ ら予報 業 務 許可 事業者 に対 して は、 これ まで気象庁

の業務 を補 完 す る とい う位置付 けの 下に、気 象庁 の発表 す

る予 報の解 説及 び特殊 目的の ための独 自の 予測 をその事 業

と して認 め て き た。 民間気象 事業の積 極的 な展 開に よ リ社

会 の高度 情 報化 に適 合す る気 象情報 サ ービスの 実現 を図 る

た めに は、 混乱 の防 止 と利 用者への 配慮 を前提 に、気象 予

測 関連技 術 及 び情 報処 理 技術等 の進 歩 、技 能検 定制度 の普

及 、 その他 民 間 気 象事業 者 を巡 る状 況 の変 化 に対応 して予

報業務 の許 可 制 度 の運用 指針 を適時見 直 し、 民間気 象事業

の健 全な発 展 を図 ってい くこ とが必要 であ る。今 回、気象

庁か らの各 相 気 象 予測 デ ータの提供 、技能検 定制 度の導 入

等 が実現す れ ば 、 それに 対応 して、 まず気象 庁 の発表す る

予報 の柔 軟 な表 現 及 び独 自に作成 した局地 的 な天気 予測 の

一般 への 公表 を認 め 、民 間気象事業 の内容 を拡 大 し、その

積極 的 な展 開 を図 るこ とが適 当 と考 え る。

ま た、 これ に併 せ 許認 可 申請 にっ いても、 技能検 定制度

等 の消 費者 保 護施 策の 進展 に対応 して 、手続 きの 一層の簡

素化 ・透 明化 を図 り、 民間気 象事業の展 開 に迅速 に対応 で

き るもの とす る こ とが 望 ま しい。



第3章 防災情報 に関 す る関 係機 関 との連携 ・協 力の強 化

防 災活 動にお い ては 、 関係 行政機 関 の緊密 な 連携 が基 本

で あ る。気象庁 の発 表 す る防 災気象 情 報は、 関係 機 関 の災

害対 策業務 を支援 す るもの で あ り、 また一般 国 民へ 向 けた

警 戒、注 意の呼 び掛 け も、 関係 機関 の適切 な 対応 措 置 があ

って は じめて有効 に機 能す る もの とな る。 気 象庁 に お け る

業務 の高 度化、 関連 機 関の 各相 防災情 報 シス テム の 構築 等

の 状況 を踏 まえ 、気 象庁 と関係 機関 との連 携 ・協 力 の 下に、

情 報化社 会に相応 しい 防 災業務 を構築 して 行 くこ とが望 ま

れ る。

され る部 分 が 大 き く、 気象現 象の動 向 だけで は必ず しも予

測 が で きな い面 が あ る。 地方 公共 団体 を始め とし、 災害対

策 活動 に あ た る防 災関係 機関 では、 災害 素因 の実態 の把 握

に 努め る一 方、、必要 に応 じて高 密度 な観測 網 を展 開 し、監

視 を行 い、 災害 の発 生 に備 えて いる。 最近 で は、関係機 関

を結 ん だ 防 災行 政無線 の デジ タル通 信化 とこれ ら監視 シス

テム の 高 度化 等 を併 せた防 災情報 シス テム の構築 が進 め ら

れ て い る。 これ らの シ ステム に おいて 各種 情報 が活用 され

るこ とに よ り、 防災 業務 の一層の高 度化 が進 む もの と期 待

され てい る。
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1気 象庁 にお ける防 災 気 象情報 への 取組 み

気象庁 は防災気 象情 報 の提 供 を主 た る業 務 として お り、

地球 規模の現 象か ら、 台 風、 低気圧 等 の大規 模 現象 、集 中

豪雨 等の ような局 地的 な現象 まで様 々な規模 の 現象 を対象

と した観測 を行 な い、 また国 際 協力 によ りデ ー タ を入 手 し、

それ らの動向 を監視 、 予 測 して 、警報 ・注意 報 、 台風 情報

等 、防災気象情 報の 適 切 な提 供 に努め てき た。 今後 は、降

水短 時間予報、 メ ソ量 的 予測 等量 的予 測の 一層 の精 度 向上

を図 り、警報 ・注意 報 の 適時 適 切な発 表に 努め る と とも に、

洪水 、土砂災 害等 の災 害 の危 険 度 を具 体的 に把握 で きる よ

うな形で国民 に適 切 に伝 え るた め、画像 情報 等 を活 用 し、

防 災気象情報 の高 度化 を図 る こ とが期 待され る。

2防 災機関 にお け る防 災情報 シス デムの活 用

最 近では災 害形 態の 変化 が 進 み、特 に都市 型 災害 の増 大

が著 しい。 これ らの災 害 の発 生 は地上 の開発 状況 等 に影響

3情 報 シス デ ムの 活用 と連 携 ・協 力の 強化

気 象庁 に おけ る防 災気象情 報の高 度化 と各 気象官署 を結

ぶ 気 象 資料 伝 送網 の整 備及び防 災関係 機 関に おけ る業務 の

高度 情報 化 、特 に地方 公共団体 に よる関連 機関 を直接情 報

ネ ッ トワ ー クで結 んだ 防災情報 システ ム の整備等 に よ り、

気 象官 署 と関係 機 関相互 の システム をオ ン ライ ンで結ぶ こ

とが 可能 とな り、 その結 果、情 報交換 を電 話の みに依存 し

てい た時 代 に は予 想 もでき なか った 高度 な情報 交換 が実現

す るこ とに な る。 この ことは 、以下 の よう な点 で防災業 務

の 高 度化 に 大 き く寄与す る もの と期待 され る。

3.1防 災 気 象情 報の 伝達の迅 速化

現在 、 警 報等 の 防災気 象情 報は、 気象 官署 か ら法律等 で

定 め られ た 関係 機 関に電 話、電 報 あ るいは フ ァクシ ミリを

用 い て伝 達 され 、 順 次下部機 関に伝 え られて いる。

今後 、 各 防 災機 関 を直接結 ん だ防 災情 報 ネ ッ トワークが
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整 備 され る と、 これ らの 情報 を気象 官 署 か ら直接 オ ンラ イ

ン通 信 を用 いて この情 報 ネ ッ トワー クへ入 力 す る こ とで、

一 斉に各機 関へ の 情報 が伝 達 され、 情 報伝 達 の 迅速 化 が大

き く進む こ とが期 待 され る。 なお、 この た め には 、情 報伝

達 の確認 等の 問題 を解 決 す るこ とが課 題 とな る。

3.2防 災機 関 の保 有 する情 報 の警 報 ・注 意報 へ の 反映

気象庁 は気 象 衛 星か ら レー ダ ー、 ア メ ダス に至 る全国 的

な観 測 ・監 視体 制 を整 備 し、適 切 な警 報 ・注 意報 の 提供 に

努力 して い ると ころで あ る。 一方、 地 方公 共 団体 等 の保 有

す る高密 度な観 測網 は、気 象庁 の観 測 網 で は捉 え切 れ な い

局地 的 な現象 を捕 捉す る場合 もあ る。 一般 国 民 に警 戒 ・注

意 を呼 び掛 ける警 報 ・注 意報 の 内容 をよ り具 体 的 な もの と

す るため、 これ らの 情報 を反 映 して い くこ とが望 ま しい。

オ ンライ ンでのデ ータ通 信 は、 この ような 協力 業務 の 高 度

化 にも資す る もの と期待 され る。

なお、 関係機 関の 監視 デ ー タは独 自の 目的 のた め に収 集

されて い るもの で あ り、デ ータの整 合 性等 に注意 し、利 用

に当た って は十分 な配 慮 を払 うこ とが必要 で ある。

ま し い 。

3.4指 定 河 川の 洪水 予報 及 び警報の推 進

気象 庁 と建設 省 は、 水 防法 と気象 業務法 の規定 に基 づ き、

指 定 され た河川 につ いて 共同で洪 水予報及 び警 報 を実施 し

て いる。 重大 な影 響 を持 つ これ ら河川 の洪 水 予報 を、双方

の業 務の 高度化 の成果 を反 映 しっっ密 接な連携 に よ リ推進

して い くこ とが期 待 され る。

3.3防 災機 関の監視 業務 等 の 支援

地 方公共 団体 の防 災情 報 シ ステム の 中で は 災害 監視 シス

テム 等の 活用 が期待 され て い る。将 来 的 には 洪水 、 浸水等

の シ ミュ レーシ ョ ンや具 体 的 な被 害の 予測 を行 う被 害予 測

システム の実用 化 も考 え られ る。

気象庁 の各相 デ ータが 、オ ンライ ン通信 に よ り伝 送 され 、

これ ら防 災情 報 シ ステム の 中で 高度 に活用 され るこ とが望
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おわ りに

気象情報 は様 々な社 会経 済 活 動 に密接 に結 び付 いた情 報

で あ り、予測精 度 の 向上 ととも に、 よ り詳細 で、 多 様性 に

富み 、利 用者 の 目的 に即応 した 良質 な情 報 を、必 要 に応 じ

て入手 した い とす る国民 の要 望 は大 き い。 社 会の 高 度情 報

化 の もた らす 資源 を活 用 す るこ とに よ り、 これ らの 要望 に

適 切 に応 え るこ とが で きる もの と期待 され る。 様 々な要 望

を踏 まえ、情 報化 社会 に相 応 しい気象 情報 サ ー ビス の実現

を図 って い くため に は、気 象庁 、 関係 機関 及 び民 間気 象 事

業 者 の間 の新 た な役割 分担 に よ り、相 互の 緊密 な 協力 ・連

携 に よる総 合的 な気象 情報 サ ー ビス を展 開 してい くこ とが

重 要 であ る。 本答 申は、 その役 割 分担 及 び協力 ・連携 に関

し、 基本的 な指針 をま とめ た もの で あ る。

この検討 を進 め るに 当た って 参 考 に した 米国 の気 象情 報

サ ー ビスの現状 は 、我 が国 に おけ る総 合的 な気 象情 報サ ー

ビスの展開、特 に 民間気 象情 報 サ ー ビスの 発展 に 明 るい未

来 を示唆す るもの であ る。 民間 気象 情 報サ ー ビス に おけ る

防災 情報へ の配慮 、技 能検定 制 度 の導 入の検 討 等 の提案 も、

諸外 国の実情 、問題 点 に照 ら して 見て 適 当な方 策 と思料 さ

れ る。

を行 って お り、気 象 に関 す る基 幹的な情報 の 提供 に おいて 、

その 果 たす 役割 は極 めて 大き い。今 後 、総 合 的 な気象 情報

サ ー ビスの進 展 の 過程 で 、新た な観 測 ・情報 処理 システム

等の展 開 ・運 用 が 求め られ る ような場合 に は、国 と民間が

協力 して 対処 す る こと も必 要 となろ う。

なお、 本答 申 にお いて は、短期間 の気象 情 報 を対象 とし

て検討 した が、 その基 本的 な考え方 は、長 期予 報 、地震 火

山情 報、 海洋 情 報 に も適用 され るもの と考 え る。

総合 的 な気 象 情 報サ ー ビスの推進 に 当た って は、 引 き続

き、気 象庁 ・関 係機 関 ・民間気 象事業 者間 の緊 密 な意志の

疎 通 が図れ る開 か れた 関係 が重 要で ある。本 答 申の 策定 に

至 る議 論 を契 機 と して 、答 申の具体 化 に向 けて、 連携 が一

層 緊密化 され 、 活発 な意 見交換 が行 われ る こ とを切 に望む

もの であ る。

我 が国に おけ る気象 情 報の分 野 での 民間の 活 動 は今後 大

き く飛 躍す るこ とが期 待 され る。 現状 にお いて は、 民間 部

門の 基盤は必ず しも強 固 な もの では な く、基 礎 デ ー タの 提

供、 技術指導等 にお い て国の 支援 が必 要で あ る。気 象庁 は 、

基本 的な観測 、解 析等 の 施設 を展 開 し、金環 的 な 資料 交換
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